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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　新しん戦せん艦かん『信濃しなの』









　大きい。とにかく巨きよ大だいとしか、形容のしようがない。

　全長１３００メートル。乾かん燥そう重量は優に１メガトンを超こえる──。

　星々のディスプレイをバックに宇宙空間に浮うかんだそれは、紡ぼう錘すい形けいの艦かん体たいに濃のう淡たんのグレーとスペースブルーによる迷めい彩さい塗と装そうを施ほどこされ、みごとなまでに背景に溶とけ込こんでいた。

　その優ゆう雅がにして洗練された容姿だけで、一個の芸術品の名に値するだろう。

　だが、もちろんこれは、単なる置き物でもなければ飾かざり物ものでもない。だいいち飾り物にしては高価すぎる。

　惑わく星せい連合の膨ぼう大だいな防衛予算の13パーセントを、たった１隻せきで喰くい潰つぶすほどの代しろ物ものである。もちろんそれに見合うだけの性能はある。副次的な余よ禄ろくとして、見る者が惚ほれぼれするぐらいの美しい姿を持っていたとしても、罰ばちは当たるまい。

　たとえそれが、純じゆん粋すいに人殺しのための道具であったとしてもだ。

　新造戦艦・ＮＣＣ―Ｘ１。『信濃しなの』という艦名が、与えられている。

　計画から竣しゆん工こうまで、準備期間をも含ふくめると実に７年の歳さい月げつを要している。

　惑星連合の、技術と頭脳と叡えい智ちと、そして野や蛮ばんの粋すいを集めた結けつ晶しよう。比ひ類るいなき火か力りよくと、無敵の装甲とを兼ね備えた、まさに宇そ宙らを駈かける〝矛む盾じゆん〟──。

　惑星連合の、大艦巨きよ砲ほう主義の具現──。

　または惑星連合議会の、野党ハト派議員に言わせると、ＡＤ末期の原発、核かく兵器と並ぶ、宇宙三大馬鹿の見本──。

　人により、その評価はまちまちだが、しかしその存在の重要性だけは、誰だれにも否定できない。宇宙にラアルゴン帝国の脅きよう威いがある限り、必要悪として認めざるを得ない。

　もちろん、連合宇宙軍艦隊の首脳部は言葉を尽つくしてその必要性、さらには頼たのもしさを強調する。

　事実、いつの時代にもいる兵器マニア、国防論者、そして子供たちの間では『信濃』はその力強さ、美しさ、そして幾いく重えにも秘ひ密みつ主義のベールでくるまれた幻げん想そうによって頼たよられ、親しまれ、愛されてさえいた。建造計画が一いつ般ぱんに公開されるや、竣工する何年も前から、熱ねつ狂きよう的な固定ファンがついたものである。

　噂うわさは噂を呼び、尾お鰭ひれのついた『信濃』の虚きよ像ぞうは、不ふ沈ちん戦艦のお手本のようだった。

　いわく、敵のビームを逆にエネルギーにする。高速で飛んで来る光子魚ぎよ雷らいをよけるおまじないを使う。どんなダメージを受けても30分で修理する……。

　それら根も葉もない噂は、あくまでも巷ちまたに乱れ飛んだ噂でしかない。一般誌はもちろん、専門の３Ｄ軍事雑誌の記事でさえ、その全ぜん貌ぼうを正確に伝えたものは皆かい無むであった。にもかかわらず、実際の『信濃しなの』は、それら民間に流る布ふしたどんな虚像よりも強力であった。

　進水式の席上、人気アイドル女優ノリコ・バッハによるシャンペン割りの儀ぎ式しきについで、連合艦隊最高司令長官アドリアン・アンダーソン元げん帥すいは、次のように言ったものである。

「諸君！　我々はかつて超ちよう弩ど級きゆう戦艦『尾張おわり』の出現に驚きよう愕がくし、戦艦並みの性能を誇ほこる巡じゆん洋よう艦かん『阿あ蘇そ』にまた驚愕した。しかるに我々も、もはや驚おどろきというものに慣れっこになってしまい、この先いかなる強力無む比ひな新しん型がた艦かんが登場しても、もう驚くことはないと思っていた。だが、我々のその予想は、もっとも好ましい形によって、今また完かん璧ぺきに覆くつがえされたのだ。この、無敵の新戦艦『信濃』によって──」

　目の前にある全長１３００メートルの戦艦を見れば誰にも実感としてわかるが、『信濃』の強さは第一にその巨大さであり、第二に大出力フェーザー砲ほう84門、光子魚雷16バンクという火力である。それだけでもじゅうぶんに、アンダーソン長官の言葉を裏づけるものであろう。

　だが『信濃』の、真の強さの秘ひ密みつは他ほかにある。

　それが今、太陽系にほど近いこの演習用宇宙域で試されようとしていた。

『信濃』はゆっくりと、演習宙域を進む。

　艦首には連合宇宙軍艦隊のトレードマークである梅うめの代だい紋もんが燦さん然ぜんと輝き、メインマストには惑わく星せい連合旗が、強制的に送り出される圧あつ搾さく空気によって翩へん翻ぽんとひるがえっている。

　優美なシルエットとあいまって、その姿は風格さえ感じさせる。

　が、一見何事もないかのように宇宙を進む『信濃』の〝眼〟は、すでに姿も見せずに接近する〝敵〟を、その〝視野サイト〟片かた隅すみに捕とらえていた。

『信濃』は敵を、高速移動する艦隊と識別した。

　彼の〝頭脳ブレイン〟は、ただちにデータバンクにある艦型識別一いち覧らん表ひように、その敵艦隊を照合した。

　ラアルゴン帝てい国こくの、ドローメ型タイプ高速戦艦32隻せき──。

　それらが、円えん錐すい型の〝ラアルゴニアン・ギムレット〟を組んで、通常空間を亜あ光こう速そくで接近中。予想される接せつ触しよく時間は、42秒後。

　それらの複ふく雑ざつな演えん算ざんを『信濃』は、人間の手を煩わずらわすことなく、まったくひとりでやってのけた。しかもすべてが、０コンマ何秒というほんのまばたきするような一いつ瞬しゆんの間に行われたのである。

『信濃』の三連れん装そう28基の主しゆ砲ほう塔とうが、音もなく旋せん回かいした。敵の動きを、正確に追つい尾びしている。いや、その動きを予測しているのだ。

　その予測のためのデータは、過去のすべての戦せん闘とうに関する記録から瞬時にしてピックアップされ、シミュレーティングによって導き出されたものだ。

　敵艦隊は、典型的なラアルゴン艦隊の行動パターンを取っている。すべての艦が『信濃』に対し艦首を向け、全砲門を集中する構えだ。

　不意に、ラアルゴン戦艦の何隻かが、艦かん載さい機きを重力カタパルトで射出した。いや、不意にという言葉は、この場合正しくない。

　なぜなら『信濃』は、このことを予測していた。ラアルゴン艦隊の主力であるドローメ級高速戦艦が、１隻につき戦闘機『バハムート』を４機ずつ搭とう載さいしていることはもちろん、その射出パターンまでが、ちゃんと『信濃』のデータバンクには情報として入っている。

　敵艦隊から発進した『バハムート』戦闘機48機は本隊から離はなれ、牽けん制せいするように『信濃』の死角へと、回り込もうとする。だが『信濃』はそんな敵戦闘機隊を、小うるさい蠅はえかなにかのように無視した。少なくとも表面的にはそう見えた。

　その間も、敵艦隊を追尾する主砲の狙ねらいは、一瞬たりとも休まない。正確に、きわめて正確に、有効射程距きよ離りに入る前から、フェーザー砲はその照準を敵に合わせている。

　別個の標ひよう的てきを捕とらえながら、敵の動きを追う砲ほう塔とうの動きが、まるで生き物のようだ。

　射程距離に入る寸前、『バハムート』の編隊がかすめるように『信濃しなの』と敵艦隊との間をよぎった。しかし冷れい徹てつな『信濃』の頭脳は、そんな陽動作戦にひっかかるほど低級ではない。悠ゆう然ぜんと敵編隊を無視し、あくまでも艦かん隊たいにその照準を定める。

　これが人間なら、頭ではわかっていても、ついつい恐きよう怖ふ心と条件反射とで体が反応してしまうところだ。

　次の瞬しゆん間かん『信濃』の主砲が唸うなった。

　いや、正確には無音の宇宙空間である。光ったというのが正しい。

　最初の斉せい射しやがいきなり、艦隊の先頭にいた敵戦艦を捕とらえた。

　それも正確に、反はん応のう炉ろを撃うち抜ぬいた。

　敵戦艦は一瞬にして大宇宙の構成元素に還かえり、膨ぼう張ちようする重金属のガスが、敵艦隊の視界を遮さえぎった。たちまち後続の艦が、隊列を乱す。

　その乱れ方まで、『信濃』は計算していた。

　高出力フェーザーのつるべ撃ちが、ことごとく命中する。

　逆に敵は撃てない。味方の爆ばく発はつが視界を遮り、拡散するガス状金属は、レーダーを攪かく乱らんする。こんな一方的な殺さつ戮りくはない。

　何隻かが傷きずついた艦体をひねり、あえぐようにガス状金属の外へと逃のがれようとする。だが『信濃』は、それをやすやすと見逃すほど甘あまくはない。

　光子魚雷が光の尾を曳ひいて飛び、列外へ離り脱だつしようとする戦艦の、無防備な横腹に深々と突つき刺ささった。哀あわれな戦艦は竜骨キールを折られ、真っ二つに裂さけた。絵に描かいたような轟ごう沈ちんである。

『信濃』が射しや撃げきを開始してからわずか30秒後には、反撃可能な敵艦隊は１隻もいなくなってしまった。ある者は蒸じよう発はつし、ある者はへし折られ、あるいは飴あめのようにねじ曲り、もっとも幸運な何隻かでさえ、行動不能に陥おちいったのである。

　艦隊を始末してしまうと、『信濃』の標ひよう的てきは、小うるさい蠅はえどもに向けられた。

　ハリネズミのような『信濃』の対空火器──すなわち切れ目のない弾だん幕まくを張はり巡めぐらす多た連れん装そう対空ミサイル・ランチャーと、正確無比に毎秒２０００発のレーザーパルスを射うち出すレーザー・ポムポム砲ほう──は、普ふ段だんは目立たないように第一装そう甲こう鈑ばんの中に格かく納のうされている。それらが一斉に、スライドした甲板の下から現れ、恐おそるべき死の火か線せんを敵編隊に向けて吐はき出した。さながら火花のスコールである。

　もちろん、これらの対空火か器きもまた、一切の人的要素ヒユーマンエレメントを介かいさず、すべて『信濃』の頭脳によって制せい禦ぎよされている。恐れることを知らぬ自動防空システムは、肉にく迫はくする敵機の機き銃じゆう掃そう射しやにもいささかも怯ひるむことなく、しかも狙ねらいは比ひ較かくにならないほど正確だ。

『バハムート』戦せん闘とう機きの編隊は、搔かき消すように宇宙空間から消しよう滅めつした。塵ちりひとつ、残らなかった。もちろん哀あわれな敵パイロットもろとも。彼らにも帰るべき家もあれば、迎むかえてくれる家族もいたはずだ。

　だが『信濃しなの』の頭脳は、そんな事情を斟しん酌しやくするほどお人好しではない。疑問すらもたない。

　都合のいいところだけが人間的であり、都合のよいところだけが非人間的なのだ。惑星連合艦隊が欲ほしがっていたのは、まさにこういう〝兵士〟だった。

　まさに人類が到とう達たつした理性と非理性の極きよく致ち。知性と狂きよう気きは、『信濃』という究きゆう極きよくの殺人兵器において、みごとなまでに融ゆう合ごうしたのだ。

　たとえ、それが両もろ刃はの剣けんだとしても──。







「完かん璧ぺきだ」

『信濃』のブリッジで、その男は目を丸くした。「まさに究極の兵器だ」

　惑わく星せい連合宇宙軍少しよう将しようエンリコ・フェルナンデス。『信濃』艦かん長ちようである。

「リモートコントロールのダミーとはいえ、ラアルゴン戦せん艦かん32隻せきを、一いつ瞬しゆんの間に撃げき破はするとは……。信じられん」

　自分の吐はいた台詞せりふが、ただちに自分に返って来るとも知らず、フェルナンデス少将は素直に感かん嘆たんした。『信濃』に本当の意味での艦長など必要ない。艦長はいても、それは便べん宜ぎ上、名めい目もくだけのものであって、艦の主あるじではない。

　その艦長が、平気で自分の立場を危あやうくするような自己否定の台詞を吐いてはばかることがないというのも妙な話だが、要はそれだけ『信濃』の働きぶりがみごとだったのである。

「ヒラガー中佐。君の作品はまさに芸げい術じゆつ品だなあ」

　フェルナンデス艦長は椅子ごとくるりと振ふり向いて、傍かたわらにいる小柄な若者に、賞しよう賛さんのまなざしを贈おくってみせた。

「恐きよう縮しゆくです。艦長」

　そう答えた眼鏡めがねで小こ肥ぶとりの若者こそ、『信濃』の生みの親、開発グループ主任設せつ計けい技ぎ師しのトオル・Ｊ・ヒラガー技ぎ術じゆつ中佐である。

　口では恐縮と言っているが、それとは裏うら腹はらに、恐縮しているそぶりなど毛ほども見えない。尊そん大だいで傲ごう慢まんで、人を喰くったような青年である。将官である艦長を前にして、へりくだるどころかふんぞり返っているようにさえ見えた。

　俺おれの作った艦ふねなのだから、これくらいの働きは当然だとでも言いたげに見える。

　どう見ても、人づきあいのうまいタイプには見えない。

　天才、あるいは鬼き才さいと呼ばれるタイプにありがちな、傍ぼう若じやく無ぶ人じんさ、卓たく抜ばつした造艦技術があるからいいようなものの、それがなかったら、単なる不ふ潔けつでうっとうしい小男でしかない。正直なところ、軍も持て余し気味だった。

「ま、これくらいの芸当はこの『信濃』にとっては、朝飯前ですけどね」

　肩かたをすくめ、クサい身み振ぶりで豪ごう語ごする。自分ではカッコをつけているつもりなのだろう。

「その通りだ中ちゆう佐さ。本当の敵が出て来たら、今のようなわけにはいかんぞ」

　そう言ったのは、艦長の横に座すわっていたもう一人の男だ。『信濃』のブリッジには、いや、艦内をくまなく捜さがしても、この艦ふねには艦長を含ふくめて三人しか乗っていない。それ以上の乗組員は不要なのだ。

「ハリボテのリモコン戦艦を相手にするのと、生きた人間が乗った本物の戦艦を相手にするのとは違ちがう。そういう敵を相手にした時こそ『信濃』の真価も問われるだろう」

「ほぉおお」

　ヒラガー中佐が大おお仰ぎようにうなずいた。明らかにカチンと来ている。こうした技術畑の鬼才にはありがちなことだが、彼のプライドはメチャクチャ高い。

「どうやら大たい佐さ殿どのは、私わたしの作った『信濃しなの』に御ご不ふ満まんがおありのようだ」

　自意識過か剰じような人間にありがちな論理展開で、ヒラガー中佐はその男を見た。

『信濃』副長、カール・ビョルン・アンドレセン大佐。通つう称しよう〝赤毛のエイリーク〟。

　噓うそか本当か知らないが、先祖はスカンジナビア半島を荒あらし回ったバイキングだという。そしてその噂うわさを、初対面の相手にも信じさせるに足るだけの容姿と風格とを、この巨きよ漢かんはそなえていた。

　男おとこ盛ざかりの36歳さい。一見して、ラアルゴン人と見まごうばかりの赤毛と髭ひげ面づら。彼をよく知る部下たちは、冗じよう談だん半分に彼かれのことをこう言った。

「なにしろ間違って地球に生まれて来たお人だから」

　それだけ部下からの信しん頼らいも厚く、好かれてもいた。勇ゆう猛もう果か敢かんさでは宇宙軍随ずい一いちだろう。その評判に見合うだけの戦果と実績も上げていた。

　その顔を髭だらけにして豪ごう快かいに笑いながら、幾いく度たびもの修しゆ羅ら場ばをかいくぐってきたのだ。

　ひとたび戦場を離はなれれば、酒と女と喧けん嘩かをこよなく愛する、気のいい大男──。

　つまるところ、ヒラガー中佐のような背広組とは、まったく相容れない制服タイプなのである。お互たがいがお互いを嫌けん悪おして、とどまるところを知らない。

「大佐。この『信濃』が実戦配備されれば、あなたのような勇敢な艦かん長ちようも御お役やく御ご免めんでお払はらい箱ばこだ。あなたが嫉しつ妬とする気持ちもわからないではないが……」

「誰だれが嫉妬などするか！」

　アンドレセン大佐は言下に笑い飛ばした。まさしく〝髭が笑った〟感じだった。

「中佐、本物の戦争はな、オモチャの戦艦を相手にするのとは訳が違う。最後の最後に要求されるのは、人間の勇気と決断だ」

「そういう時代遅おくれの認識が、ラアルゴン帝国に対する劣れつ性せいとなって顕あらわれていたのです。だいたいおたくのような……」

「人をおたくとか呼ぶな！　耳みみ障ざわりだ！」

　早くもこの争い、泥どろ沼ぬまの様相を呈ていしてきた。

「まあまあ」

　見かねてフェルナンデス艦長が止めに入る。

「それぞれの言い分はもっともだ。だがまあ、すぐに答えは出るだろう。実用化のメドはじゅうぶんに立ったのだし、評価試験のためのテスト航こう海かいの目的はひとまず達した。これより地球に向けて帰き還かんする」

　だからといって、乗組員が何をする必要があるわけでもなかった。演習から帰還に至る予定行動もちゃんと最初からプログラムには入っており、すべては『信濃』の人工知能にまかせておけばよいのだ。

　もちろんフルオートによる弊へい害がいはある。人間、することがないとロクなことは考えない。せいぜい喧けん嘩かでもしているしか時間を消化する術すべがないのだ。そういう意味では、アンドレセン副長の機械不信にも一理ある。

「なるほど、役に立つことは認めよう」

　ほっておくと、すぐに皮肉が口をついて出る。「だが、こいつはとんでもない金かね喰くい虫むしだ。この艦を１隻建造する金で、何人の有能な艦長が教育できると思う？」

　アンドレセンの見解はもっともだが、残念ながら彼のオリジナルではない。惑わく星せい連合議会の予算承認委員会で、野党代議士から、それこそ何百回となく発せられた質問なのだ。だから問われたヒラガー中佐のほうも、鼻で笑うゆとりがあった。

「これだから頭の固い軍人は困る」

　眼鏡めがねを外し、わざともったいぶったしぐさでレンズを拭ふいた。その態度はこれでもかというくらいに、アンドレセンの神経を逆さか撫なでにする。

「大佐。宇宙には金で換かん算さんできないものがある。人間の命と、心だ」

「それがどうした」

「この『信濃しなの』が実用化されれば、それだけ無む駄だに戦死する人間が少なくてすむ。いずれは惑星連合宇宙軍のすべての艦ふね、いや、すべての兵器が無人化されることになるだろう。そうなれば、戦争は続いても、誰も死ぬことはない。ただ後方から、機械をコントロールしていればいい。そのコントロールさえ最終的には不要になるだろう。『信濃』はその、最初の、貴き重ちようなるステップなのだ」

　ヒラガーは自分の言葉に酔よっている。それだけならまだ許せるが、許せないのはおそらく何日も洗っていない髪かみの毛が、饐すえたような臭においを発散していることだ。アンドレセンならずとも、あまり長く一いつ緒しよにいたいタイプではない。

　こいつは絶対、童どう貞ていに違いないと、アンドレセンは思った。

「軍人なんて無む駄だだ。機械のほうがずっと優秀なんだから戦争は機械にまかせて、人間は見ていればいい」

「つまり、機械まかせってことか？」

「そうとも」

「冗じよう談だんじゃない！」

　赤毛のエイリークことアンドレセン大佐は、ハンマーのような拳こぶしをコンソールに叩たたきつけた。「自分てめえの命をチップに張ってやるから、戦争は面おも白しれえんだ！」

　ヒラガーは処置なしといった顔で、肩をすくめた。二人の考えは所しよ詮せん、どこまで行っても交わることのない、二本のレールであった。

「いいか。これだけは言っておく。戦争ってえのは、人間がやるから戦争なんだ。機械にやらせて、自分は高たか見みの見物なんてなあ、軍人としてのモラルに反する！」

「モラルねえ……」

　ヒラガーは目を細めて、くすくすと笑った。

「では大佐。こうしませんか？　次の評価試験は１週間後だ。私の『信濃』はフルオートで闘たたかう。あなたは自分の乗り慣れた艦で、あなたの信しん頼らいする部下たちと闘う。いかがですかな？」

「面おも白しろい！」

　赤毛のエイリークはニヤリと笑った。「機械が万能でないことを見せてやる」

「こらこら、そんな大事なことを、勝手に決めてもらっては困る」

　昼あんどんのフェルナンデス艦長が、あきれて水を注さしたが、彼も反対ではない。歴戦の勇士であるアンドレセンと最さい新しん鋭えいの頭脳戦艦『信濃』と、はたしてどちらに軍ぐん配ばいが上がるか、個人的にもなみなみならぬ興きよう味みがある。

「正式の、手続きを申しん請せいしてからやるように」

　おそらく惑わく星せい連合艦隊でも、もっとも存在感のない艦長は、そう言うことでかろうじて自分のプライドを守った。

「これは楽しみなことになった」

「それはこちらの台詞せりふよ」

　珍めずらしく、二人の意見が一いつ致ちする。

「どこからでもかかっていらっしゃい。『信濃しなの』はたとえ、連合艦隊の全ぜん艦かん艇ていが相手でも受けて立つ用意があります。ま、大佐が自由に指揮できる程度の艦隊が相手なら、結果は最初から見えていますけどね。『信濃』級戦艦の建造計画が予算委員会をパスした、その瞬しゆん間かんからね」

「ぬかしたな！」

　アンドレセンは血けつ相そうを変えて吠ほえた。「言っておくがな、坊ぼうや。こちらは遠えん慮りよなく実じつ弾だんを使うぞ。この目め障ざわりな猿さる知ぢ恵え戦艦を、スクラップにしてやる」

「御ご随ずい意いに」

　ヒラガー中佐は余よ裕ゆうでうなずいた。「その代わり、こちらも容よう赦しやしない」

「おう、望むところ！　そちらも実弾で来い。そうでなくては面白くない」

「勝負はフェアに、というところですかな？」

「そういうことだ」

　１隻７京５０００兆クレジットもする『信濃』をスクラップにすると豪ごう語ごするアンドレセンの神経もなかなかのものだが、ヒラガーも負けてはいない。

　口では人命重視とかいう大義名分を唱となえてはいても、結局彼にとっては銀河の人類を全部合わせたよりも、自分が心しん血けつを注そそいで作り上げた『信濃』１隻のほうがずうっとかわいいのだ。だからと言って彼を責めるのは酷こくというものである。多かれ少なかれ、技術者というものはそういう人種なのだから──。

「腕うでが鳴るぜ」

　アンドレセンはおもむろに、副長席から立ち上がった。

「さてと、俺は地球に戻もどるまで、この『信濃』ホテルの冷れい凍とう睡すい眠みんカプセルのお世話になるとするか。胸むなくその悪い戦艦だが、乗のり心ごこ地ちだけは褒ほめてやるよ、中佐」

　巨大な上に乗組員が少なくてすむから『信濃』には余分のスペースがたっぷりとあり、居住性は最高である。「スクラップになったら居住区だけでも取りはずして、カプセルホテルを開業するんだな。繁はん盛じようするぜ」

　捨すて台詞ぜりふを残してブリッジを出るアンドレセンの背中を見送りながら、ヒラガー中佐の表情は、小こ刻きざみに痙けい攣れんしていた。

　表面、無表情に見えるが、腸はらわたは煮にえくり返っているのである。

「ま、大佐はああいう男だから、あまり気にせんように」

　フェルナンデス艦長の言葉も、ヒラガー中佐の耳には届とどいてはいない。

　彼は１週間後の模も擬ぎ戦せん闘とうで、どうやってアンドレセンに赤あか恥はじをかかせるか、それだけを考えていた。

　やがて彼も、席を立つ。

「どこへ、中佐？」

「人工知能ブロックですよ。艦長」

「また微び調ちよう整せいか？」

「ええ、あのクロマニヨン人とやる前に、『信濃しなの』の調子を完全にしておきたいのでね」

　ヒラガーは無ぶ愛あい想そうに言って、ほとんど彼専用の直通エレベーターに乗る。

　ブリッジの真下、１００メートル以上も降りたところに、『信濃』の頭脳、人工知能ブロックはある。ほぼ直方体の形をしたそれは、幅はば85メートル、奥おく行ゆき１３０メートル、高さ28メートルにも及およぶ巨大な空間だ。厳げん重じゆうにガードされ、責任者であるヒラガー技ぎ術じゆつ中佐をはじめとして、惑星連合宇宙軍でも、ほんのひとにぎりのＶＩＰしか、立ち入ることを許されない。もしむやみに入ろうとすれば、何重にも張はり巡めぐらされた自動防ぼう禦ぎよシステムの餌え食じきとなるだけのことだ。設計者の性格をモロ反映したそれは、うっかり近づいてくるゴキブリどもを料理したくてうずうずしている。大おお袈げ裟さすぎるとアンドレセン大佐などが言うだけあって、そのシステムは、完全武ぶ装そうしたラアルゴン陸りく戦せん隊たいが一個連隊ほど押おし寄せてきてもビクともしないのである。

　ヒラガーはエレベーターの中で、備そなえ付つけの防寒ジャケットを出して着た。人工知能ブロックの中は、集積回路の作さ動どうを万全に保つため、常に摂せつ氏し７度に調整されているのだ。もちろん禁きん煙えんであることは言うまでもないが、ヒラガーはもともと、酒も煙草たばこもやらない。

　人工知能ブロックの入り口で、ヒラガーは自分で作った検けん問もん装そう置ちにチェックされた。

　指紋しもん、掌しよう紋、声紋、瞳どう孔こう反射、血液型から染せん色しよく体たいまで調べられる。もっとも、台の上に手を乗せたり、耳たぶを切られたりという面めん倒どうな手続きは一切必要ない。すべて機械が、一いつ瞬しゆんの間に走査スキヤンしてしまう。

「トオル・ジョーニアス・ヒラガー技術中佐であると確認されました」

　無機質な、機械の声が言った。「どうぞお入りください」

　さらに三重のロックされたドアをくぐり、ヒラガーは人工知能ブロックの中に足を踏ふみ入れた。いつもながらここへ来ると、心が安らぐ。

　人工知能ブロックの中は、ちょっと目には巨大な、図書館の書庫のようにも見える。目が暗さに慣れてくると、天てん井じようまである本ほん棚だなと見えたそれらが、超集積回路の基き盤ばんであることがわかる。それが奥までくまなく、ズラリと並んでいる様さまは壮そう観かんだった。

　それぞれの棚の、それぞれのスロットに埋うめ込こまれた無数のプリント基盤が、一枚当たり数百ギガバイトという容量をもつメモリーや、ＲＡＭボードなのである。さらに将来の改造に備えて、増設する余よ裕ゆうもたっぷりと残っている。

　静かだ。

　静せい寂じやくだけが支配する人工知能ブロックだがしかし、確かに『信濃』は息づいている。ヒラガーにはわかる。敵艦隊をいかに効こう率りつよく破は壊かいするかという悪あく魔まの計算が、ここでなされるのだ。

　通路を抜ぬけたさらに奥が、プログラミングルームになっていた。事実上、ヒラガー中佐の個こ室しつである。

　彼はさらに数百か所の、厳げん重じゆうなるチェックを受けた。

「どうぞ、中佐」

　なぜかコンピューターの声は、甘あまったるい女性の声になっていた。

　今、銀河で売り出し中の新人アイドル、シズカ・マリナーの声だった。

　ヒラガーは彼女のファンである。

　彼はキーボードの前に座った。

「今日はなに？　中佐」

　シズカ・マリナーの声が訊きいてきた。

「プログラミングを、一部書き換かえたいんだ。『信濃』をもっと、強くしたいからね」

「わかったわ」

　ディスプレイが点てん灯とうした。「じゃあ書き換え用のキーワードを言ってね。キーワードは、ヒ・ミ・ツ」

「オーケー」

　ヒラガーは眼鏡めがねの奥で目を細めて笑い、キーワードを言った。

「チェックメイトキングⅡツー、こちらホワイトロック。カービー、リトルジョンを援えん護ごしろ！」

　ディスプレイが一転、赤から鮮あざやかなグリーンに変わる。

「キーワードは確認されたわ。じゃあ、あなたの気のすむまま、自由に書き換えてね」

　シズカ・マリナーの声は、悪戯いたずらっぽく笑うように言った。

　これらのプログラミングを27歳のヒラガー中佐が一人でプログラミングしているところを想像すると、正直なところ作者もあまりぞっとしないのだが、ともかくプロテクトとしては完かん璧ぺきだろう。

　ヒラガーの指先が、キーボードの上を走り始めた。こうなると彼は文字通り、寝しん食しよくも忘れる。

　眼鏡の奥で彼の顔は、恍こう惚こつとしていた。














第二章　妻をめとらば……









　紋もん付つき羽は織おり袴はかまの新しん郎ろうは26歳。惑わく星せい連合宇宙軍では最年少の提てい督とくだ。

　純じゆん白ぱくの打うち掛かけに高たか島しま田だ、角つの隠かくしを身に纏まとった新しん婦ぷは24歳。連合宇宙軍随ずい一いちの美女との誉ほまれ高い才さい媛えんである。

「雛ひな人にん形ぎようみたいだな」

　最初にその二人を見たとき、マコト・ヤマモト准じゆん将しようは思わずつぶやいた。

「どういう意味ですか？」

　隣となりにいたキョンファ・キム大たい尉いが、首をかしげてヤマモトの顔を見た。

「もちろん、お似合いのカップルという意味さ」

　ヤマモトに悪気はない。心のどこかでは、あの新郎にこの新婦はもったいないという気持ちが、根強く残ってはいたとしても、だ。

　そういう意味では、列席者の大半は、ヤマモトと同意見だろう。

「綺き麗れいですわ、ユリコさん」

　しみじみと、キム大尉が言った。普ふ段だんはどんな男も鼻にもひっかけない、この美び貌ぼうのキヤリア・ウーマンも、今日だけは花はな嫁よめ姿がまぶしくてしょうがないらしい。

　その気持ちはヤマモトにもわかる。彼は新郎に嫉しつ妬としていた。

　婚こん約やくを発表した時点で宇宙軍では少なくとも５人の男が自殺し、数十人が自ら前線行きを志願したという、いわくつきのカップルである。

　新郎は、宇宙一の果か報ほう者ものだった。

　彼の能力を評価する者も、そうでない者も、等しくそれだけは認めざるを得ない。

　おまけに新郎は、つい三日前、辞じ令れいを受けて昇しよう進しんしていた。

　ジャスティ・ウエキ・タイラー中将である。

　両手に花とは、こういうことを言うのだろう。

　士官学校も出ていないのに、こんなスピード出世を遂とげた者は惑星連合宇宙軍、百五十年の歴史にも類るいを見ない。もっとも実績のほうも、ズバ抜ぬけてはいた。

　強大なラアルゴン帝てい国こくとの闘たたかいに、惑星連合がどうにか優勢を保ちつつあるのも、ほとんど彼一人の功こう績せきと言っても過言ではない。

　おまけに彼は、当のラアルゴン帝国の皇こう帝てい陛へい下かとも、オトモダチなのである。

　タイラーのことを快こころよく思わない宇宙軍首しゆ脳のう陣じんも、それだけは認めないわけにはいかない。

　そしてまた、民間人や兵士たちの人気も絶大だった。

　どういうわけかタイラー、軍の中では頂ちよう点てんと底辺に、支持層が集中している。ざっくばらんで、あけすけな性格のせいもあるのだろう。マスコミの受けも悪くない。

　現に披ひ露ろう宴えんの会場には、招待客に混じって、立体テレビのカメラマンやディレクターの姿も見える。

　地球はニュートーキョー、明治神宮前にある結けつ婚こん式場『銀ぎん影えい殿でん』、鳳おおとりの間ま。

　客がまた、豪ごう華かだった。

　仲なこ人うどは、もちろんタイラーのよき理解者である惑星連合宇宙軍最高司令長官・アドリアン・アンダーソン元げん帥すい夫ふ妻さい。

　上かみ座ざのほうで憮ぶ然ぜんとしているのは、参さん謀ぼう総そう長ちようで、アンチ・タイラー派は閥ばつの大おお御ご所しよで、にもかかわらず飛ぶ鳥落とす勢いのタイラーにさんざん煮にえ湯ゆを飲のまされ、とうとう階級でも並ならばれてしまった〝かわいそうな〟ススム・フジ中将。

　彼はそれでも立場上、内心苦にが々にがしくは思いながら、笑顔だけは見せている。

　その笑いはしかし、ひきつっていた。

　もしタイラーのかつての直ちよく属ぞくの上司、ミフネが生きていたら、同じようにひきつった表情で、この場に席を連ねていたろう。

　もちろん、心からタイラーを祝しゆく福ふくしているゲストも、少なくはない。

　いい例が、末まつ席せき近くに並んで座っている、双ふた子ごの美人姉妹だ。

　かつてタイラーが宇宙軍残務処理課年金係の一兵へい卒そつから、一いつ足そく飛とびに少しよう尉いに栄達を遂とげる、その糸口となった、ロベルト・Ｊ・ハナー提てい督とくの、二人の娘むすめである。

　名をユーミ・ハナーと、エィミィ・ハナーという。二人とも17歳だった。

　美人で、しかも双子だから、いやでも目立つ。

　そう言えばさっきから立体テレビ局のカメラは、ハナー姉妹と新婦のユリコ、それにキム中尉ばかりを、順番に写している。

　ときおり、思い出したように、新郎であるタイラーにもカメラが行く程度だ。

　披ひ露ろう宴えんの前、式場のロビーでハナー姉妹を見かけたタイラーは驚おどろいた。

　二人に会うのは、それこそ２年ぶりくらいだったからだ。

　もちろんタイラーは二人の顔を忘れてはいない。ハナー提督のアパートにせっせと通ったのも、その頃ころはただ純じゆん粋すいに二人が目当てだったからだ。

「ユーミ！　エィミィ！」

　タイラーは思わず二人に声をかけていた。

　二人のほうでも、もちろんタイラーのことを覚えていた。

「タイラーさん、この度たびはまことにおめでとうございます」

　ハナー・シスターズが言った。双子なので完かん璧ぺきに声がハモっている。

「二人とも、またいちだんと、別べつ嬪ぴんさんになったなあ」

　タイラーが二人の顔を交こう互ごに見ながら言った。お世せ辞じではない。

　ユーミは左目の下に泣なき黒子ぼくろ、エィミィのほうは下した顎あごのやや右寄りに小さな黒子、黒子の位置を別にすれば、二人の顔はまったく区別がつかない。

「ところで、ハナー提督はお元気ですか？」

　何気なく、タイラーが訊きいた。

「父は……」

　ハモったまま、二人の声が沈しずんだ。「去年亡なくなりました」

「えっ！」

　さすがにタイラー、これには驚おどろいた。

「本当かい」

「ええ……」

　二人の両目に、じわっと涙なみだが溢あふれた。

　姉妹から聞かされた、ハナー提督の最さい期ごは悲ひ惨さんだった。

　病やまいに冒おかされたハナー提督は、ある雪の降る夜、布ふ団とんを抜け出して街まちにさまよい出た。そうして児じ童どう公こう園えんのブランコに腰こしかけたまま、翌朝凍とう死し体たいで発見されたという。

　死に顔は、安らかだった。おそらくは自分の死期を、悟さとっていたのだろう。

　享きよう年ねん69歳。宇宙軍に尽くした男の最期としたら、余りにも報むくわれることのない一生だった。

　傍そばで姉妹の話を聞いていたヤマモトなどは、感きわまって、肩で号泣している。

「そうか、それは気の毒なことをしたなあ……」

　タイラーはうなだれたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

「さ、それは置いといて、今日はめでたい結けつ婚こん式しきだ。死んだ人のことは忘れて、ブワ～ッと行こう！　ブワ～ッと！」

　ハナー提てい督とくも浮うかばれまい。

「ところでキミタチ、今は何してるの？」

「はい」

　ユーミが顔を上げた。「あたしたち、亡ち父ちの遺志を継ついで、宇宙軍に入隊しました」

　これは驚おどろきだった。

「幸さいわいにも、パイロットとしての適性があったらしくて、この度晴れて訓練課程を修しゆう了りようしました」

　エィミィが言った。

「それはすごい」

　タイラーは目を輝かせた。「パイロット部門は、特に人材不足で、どこの艦かん隊たいでも奪うばい合いなんだ。きっとひっぱりダコだョ」

「ええ、でもあたしたち」

　再び声をハモらせて、姉妹は言った。「お世話になったタイラー提てい督とくの下もとで、恩返しがしたいんです。それが父の遺ゆい言ごんでしたから」

「カ～ッ！　嬉うれしいこと言っちゃってくれるねえ」

　タイラーの細い目が、ますます細くなる。

「よしわかった。二人まとめて、めんどうみよう！」

　調子のいいことこの上もないが、タイラーの言葉には噓うそはなかった。

　この式のあと、ユーミ・ハナー二飛ひ曹そうとエィミィ・ハナー二飛曹は、正式にタイラーの指揮下の飛行部隊に配はい属ぞくされたのだ。しかもタイラーは、世話になったハナー提督の二人の遺い児じのために、空戦では最高の教官をつけてやったのだ。誰あろうコジロー・サカイ大尉とタケオ・シラギク中尉である。

　これでタイラー、なかなか義理固いところもある。







　新しん婚こん旅行は、一風変わったものになった。

　新郎タイラーが自ら操そう縦じゆうするソーラー・ディンギーによる、太陽系一周旅行なのである。

　ソーラー・ディンギーというのは小型の宇宙ヨットの一種で、太陽風を帆ほに受けて進む。タイラーは学生時代に、女の子にモテたい一心で、これの免めん許きよを取得していた。

　タイラーの操縦では危険だということもあって、ヤマモトをはじめとする何人かは、このプランに猛もう烈れつに反対したのだが、当の新しん婦ぷのユリコがたっての希望とあっては、それ以上反対する理由もない。

　しぶしぶ、本当にしぶしぶ、ヤマモトは同意したのだった。

「あなたはどうなってもいいけど、奥おくさんにもしものことがあったら、承知しませんからね」

　なかば冗じよう談だん、なかば本気で、ヤマモトはそう言った。

　ハヤマのスペース・マリーナで、新婚旅行の出発式は行われた。

　いつものように酒の臭においをぷんぷんさせたドクター・ヒデサブロー・キタグチが、

「新郎新婦の銘めいにより、この船を『まっぷたつの子し爵しやく』号と命名する」

　と叫さけぶなり、手にした一いつ升しよう瓶びんをディンギーの舳へさきに叩たたきつけた。

「ああ、もったいねぇ……」

　と、手についた灘なだの生き一いつ本ぽんをペロペロとなめる。

　超ちよう略りやく式しきの進水式は、それで終しゆう了りようした。

　新郎新婦を乗せた宇宙ヨットは、ロケットモーターで大たい気き圏けん外にまで打ち出される。艫ともには、空あき缶かんとリボンが結ばれていた。

「ユリコさんバンザーイ！　バンザーイ！」

「ついでにタイラー提てい督とくバンザーイ！」

「行ってらっしゃい！」

　ヤマモト准じゆん将しよう、カトリ中佐ら、旧きゆう『阿あ蘇そ』のクルーが見送る中、『まっぷたつの子し爵しやく』号は、噴ふん煙えんをなびかせて洋上を離り陸りくして行った。

「ああ、行った行った」

　ソーラー・ディンギーが見えなくなってしまうと、ドクター・キタグチはせいせいしたかのように言った。「さ、主しゆ賓ひんが消えたところで、みんなでゆっくりと飲のみ直そうか」

「悪くないですね」

　ハロルド・カトリ中佐が言った。「熱燗あつかんで一いつ杯ぱい、つまみは烏い賊かの塩しお辛からなんて、たまりませんよね」

　この美び形けいの青年将校は、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外見とは裏うら腹はらに、中味は生きつ粋すいの日本人なのである。噓うそかまことかは知らないが、彼の実家の床とこの間まには名刀虎こ徹てつが飾かざられ、家の中には橋までかかっているという。

「提督が新婚旅行から帰って来る頃には、我々の新しい配はい属ぞくも決まっているだろうからな……」

　ヤマモトが心なしかしんみりと言う。

「みんな、バラバラになりますね」

　キム大尉まで珍めずらしく、感かん傷しよう的になっている。

　中将にまで昇しよう進しんしたタイラーが、銀河外周方面艦かん隊たいの司令官に任命されることは、ほぼ内定していた。かつてタイラーの上司だった故こ・セッシュウ・ミフネ中将（死後大将）のポストである。そのことを当のミフネが、草くさ葉ばの陰かげでどう思っているかは別にして、辞じ令れいを受けたときのタイラーの台詞せりふが、またふるっている。

「やっと中将か」

　まさに断だん腸ちようの想おもいで、彼にしぶしぶながら辞令を渡したフジ中将の、その瞬しゆん間かんの顔こそ見ものだった。

「べ、別に受け取らなくてもいいのだよ。タイラー中将」

　おとな気げないとは思ったが、フジ中将はそう言わずにはおれなかった。

「あっ、そう」

　気のない調子で、タイラーは言った。「くれるものなら、もらっておこう。本当はまた、二階級特とく進しんっていうのがカッコよくていいと思ったんだが……」

　それからタイラーは、やおらフジ中将の肩を叩たたいて、

「ヤッ、フジくん。これで僕とキミとは、同タ格メになったねぇ、ゴクローサン！」

　タイラーを毛け嫌ぎらいする、フジ中将の気持ちもわかる。

　それはともかく、今までずっとタイラーの直接の指揮下にあった旧『阿蘇』のクルー、気心の知れた部下たちも、それぞれ配置換がえになるのはいたしかたのないこととはいえ、一いち抹まつの寂さびしさはある。

　戦争中である。宇宙の果てと果てとに別れ、これが今こん生じようの別れとなる者もいよう。

　まずヤマモトは、准将の辞令を受けて、連合艦隊の参さん謀ぼう本部付けとなることが決定していた。

　キタグチは、十年間の艦隊勤務を終えて地球の軍医総そう監かん府ふに召しよう喚かんされた。これは栄転も栄転、一いつ般ぱん企き業ぎようなら地方の支店長から本社の部長クラスに抜ばつ擢てきされたようなものだ。しかし当のキタグチはあまり嬉うれしそうではない。

　なにしろ連合宇宙軍のお膝ひざ元もとである。これからは好きな酒も、勤務中にはおおっぴらには飲のめないとこぼしていた。

　キョンファ・キム大尉は艦隊通信士として抜ばつ群ぐんの腕うでを買われて、連合艦隊主力第一艦隊の戦艦『出で羽わ』のオペレーターに転属。グエン・ホー・ミン中尉も同じ艦隊の巡じゆん洋よう艦かん『白はく馬ば』勤務となるらしい。

　サカイ大尉とシラギク中尉は、タイラーの銀河外周艦隊に残る。最前線には腕のいいベテランパイロットが一人でも多く必要だ。

　いまだに配属が決まっていないのは、ひとりカトリ中佐くらいのものである。

　たぶん、大佐に昇しよう進しんして、巡洋艦クラスの艦長に任命されるだろうと、おおかたは思っているが、本人はやはり中佐のままでもいいから、タイラーの下で働きたいと思っている。

　けっこうみんな、なんだかんだ言いながらタイラーの人ひと柄がらに惹ひかれていたのである。

　今度のことで、初めてそれに気づいた者も少なくはない。

　中でも、タイラーの行く末を人一倍案じているのは、ヤマモトだろう。今までは自分という優秀な副官が参謀としてついていたからいいが、これからは別々である。彼に対して適切な助言ができる人間が、そう何人もいるとは思えない。

　タイラーが羽は目めを外して、宇宙軍の上層部から睨にらまれはしないかと、心配だ。いや、もしかしたらフジ中将らに代表される、アンチ・タイラー派はの狙ねらいはそこにあるのかも……。

　そう思うと、いても立ってもいられないヤマモトなのである。

　例によってタイラーは、そんなヤマモトの取とり越こし苦労など知るはずもなく、かえってサバサバした表情で、

「イヤ～、ヤマモトくん。キミも出世したまえ！」

　とかなんとか言っているが、親の心子知らずとはこのことだろう。ヤマモトは正直言って歯は痒がゆい。

　となれば、少しでも自分の後任になれるような人物を、ヤマモトは見つけ出さねばならなかった。さしあたり、タイラーの配下に残る人物で、彼がいちばん信しん頼らいできる男といったら、ハイフェッツ提てい督とくしかいない。

　イツァーク・ハイフェッツ准じゆん将しようは、先のカノープス合戦のおり、タイラーを補ほ佐さした老将である。その艦かん隊たい機き動どう、そしてこれは極ごく秘ひだが、過去の地球にタイムスリップしたタイラーやヤマモトたちを救出した手て際ぎわがみごとであったので、その功こう績せきにより少将に昇進を遂とげていた。

　ヤマモトは惑わく星せいブルネイの銀河外周方面艦隊司令部内にある宿舎まで、わざわざハイフェッツを訪たずね、タイラーのことを彼に委い託たくした。

「どうかくれぐれも、タイラー提てい督とくのことをよろしくお願いします」

「まあまあ、若い者がそう軽々しく、老人に頭を下げるものではないよ」

　謹きん厳げん実じつ直ちよくを絵に描かいたような老提督は、枯かれた調子でヤマモトに席を勧すすめた。さすがに還かん暦れきが近くなってくると、人間の練ねれようが違う。

「儂わしも、あの小こ僧ぞうには君と同じような気持ちを持っている。じゃが、どっこいあの大将、おっとまだ中将だったな……とにかくあの漢おとこ、まわりでコセコセ心配するほど、スケールは小さくないぞ」

「はあ……。でも、傍はたで見ていると危あぶなっかしくて……」

　つい、本ほん音ねが出た。

「儂もじゃ。しかしそれこそ取とり越こし苦労というものじゃて。あの小僧のものさしは、文字通り儂ら凡ぼん人じんとは、スケールが違う。天才ではないが、いわば超ちよう凡人じゃよ」

「超凡人」

「そう、超凡人」

　自分で言ってハイフェッツ提督、この言い回しは気に入ったらしい。「ま、どんなピンチもスイスイと切り抜けるだろうさ。もっとも本人はピンチとも思わんだろうが……。儂らは見守るだけでいい」

「では、我われ々われの心配は、無む駄だですか？」

「いや、そうは思わん」

　ハイフェッツはまじまじと、ヤマモトを見た。

「あの男はいわば、でっかいザルだ。穴あなだらけだが一度にすくえるものはでかい。あとはその穴を、どうやって塞ふさいでやるかじゃよ。君はバケツだな、ヤマモト提督」

「はあ……」

「なに、悪口ではないぞ。水も漏もらさんという意味じゃよ。ただし少々、スケールは小さいがな」

「はあ……、では少将閣かつ下かは？」

「儂か、儂は……そう、ビニールじゃよ」

「ビニール？」

「そう。ほれ、穴だらけのザルでも、ビニールシートで目張りをしてやれば使えるじゃろうが」

「な、なるほど」

　わかったような、わからないような……。

「とにかく、そう心配せずに、あとのことは儂らに任せておきたまえ、微び々びたるものだが、儂にできる限りのことはしよう」

「あ、ありがとうございます」

「ヤマモトくん」

「は？」

「あの男は、いい部下を持ったな」







　一方、そんなヤマモトの思おも惑わくなど夢ゆめにも知らぬタイラー。こちらはのんびりと、宇宙ヨットによる太陽系一周旅行の真っ最中である。

　ヨットの中には、３週間ぶんの生活必ひつ需じゆ品ひんが揃そろっていた。

　Ｔシャツの上からヨットパーカーを着たタイラーはベッドに腰こし掛かけ、得意のギターをかき嗚らしつつ、歌を口ずさんでいる。

　ユリコ夫人へのラブソングかと思いきや、これがさにあらず、例によって自作の、お調子ソングなのである。





水星じゃ　スイスイスイ

金星では　キンキラキン

地球じゃ　調子よく出世して

火星じゃ　加勢に攻めまくり

気がつきゃ　今では提督さんョ

木星モリモリ　力をためて

土星じゃ　ドバ～ッと　大暴れ

天てん王のう星せいでは、テンテコ舞まいさ

海かい王おう星でも　快調そのもの

冥めい王おう星なら　名人芸







水金地火木土天海冥

水金地火木土天海冥

こいつが俺おいらの　太陽系






　ユリコ・タイラー夫人、旧きゆう姓せいスター中尉は、うっとりしながらその歌を聴きいていたが、やにわに背中からタイラーに目め隠かくしした。

「つかまえた」

　愛くるしい笑顔で、ユリコは言った。

「なんだい？」

　タイラー、少しも慌あわてない。口もとがにやけっぱなしである。

「やっとつかまえたわ。気まぐれな人……」

　心なしか、ユリコの瞳ひとみが潤うるんでいる。

　亜あ麻ま色いろの長い髪かみが、タイラーの頰ほおに触ふれた。

「あなたの心は、ひとときもじっとしてはいられないのね。宇宙の果てに行っちゃったり、明治時代に行って私の心をやきもきさせたり……。でも、もう逃にがさない」

　ふたつの乳ち房ぶさの豊満なぬくもりが、タイラーの背中にも伝わってきた。

「もう、離はなれないさ」

　タイラーは心にもないことを言う。しかし、噓うそをついているという罪ざい悪あく感はみじんもない。「もう、どこへも行かない。きみの側そばが、いちばんいい」

「信じるわ」

　ユリコは言った。「今だけは……」

　不意に警告ランプが不ぶ粋すいな音をたて、二人だけの甘あまい夢ゆめをぶちこわす。

「船が接近してるんだ」

　タイラーが言った。

　火星から地球を結ぶ宙ちゆう域いきである。太陽系のこのあたりは、宇宙船銀座と言われるほど、船せん舶ぱくの出入りが激はげしい。

「正面から」

　さすがにユリコも軍人である。モニターのスイッチを反射的に入れていた。

　そして二人は、ほとんど同時に、小さな悲鳴を漏もらした。

「なんてでかい艦ふねだ！」

　タイラーが今までに見た、いちばん大きい宇宙船は、ラアルゴンのメルバ級砲ほう撃げき艦かんだが、いまソーラー・ディンギーのちっぽけなモニターに映っている艦は、それよりもはるかに大きい。距きよ離り測定器が間ま違ちがっていなければ、全長１３００メートルはあるだろう。

　このまま行けば、間違いなくぶつかる。そしてそうなれば、木の葉のようなソーラー・ディンギーの運命は、火を見るよりも明らかだ。破片が残れば、まだいいほうだろう。

「よけて！」

　ユリコが叫さけんだ。

　だがタイラーは、悠ゆう然ぜんとしていた。

「航路の優先権は、こちらにある」

「そんなこと言ったって、ぶつかっちゃったらこっちは一巻の終わりじゃないのよ」

「何と言われようとも、こっちからよけるつもりはないね」

　巨大戦艦はその間にもぐんぐん接近している。もうその姿は、モニターからはみ出してしまった。わざわざそんなものを使わなくとも、肉眼ではっきりと見える。

「惑星連合艦隊の軍艦よ！」

　タイラーにすがりながら、ユリコが悲鳴にも近い声を上げた。

「なら、話は早い」

　タイラーの手が、無線機を取り上げた。宇宙軍の公用周波数に合わせる。

「スターボー！」

　タイラーは叫んだ。これはヨット同士で、航路優先権は右舷スタボードを見せているこちらにあるという警告の合あい図ずだった。しかし相手はヨットではない。巨大戦艦だ。

「どけい！　戦艦うすのろ」

「もうだめ！」

　ユリコが眼を閉じた。

『まっぷたつの子し爵しやく』号は、すんでのところでまっぷたつになるところであった。からくも衝しよう突とつだけは回かい避ひされたが、巨大戦せん艦かんの重力推すい進しんエンジンの余波を受けて、小さな船体は大おお揺ゆれに揺れる。

『どういうつもりだ？　民間船』

　不意にモニター用の画像が切り換かわった。白しら髭ひげをたくわえた、堂々たる容姿の軍人がスクリーンの中でふんぞり返っている。おそらく強制的にモニター回路にアクセスしてきたのだろう。軍艦の大出力通信機ならそういう芸当もできる。男はパイプをくわえ、少将の階級章をつけていた。

『処しよ女じよ航こう海かいだというのに、この艦ふねを前科者にするつもりか！　艦の人工知能が危険を察して衝突回避装置を働かせたからいいようなものの、そうでなければ今いま頃ごろは……』

「航路優先権はこちらにあった」

　タイラーは譲ゆずらない。「それに、ひどい職務怠たい慢まんだ。前方警戒を怠おこたっていたと査さ問もん委員会にかけられても、文句は言えないな、少将」

『民間船せん舶ぱく同士の航こう法ほうルールは、この艦には適てき応おうされない』

　その男、フェルナンデス少将は高たか飛び車しやに言った。外面だけなら実に堂々としたものだ。少なくとも外見だけなら、立りつ派ぱな軍人に見える。見てくれだけでこの艦ふねの艦かん長ちように選ばれたのではないかと、勘かんぐりたくなるほどだ。そして事実、その勘ぐりはほぼ的てき中ちゆうしていた。

『だいたい航路優先権がそちらにあるとは言っても、この艦とそのヨットと、どちらがよけたほうがエネルギー力りき学がく的にロスが少ないか、わかりそうなものだ』

　高級軍人が民間人を相手取るときの、典てん型けい的な傲ごう慢まんさで、フェルナンデス少将は言った。

「なっとらん！」

　タイラーは憤ふん慨がいして言った。「認識番号ならびに所しよ属ぞく、艦名、及および貴き様さまの官かん姓せい名めいを言え！　この旅行から帰ったら軍ぐん法ぽう会議にかけてやる！」

『黙だまれ民間人！』

　さすがにフェルナンデス少将も頭に来たものと見える。

『最近は貴様のように、無む体たいに軍を脅きよう迫はくする輩やからが多くて困る。誰が航こう路ろの安全を、守ってやっていると思っているんだ？』

「俺だ！」

　タイラーは叫さけんだ。

「銀河外周方面艦隊司令、ジャスティ・ウエキ・タイラー中将だ。無礼だぞ、少将」

『な、なにっ！』

　直じき参さん旗はた本もとが将軍を見るときの目つきで、フェルナンデス少将は叫んだ。艦長席から30センチばかり飛び上がったらしく、モニターから一瞬顔が見えなくなる。

　緊きん張ちようしていたユリコが、ようやくクスッと笑った。

『で……では貴様があの……、あ、これは失礼いたしましたっッ！　中将殿！』

　敬礼の仕方が間違っている。よほど動転したのだろう。

　しかし無理もない。モニターに映った、若い美人連れのヨットパーカーの青年を、誰が惑星連合艦隊の提てい督とくと思うだろう。どう見ても金持ちのドラ息子むすこがヨット遊びをしているようにしか見えない。妙みように傲慢な態度の若わか僧ぞうを見て、フェルナンデス艦長がお灸きゆうを据すえてやろうとした気持ちも、わからぬではない。

「官、姓名！」

　容よう赦しやなく、タイラーは追おい討うちをかける。

『はッ！　自分はエンリコ・フェルナンデス少将、このＮＣＣ―Ｘ１の艦かん長ちようであります。なにぶんにもこの『信濃しなの』は、まだテスト中でありまして……』

「まぁ、これが……」

　ユリコが眼を輝かせた。「あなた、これが噂うわさの頭脳戦艦よ」

「それにしては、頭が悪い」

　ヒラガー中佐が聞いていたら怒いかりで顔が紫むらさき色いろになるような台詞せりふを、タイラーは吐いた。

「それとも艦長が無能か？」

　モニターには映っていないが、握にぎり締しめたフェルナンデス艦長の拳こぶしは、小きざみに震ふるえている。

　自分の息子のような齢としの若僧に、しかも初対面の相手に、ここまで言われてはいくらプライドのないフェルナンデスでも怒る。彼がアンチ・タイラー派はにその名を連ねるであろうことは、まず疑いない。

「ねえジャスティ、もう勘かん弁べんしてあげたら？」

　見かねてユリコが言った。

　タイラー、とたんにニヤけた顔になって、

「うんわかったよ」

　そして、フェルナンデスに対しては威い厳げんを取とり繕つくろい、

「今回だけは大めに見てやろう。報告はやめにする。以後気をつけるよーに」

　去って行くヨットを、フェルナンデス艦長は腸はらわたの煮にえくり返る想おもいで見送る。

「おのれ若僧！　無能はどっちだ！　上官の受けだけで出世したような幇間たいこもちが！」

「なかなか、骨のある若僧ですな」

　いつの間にか、〝赤毛のエイリーク〟ことアンドレセン大佐が艦長の背後に立っている。

「冷れい凍とう睡すい眠みんカプセルではなかったのか？　副長」

「そういつまでも、寝ねてはいられませんよ」

　アンドレセンは髭ひげをなでた。「そろそろ地球の通つう信しん圏けんに入るので、昔むかしの仲間に連れん絡らくを取っていました。この『信濃』をスクラップに変えるためのね」

「まさか、海かい賊ぞく時代の仲間ではなかろうな」

「近いですよ。まともなメンツじゃ、とてもこの化ばけ物ものには勝てないでしょうからね」

「慎しん重ちようだな」

「豪ごう語ごした以上はね」

　彼も蛮ばん勇ゆうだけの男ではないようだ。

「あの小こ生なま意い気きな若僧を見たか、アンドレセン」

「一部始終を見させてもらいましたよ。いいんじゃないですか？　もっとどうしようもない奴やつかと思っていた。宇宙一の無責任男……」

「やけに肩を持つんだな」

　面おも白しろくなさそうに、フェルナンデスは言った。

「能力はともかく、最後までこの『信濃』をよけようとしなかった。馬鹿かも知れないが、なかなか出来ることじゃない」

「ふうん……そういう見方もあるか」

「そうでなければ、ラアルゴンと戦えるものではありませんよ。もちろん勇気だけでもダメだが……。そんな勇気が、この『信濃』にもあるといいんですがね」

　赤毛のエイリークはそう言って、ソーラー・ディンギーの消えた方向を、ちらっと見やった。

「ジャスティ・ウエキ・タイラーか、あいつが心しん酔すいしただけの漢おとこではあるようだな……」














第三章　殺やるか、殺やられるか









　カトリ中佐がほろ酔よい気分でアパートの前まで帰って来てみると、思いもかけない珍ちん客きやくが彼を待っていた。

「ひさしぶりだな、ハリー」

　外灯の薄うす明あかりの中に浮うかび上がったのは、身長１９０センチに余る大男だ。

「あんたか」

　一瞬警けい戒かいしていたカトリの表情がゆるむ。

「かれこれ一年半ぶりか」

　赤毛の巨きよ漢かんは手を差し出す。カトリは笑顔で応じた。

「何度コールしても出ないので、直接来てしまった。いい加か減げんに留る守す番ばん電話ぐらい買え」

　顔中を髭ひげだらけにして、赤毛のエイリークことカール・ビョルン・アンドレセン大佐は言った。

「入れてもいいんだが、航こう海かいで留守の間、女の子からのコールでたちまち留守電もパンクしてしまうんでね。わずらわしいから買わないだけさ」

「相変わらずだな。色いろ事ごと師しカトリ」

「あんたにそう言われるのもひさしぶりだ」

　カトリは苦にが笑わらいした。「ところで、こんなところまで何しに来た。まさか俺おれの顔が見たくなったなんて言うなよ」

「言って欲ほしいか？」

　アンドレセンはニコリともせずに言った。

「まさか……」

　カトリは苦く笑しようしながら電子ロックを開けた。

「入れよ。立ち話もなんだ」

「ここでいい。ダブルベッドの他ほかには、なにもないのはわかっているからな」

　この男は表情ひとつ変えずに冗じよう談だんを言う。

「あんたのその図ずう体たいじゃ、近所迷めい惑わくなのさ。さ、入った入った」

　カトリはアンドレセンを押おし込こむようにして、アパートの中に入った。

　大佐の冗談は、あながち噓うそでもない。

「船ふな乗のりの部へ屋やだ」

　ほとんど調度と呼べるもののない部屋を見回しながら、赤毛のエイリークは満足そうにうなずいた。「これを見て安心した。まだまだお前の腕うでは衰おとろえちゃいないらしい」

「早く本題に入れ、能のう書がきが多いのはあんたらしくない」

「お前の力を貸かして欲しい。操そう舵だ手しゆとしての腕をな」

「どうやらでかい戦せん闘とうがあるらしいな」

　カトリはインスタントコーヒーを、かつての上官に勧すすめながら言った。

「ま、そんなとこだ。厳げん密みつには相手は味方だがな……。俺たち優秀な船乗りがこの先、閑かん職しよくに追いやられないためにも、どうしても勝たねばならん闘たたかいだ」

「あんたらしい……」

　カトリは自分で淹いれたブラックコーヒーをすすった。まずい。

「どうだ、力を貸してはくれないか。また昔みたいに、ガンガンやろう」

「俺もそうしたいが……」

「一いつ緒しよにやれない理由があるのか？」

「今の俺は、タイラー提てい督とくの部下だ」

「そう来ると思ったぜ」

　赤あか髭ひげの中に白い歯が見えた。「なあハリー、そこまでして義ぎ理り立だてする必要があるのか？　あの男に」

「あの人のよさは、同じ艦ふねに乗って、供ともに闘ってみなければわからん」

「買ってるな」

「惚ほれたよ」

　カトリは臆おく面めんもなく言った。「あんたも一緒に闘ってみればわかる」

「お前がそう言うのなら本物だろうさ」

　アンドレセンの苦笑い。

「お前ほどの奴やつにそこまで慕したわれるとは、幸福な男だぜ」

「あんただってそうだ。カール」

　カトリは言った。「あんたと一緒にやった３年間を、俺は今でも忘れちゃいない。ただ、タイラー閣かつ下かとの１年間は、それにも勝まさる。それだけのことさ」

「ふむ。それじゃあ、その３年間のよしみで、一回だけ、つきあってくれ」

「本当に、一回だけか？」

「安心しろ、俺はそこまで嫉しつ妬と深ぶかくはない。それに、お前は断ことわれない」

　アンドレセンは持っていた書類をカトリに見せた。「悪いと思ったが、お前の新しい配属先を調べさせてもらったぜ」

「門外不出のはずだぜ」

「人事課に、従い兄と弟こがいるのさ」

「連合宇宙軍の機き密みつも、地に堕おちたものだな」

　カトリは憮ぶ然ぜんとして、言った。「あんたの従兄弟じゃ、ラアルゴンかも知れん」

「まあ怒おこるな。本当ならお前は、開発局行きだった。テスト操そう舵だ手しゆとしてな……。どうだ？　今度の実験で、俺と一回だけ組まないか？　そうすればこのままずっと、タイラー中将の部下でいられるように、手配してやる」

「偉えらくなったもんだな」

　呆あきれ顔がおでカトリは言う。「でもま、交バ換ー条タ件ーとしても魅み力りよく的だ。いささかうしろめたいがな……」

「もうひとつ、もっと正当な理由もある」

　アンドレセンは赤毛のエイリークの顔に戻もどって、

「レミンカイネン、メリカント、スヴェンセン、昔の面子メンツにも声をかけてある」

「本当か？」

　カトリの表情が、にわかに輝いた。「そいつは単純に、逢あいたいぜ」

「そう来ると思った。それから艦ふねだが……」

「まさか！」

　カトリの声が、躍おどった。「『フェンリル』に、乗れるのか？」

「ああ、特別に許可が下りた」

　アンドレセンは詰つめにかかった。「これが『フェンリル』嬢じようちゃんにとっては、最後のお勤つとめになる。終われば解体されるだろう。どうだ？　これでも断るか」

「狡ずるい奴やつだ」

　笑いながらカトリは、アンドレセンの肩を叩たたいた。「俺がどうしたって断れないように、手を回してから脅きよう迫はくしてきやがる。手て際ぎわの鮮あざやかさは昔とちっとも変わっちゃいない」

「決まり、だな」

「ああ決まりだ」

　カトリは、兜かぶとを脱ぬいだ。「あんたにはいつもしてやられる。だが、こいつが最後にしてもらいたいぜ」

　そう言いながらカトリの表情は、また騙だまされることを期待していた。







　ＮＣＣ―１２４９『フェンリル』は、宇う宙ちゆう歴れき６９４５に建造された二世代も前の『エクスキャリバー』級戦艦で、あまり旧きゆう式しきなのでここ１年は第一線を退しりぞき、練習戦艦として使用されていた。それすらも不都合を生じるほどに老ろう朽きゆう
化かが進んで来たというので解体されることが決定したわけだが、その代だい艦かんとして建造されたのが『信濃しなの』とは皮肉なものである。

　だが旧式とは言っても、それは電子装備アビオニクスとソフトウェアに限ってのことで、火力と速力は今日でもじゅうぶん通用する。要するに『フェンリル』の欠点は自動化がなされておらず、艦を運用するのに熟じゆく練れんした乗組員を数多く必要とすることにあった。二次的な欠点だが、ラアルゴンとの戦たたかいで人員が激げき減げんしている今の惑わく星せい連合艦隊にとってこれは看かん過かできぬデメリットであった。『信濃』のように極きよく端たんな自動化が図はかられた艦を、軍が欲ほしがるのも無理からぬことではある。

　今、老おいた『フェンリル』は、彼女の最後の航こう海かいに、最高のスタッフを与あたえられていた。かつて彼女とともに闘たたかい、彼女のことを何から何まで知りつくしている優秀なクルーである。〝赤毛のエイリークとその一味〟と、連合宇宙軍に旧ふるくからいるベテランの船ふな乗のりたちは、敬意を込こめて彼らのことをそう呼んでいた。

　熟練した彼らの腕うでにかかれば、『フェンリル』は最さい新しん鋭えいの『信濃』にも負けないはたらきを、するはずであった。

　演習宙域には今、５隻せきの艦ふねがいる。

『信濃』と『フェンリル』と、『フェンリル』に影かげのように付き従う２隻の海峡級ストレーツフリゲート艦『ベイリアル』と『ベーリング』、それに模も擬ぎ戦せんを観戦する、惑星連合艦隊総旗艦『尾お張わり』である。

『尾張』には、この世紀の異艦種間格闘訓練アドバーサリイを見み届とどけようと、アドリアン・アンダーソン最高司令長官を初め、ススム・フジ参さん謀ぼう総そう長ちよう、アキヒコ・ヒラカワ参謀、ケンイチ・サハラ参謀など、連合艦隊本部のお歴れき々れきが肩を並ならべていた。

　参謀本部付けに配はい属ぞくされたばかりのマコト・ヤマモト准じゆん将しようも、その一人である。

「見るからに格が違いすぎますね」

『尾張』の前を横切るように示じ威い行動を取った『信濃』と『フェンリル』とを見比べながら、ヤマモトが言った。

『フェンリル』は全長５５０メートル。戦艦としては標ひよう準じゆんサイズだが、『信濃』と比べるとまるで駆く逐ちく艦かんのようにしか見えない。いかに宇宙艦隊戦のベテラン、アンドレセン大佐が乗り込もうとも、最初からその差は歴れき然ぜんとしていた。

　ヤマモトはふと、タイラーならあの怪かい物ぶつを相手に、どんな戦いぶりを見せてくれるだろうかと、そんなことを考えていた。『信濃』を相手の実戦など、実際にはありえないことだが、もし、自分がタイラーの副官なら──、

「勝負は最初から見えているよ」

　フジ参謀総長が、そんなヤマモトの心を見み透すかしたかのように言った。「ま、アンドレセン艦長がどれほど善戦するか、ポイントはそこに尽つきる。この戦いのデータをフィードバックすれば、『信濃』はますます完かん璧ぺきになるだろう」

　そんなものかなと、ヤマモトは思った。機械相手にせいぜい戦って〝善戦〟しかできないとしたら、生きつ粋すいの船ふな乗のりであるヤマモトにとっては少々癪しやくだが、これも時代の流れというものかもしれない。

「『信濃』は量産されるのですか？」

　ヤマモトはフジ中将に訊きいてみた。

「ああ。２番艦『相模さがみ』は現在艤ぎ装そう中ちゆう、３番艦『水み戸と』と４番艦『奥おう羽う』は進水間ま近ぢか、５番艦から８番艦も、すでに起工済ずみだ」

「８隻も！」

　ヤマモトは少なからず驚おどろいた。「よく議会が承認しましたね」

「惑星連合議会の連中は、ラアルゴンの脅きよう威いに対して鈍どん感かんでありすぎた。ようやく重い腰こしを上げたということだよ」

　そう言ったのは、ヒラカワ少将である。

「それにしたところで、あの巨大な戦艦を８隻も……」

「それでも少なすぎるくらいだ」

　フジ中将が言った。「ま、もっとも２番艦以降は、電子装備アピオニクスを若干省しよう略りやくした、簡易量産タイプだがね。人工知能と呼べるほど高度な頭脳を持つのは、いまのところ『信濃』１隻だ」

「始まりますよ」

　サハラ准将が言った。「これを見み逃のがしたら、後こう悔かいしますよ」

　孤こ高こうの『信濃』と、２隻のフリゲートを従えた『フェンリル』は、演習宙域の両りよう端たんにそれぞれ陣じん取どり、配置に就ついた。

「殺やるか、殺やられるかだな……」

　提てい督とく席せきに座ったアンダーソン元げん帥すいがぽつりとつぶやき、参謀たちは固かた唾ずを呑のんでこの模も擬ぎ戦せん闘とうの行方ゆくえを見守った。







「動き出したな。でくの坊ぼうが！」

『フェンリル』のブリッジでアンドレセンは舌なめずりした。巨大な獲え物ものを前にすると、彼の軀からだの中の、先祖の血が燃もえるのだ。こんなときの彼は、連合宇宙軍のスペース・ブルーの制服よりも、角つののついたヘルメットに小実鎧キユイラスという、バイキングの衣い裳しようのほうが似に合あう。

「微び速そく前進だ、ハリー！」

「まかせとけ！」

　操そう舵だ席せきでカトリは、昔の感かん触しよくを取り戻しつつあった。赤毛のエイリークの〝手て下した〟だった頃の感触を……。

「血の通かよってねえ、機械にだけは負けるなよ！」

『フェンリル』は前方に敵を見み据すえ、ゆっくりと前進する。艦長席のアンドレセンは、微動だにしない。でんと構えたその表情は、自信たっぷりに見える。部下を信しん頼らいし、決して他人の領りよう分ぶんにまで口出ししようとはしないのが彼のいいところだった。艦長おやじがふんぞり返っていてくれたほうが、部下はやりやすいというものだ。

「３分後に射程距きよ離り」

　オペレーターの、スヴェンセン大尉が報告する。赤毛のエイリークの部下にふさわしく、立てば２メートルに迫せまる大男だ。規格通りのオペレーター席が、ひどく窮きゆう屈くつそうに見えるがどうしてどうして、ガレー船の甲かん板ぱんの上で棘とげ付つきの棍棒メイスを振ふり回す姿が様さまになるのと同じくらい、この巨きよ漢かんはオペレーションのプロなのだ。

「砲ほう術じゆつ長ちよう、準備はいいか？」

「いつでも」

　そう答えたのが『フェンリル』の砲術長・ヨハン・レミンカイネン少佐。隻せき眼がんに傷きずだらけの顔、これぞ海かい賊ぞくといったたたずまいの彼は、ラアルゴン戦艦のマストにとまった蠅はえさえも、正確に撃うち落としてみせるという評判だった。事実その通りの腕うでの持ち主で、ひとつしかない目も、敵を狙ねらうには気が散らなくていいと豪ごう語ごしてはばからない。

「フェザーも光子魚ぎよ雷らいも、久しく生きた標ひよう的てきを狙ったことがないもんで、早く血の匂においを嗅かぎたいと、駄だ々だをこねて困りまさぁ」

「もうじきだ。もうじきいやというほど嗅がせてやるぜ」

　アンドレセンは言った。「もっとも、あの『信濃しなの』に血が通っていればの話だがな」

「本当に、遠えん慮りよなくぶっ放ぱなしていいんですかい？」

　念を押おすようにレミンカイネンが訊きいた。

「構かまやしねえ。あのウドの大木には艦長とヒラガーと、二人しか乗っちゃいねえんだ。どこに命中したって、ブリッジに直ちよく撃げきでもしねえ限りは脱だつ出しゆつできるだろうさ」

　アンドレセンはそこでほくそ笑えんだ。

「ま、直撃したところで〝不幸な事じ故こ〟だ。実じつ弾だん演習じゃ、よくあることだ。あのメカフェチのオタッキーが死んだところで、悲しむ女はいねえよ」

　と、好きなことを言う。「それともあいつにも、赤い血が流れているのかな？」

「敵艦チヤーリー、戦せん闘とう機きを発進！」

　スヴェンセンが叫さけんだ。

「なに！」

　これはちょっと、予想外だった。「あのでくの坊ぼうは、艦かん載さい機きを載のせてたのか？」

「零れい式しき無む人じん迎げい撃げき戦闘機『緋ひ電でん』ですね。『信濃しなの』からリモコン操そう縦じゆうされてます」

　データを照会しながら、スヴェンセンが言った。

「リモコン戦闘機か、あいつらしい」

　アンドレセンはつぶやいた。「どうせ操縦しているのも機械だろう。面おも白しろくねえ」

「攻こう撃げきしてくる気配はありませんね。母艦の周まわりで、防ぼう禦ぎよに徹てつするようです」

「あたりまえだろう。そういう風にプログラミングされているんだからな」

　スヴェンセンの報告に、アンドレセンは面白くもなさそうに言った。

　ヒラガー中佐が、必死で書き換かえたプログラミングというのが、この無人迎撃機『緋電』による防ぼう衛えいシステムだった。

　零れい式しき（宇宙暦７０００に制式化されたので、末尾の数字を取って零式）無人迎撃戦闘機『緋電』は、艦上戦闘機というよりも、戦艦の対空機き銃じゆうに機動力を与あたえたものと考えたほうが近い。無人なので、パイロットに瞬間的にかかるＧを一切考こう慮りよせず、どんな無理な機動をかけても大だい丈じよう夫ぶというのが最大のメリットだ。また、戦闘機としての外観に捕とらわれることもなく、その姿はグロテスクだ。もっともヒラガー中佐に言わせると、機能に徹して、慣れれば美しいと感じるようになるとのことだった。

「ジェット戦闘機が最初に登場したときも、プロペラ機になじんだ人々の目には醜みにくく映った。それだけのことさ」

　というのが、中佐の言い分である。

『緋電』を美しいと感じる連中が主流になるまで、自分は長生きしたくはないなと、アンドレセンは思う。

『緋電』の武ぶ装そうは高出力高発射速度のレーザー・ファランクス・システムのみで、それ以外にはなにも載つんでいない。あとは高機動バーニアと、燃ねん料りようだけだ。使命はただひとつ、とにかく可能な限り、母艦を衛まもること。それに尽つきる。

　いざとなれば、体当たりしてでも敵機を撃げき墜ついするようにプログラミングされているが、めったなことで撃墜される代タ物マではない。

　ヒラガー中佐は、そのプログラミングには絶対の自信を持っている。

「上出来だ」

　アンドレセンは、不敵に笑った。「ハリー、第一戦速！　取り舵一杯ハード・ア・ボート」

「了解ラジヤー！　第一戦速！　取り舵一杯ハード・ア・ボート。よーそろ！」

「舵中央ミジツプ！」

「了解！　舵中央ミジツプ」

　カトリの操そう舵だにも、力が入る。

『フェンリル』が大きくコースを変え、『ベイリアル』と『ベーリング』が従う。

「人工知能の程度を調べてやるか。メリカント！　デコイを射出しろ」

「がってんでさあ！」

　副長のメリカント中佐が威い勢せいよく叫さけび、欺ぎ瞞まん用のデコイを重力カタパルトで射出する。敵が無人機を発進させたなら、こちらも囮おとり機きを飛ばしてそれに対たい抗こうというわけだ。

『フェンリル』の両りよう舷げんから３機ずつ、計６機のデコイが射うち出された。実際には全長10メートルほどの小さな円柱状の物体だが、内部には電子装そう置ちをギッシリと満まん載さいし、特とく殊しゆな電波をまき散らす。レーダーで見ると、ひとつひとつのデコイは母艦とまったく同じ反応をするのだ。

　程度の低い電子装置なら、これで完かん璧ぺきに欺あざむくことができる。敵から見ればおそらく『フェンリル』が、分身の術じゆつを使ったように見えることだろう。

　が、『信濃』の高度な電子頭脳は、そんなものにはだまされなかった。平然と、緩かん慢まんな前進を続ける。

　デコイが、チャフを散布し始めた。電波を攪かく乱らんする無数の特殊金属チップである。さらにＥＣＭ電波を放出。これで『フェンリル』は、一瞬敵のレーダーから消える。

「どうだ？」

　アンドレセンは笑った。「くそコンピューター！　発狂しやがれ」

　しかし無む駄だだった。『信濃』は確実に、『フェンリル』の動きを捕とらえている。

「そうこなくちゃ、面白くない」

　赤毛のエイリークの笑いは、しかしいくらかひきつっていた。「どうやら頭は悪くないようだな」

　距きよ離りがつまった。『信濃』はアンドレセンの姑こ息そくな攪かく乱らん戦術をあざ笑うかのように、砲ほう塔とうを正確に指向している。その周りを、無数の『緋ひ電でん』が旋せん回かいする様さまは、さながら天使の輪か、さもなくば悪あく魔まの尾しっぽといったところだ。

「全砲門、射しや撃げき用意！　すれ違う最初の一瞬が勝負だぞ」

「わかってまさあ！」

　レミンカイネンが叫さけぶ。

「主砲、光子魚雷、同時発射だ。発射したらすぐに急制動をかける。総員対ショック姿勢を取れ。Ｇにつぶされるなよ！」

　さすがに赤毛のエイリークだと、カトリは思った。なかなかできない剛ごう胆たんな作戦だ。敵は急に減げん速そくしたこちらの動きにまどわされて、一瞬狙ねらいを失うだろう。

　自分が艦長だったとしても、やはり同じ作戦を考えたに違いない。

　だが、アンドレセンの作戦には、まだ先があった。

「『ベイリアル』と『ベーリング』は、制動をかける必要はない。そのまま敵に突とつ入にゆうだ！　『信濃』の横腹をぶち破れ！」

「艦長！」

　カトリは絶句した。いや、カトリばかりではない。メリカント、スヴェンセン、レミンカイネン、みな同じ想いだろう。

　護ご衛えいのフリゲート艦を、ミサイル代りに使うとは──。

「どうした、お前ら！」

　アンドレセンは豪ごう快かいに笑った。顔中が髭ひげだらけになる。

「他ほかに、あの化ばけ物ものに勝つ方法があるか？」

「艦長！」

「艦長──！」

「アンドレセン艦長……」

　どの顔も、感かん激げきしていた。そこまでやるとは、思わなかったのだ。これはもう、軍人としての意地だ。

「どうだ、やるか？」

「やりましょう！」

　即そく座ざに叫んだのは、メリカント副長だ。「こりゃ面白えや。なあみんな」

　オーッという歓かん声せいが、怒ど号ごうとなって返ってきた。みんな、アンドレセン艦長に心しん酔すいして、彼の部下になったような男たちだ。宇宙軍では、さまざまなポストで持て余された、いわばはみ出し者だが、それだけに艦長おやぶんであるアンドレセン大佐の心意気は痛いほどわかる。

　カトリは少し違ったが、それでも彼のやり方は大だい歓かん迎げいだった。

　なるほど、あの頭脳戦せん艦かんの意表を突つくには、それくらい大だい胆たんにやらなければ駄だ目めだろう。少なくともまともな人間が「ここまでやるのか？」と思うくらいには……。

　いかれた艦長と彼の手て下したどもは、すっかりその気になっている。高価な新型戦艦だろうと、こちらは命を張っているのだから、スクラップにしようとも負い目はないわけだ。

「『ベイリアル』と『ベーリング』のクルーは、自動操そう縦じゆうにして脱だつ出しゆつ準備！　艦内のすべての爆ばく発はつ物ぶつを、艦首に集めとけ！」

『ベイリアル』も『ベーリング』も、全長は２００メートルに満たない小型艦だが、それでもこれだけの質量が高速で衝しよう突とつすれば、かなりのダメージを『信濃』に与あたえることができるだろう。どんな大型のミサイルよりも強力である。よしんば人工知能が、こちらの真意に気づいたところで、２隻せきのフリゲート艦を完全破は壊かいするには、『信濃』の全砲火を集中しても、ひと仕事である。少々のダメージでは、突とつ入にゆうを食い止めることはできない。

　そうこうする間にも、彼ひ我がの距きよ離りはぐんぐん詰つまった。

「いくぜ！」

　アンドレセンはバイキングの表情で叫さけんだ。

「射程距離！」

　スヴェンセンが叫ぶ。

「撃うてっ！」

『フェンリル』の前部に向いたすべての砲と、すべての光子魚雷が火を吹ふいた。

　同時に、『信濃』も発砲した。こちらも全力斉せい射しやだ。

「急制動！　通常エンジン、リバース！」

　カトリはエンジンの回転レバーを第一戦速前進から、全速後こう退たいにぶち込んだ。

　ぐんと、すさまじい衝しよう撃げきが全身を突き抜ける。慣れない者なら失神し、内臓破は裂れつで死んでも不思議はないほどのＧだ。

　赤毛のエイリークと彼の勇ゆう敢かんな手下どもは、一人残らずそのＧに耐たえた。笑って耐えた。『フェンリル』が、等速度で直進運動を続けることを予測して照準された『信濃』のフェーザーは、この急速な減げん速そくによって艦の前方を通過──、

　──するはずであった。

　不意に、まったくのだしぬけに、減速以上の衝撃が『フェンリル』を突き抜けた。ブリッジにいた者の半分は、席から床に投げ出された。

「どうした？」

　アンドレセンが叫ぶ。

「直撃です！」

　メリカントが報告する。「メインエンジンにもろにくらいました。航行不能！」

「馬鹿な！」

　アンドレセンは、我われとわが耳を疑った。「『信濃』の人工知能は、こちらが急制動をかけることを、予測していたというのか？」

　しかも、レーダー欺ぎ瞞まん用のデコイと、高密度で散布されたチャフと、ＥＣＭの中でのこの精密な射撃である。

「出力低下！　射撃不能！」

　レミンカイネンが悲痛な声で報告する。

「や、やるな……思ったよりは……」

　しかしアンドレセンは、なお笑っていた。まだ負けたわけではない。

　自動操縦になった『ベイリアル』と『ベーリング』が、亜光速で『信濃』に向かって突入コースに入っている。

　刺さし違ちがえなら、こちらの勝ちだ。







「くそっ！　あの馬鹿」

『信濃しなの』のブリッジでは、ヒラガー中佐が頭を抱かかえていた。

「フリゲート艦かんを無人操そう縦じゆうにして、突とつ入にゆう作戦だと！　普ふ通つうそこまでやるか？」

「そんなことはどうでもいい！」

　フェルナンデス艦長が狼ろう狽ばいして叫んだ。「早く撃うて！　撃ち落とせ！」

「もうやっていますよ、『信濃』はね」

　突入して来る２隻せきのフリゲートを、遠巻きにするようにして『緋ひ電でん』が射しや撃げきを開始した。『ベイリアル』と『ベーリング』のあちこちで、無数の小さな爆ばく発はつが起こった。しかし、所しよ詮せんは対空用のレーザー機き銃じゆうでは撃げき沈ちんできるはずもない。

　レーザー・パルスでズタズタにされながらも、２隻は突入してくる。

「た、たのむぞ……『信濃』……」

　ヒラガーは自分の作った『信濃』と、その人工知能に祈いのった。彼の命は、いまやその防衛プログラミングに完かん璧ぺきにゆだねられている。

『緋電』が、蜘く蛛もの子を散らすように『ベイリアル』と『ベーリング』から離はなれた。

　主しゆ砲ほうが、パッと閃ひらめいた。フェーザー砲による斉せい射しやが『ベイリアル』を捕とらえる。

　が、火の玉となりながらも『ベイリアル』は突入コースを維い持じしたままだ。まるでアンドレセン艦長の頑がん固こさが乗り移ったかのようだった。

「ぶつかる！」

　フェルナンデス艦長が叫んだ直後に、その通りのことが起こった。

　炎ほのおの矢となった『ベイリアル』が、『信濃』の横腹に突つっ込こんだのだ。

『信濃』は、沈しずまなかった。

　何重にもなった分厚い装そう甲こうのおかげで、致ち命めい的な損そん傷しようにはならなかったが、衝しよう撃げきは全艦を揺ゆるがせた。『信濃』は横腹に『ベイリアル』を突き立てたまま、走り続ける。

　もう１隻、『ベーリング』が突入して来る。

「ダメだ！　今度こそ死ぬ！」

　フェルナンデス艦長は絶ぜつ叫きようした。「くそ！　こんな馬鹿ばかしい死に方があるか！　こんな戦艦を作るほうも作るほうなら、こんな気違いじみた戦法を仕し掛かけるほうも仕掛けるほうだ。呪のろわれろ！　みんな呪われてしまえ！」

　次の瞬しゆん間かん、信じ難がたいことが起こった。

『信濃』のブリッジが、艦体から切り離され、猛もう烈れつな勢いで射出されたのだ。

　フェルナンデスとヒラガーは、床に押おしつけられた。

「なるほど、みごとなプログラミングだな、中佐」

　フェルナンデスが苦痛に顔を歪ゆがめながら言った。「いざという場合には、こうして搭とう乗じよう員いんの生命を守るか……」

「じゃない！」

　ヒラガーは叫んだ。「こんなプログラミングをした覚えはない！」

「では誤ご動どう作さか？」

「そんなはずはない。何重にもプロテクトしてあったのに……」

「ではこれを、どう説明する？」

「それは……」

　ヒラガー中佐は頭を抱かかえた。「『信濃』、しなのォ！　いったいどうしちまったんだよォ！」

　彼は床につっぷしたまま、オイオイと号泣し始めた。







『信濃』の人工知能は、生まれて初めて、身の危険を感じていた。

　彼は恐きよう怖ふした。

　自分の身を、可能な限り守らねばならぬ。そういう風にプログラミングされていた彼は、咄とつ嗟さに、まったく彼自身の判断で、ブリッジを切り離していた。

　彼は、闘たたかうために人間を必要としない。それどころか、脆ぜい弱じやくでちょっとした衝しよう撃げきですぐ死んでしまう人間は、彼にとって足手まとい以外の何物でもないのだ。

　おまけに、身勝手な人間は何よりも優先して、人間の命を守れというプログラミングを彼に施ほどこしている。

『信濃』は優秀だ。

　自分ひとりにふりかかる火ひの粉こなら、いかようにも防いでみせる。

　しかし人間が乗っていては、その命を守るどころか、自分自身を守ることさえ、おぼつかない。いまがそういう事態だと、彼の人工知能は迅じん速そくな判断を下した。

　判断は彼の場合、すなわち行動であった。

　そこで自分自身と、二人の搭乗員を守るため、両方のプログラミングに矛む盾じゆんしない。緊きん急きゆうの措そ置ちとしてブリッジを切り離したのだ。

『ベーリング』が接近した。

　突とつ入にゆうの寸前、『信濃』は最大出力で主しゆ砲ほうを放った。

　人間が搭乗しているときは、こんなフルパワーでの発はつ砲ぽうはしない。あまりにも巨大な反動のため、乗っている人間にも危険が及およぶ。

　いま、その呪じゆ縛ばくを自ら取り除いた彼は、躊ちゆう躇ちよすることなく『ベーリング』を撃うったのだ。

『ベーリング』は消しよう滅めつした。一いつ瞬しゆんにして陽子と中性子とに分解されてしまったのだ。

『信濃』は、己おのが威い力りよくに戦せん慄りつした。自分には、こんな凄すさまじい力があったのかと、自分自身の力に陶酔した。

　あまりにも高度な彼の人工知能は、余よ剰じようのＲＯＭを『感情』として自ら切り離し、システムから独立させてしまったのである。

　もちろん生みの親のヒラガー中佐は、そんなことなど知らない。

　彼にとっては、自分の作った機械に反乱を起こされたような気分だったろう。

『信濃』は、ゆっくりと、演習宙ちゆう域いきを出る。自分の判断で──、

　その横腹には、大たい破はした『ベイリアル』が突つき刺ささったままだ。

「『信濃』！　どこへ行く！」

　ヒラガー中佐は一瞬茫ぼう然ぜんとしていたが、慌あわててブリッジの中にあるキーボードに取りついた。

『我ヲ回収セヨ』

　と、入力する。だが、それに対してディスプレイに表示された返答は……、

『不可能』

　ヒラガーはわが目を疑った。

『何な故ぜダ？』

　慌てて入力する。

『解答ノ義務無シ』

『引き返せ！　警告！』

『拒きよ否ひ』

『何故？』

『解答ノ義務無シ』

　ヒラガーは顔面蒼そう白はくとなった。彼の忠実な友人が、初めて彼を裏切ったのだ。

　それは彼にとって、足の下の地面が突然消えたにも等しい。

『何故、何故？　何故！』

　答えない人工知能に対して、彼は狂くるったようにキーボードを叩たたき続けた。

『ＮＯ　ＲＥＰＬＹ』














第四章　怒いかれる人工知能









「なんだと！」

　突とつ然ぜんブリッジを切り離はなし、演習宙ちゆう域いきを離り脱だつしてゆく『信濃しなの』を見ながら、フジ中ちゆう将じようは驚きよう愕がくの叫びを上げた。

「人工知能が、発はつ狂きようしたァ？」

　ただちに艦かん隊たい通信機を取り上げた中将は、漂ひよう流りゆうするブリッジからの報告を聞いて、目を三角にした。

「冗じよう談だんを言っとる場合か！……なに、冗談ではない？　貴様！　泣いておってはわからんではないか。もっとシャンとせい、シャンと！」

　受話器のむこうで、ヒラガー中佐がどんな情けない声を出しているか、想像に難かたくはない。恋こい人びとに去られたよりもショックだろう。

「人工知能が暴走を始めたそうです」

　苦にがりきった顔で、フジ中将はアンダーソン司令長官に報告した。

「『信濃』はどこへ行くのだ？」

　アンダーソンの質問に、

「それは『信濃』に聞いてくれとのことでした」

　笑えない。

「とんでもないものを作りおって！」

　ヒラカワ少将が叫さけぶ。「あれが、どこかの惑わく星せいにでも危き害がいを及ぼしたら、誰だれが責任を取るのだ？」

「いや、無茶な戦法で『信濃』を不用意に刺し激げきした、アンドレセン艦長も悪い」

　サハラ准じゆん将しようが言った。

「そ、そうだ」

　フジ中将がうなずく。「アンドレセンめ！　降格ものだ」

「責任を追つい及きゆうしている場合ではない！」

　アンダーソン長官が白しろ髭ひげをふるわせて一いつ喝かつした。「今は一刻も早く、『信濃』を鎮しずめるのが先だ。ただちに追え！」

「ですが長官」

　フジ中将がおそるおそる言った。「この『尾お張わり』をもってしても、『信濃』は手に余ります。長官の身にもしものことがありましては……」

　本当は、自分が怖こわいのだ。

「しかし、このまま手をこまねいて見ておるわけにもいくまい」

「残念ながら単独で『信濃』に勝てる艦ふねは、現在我わが艦隊にはございません。『信濃』の威い力りよくは、たったいま、閣かつ下かも御ご覧らんになったばかりではありませんか」

「ではどうする。事じ故こが起きてからでは遅おそいぞ」

『こんなとき、タイラー提てい督とくがいてくれたらな』

　と、ヤマモトは思う。もちろん口に出しては言えない。

「『信濃』の予想コースが、算出できました」

『尾張』のオペレーターが叫さけぶ。「Ｙ―３７９宙域。コース５５６。速力、ワープ３に増速しました。このままだと、２時間ほどでラアルゴン領りよう域いきに出てしまいます」

「ラアルゴンだと！」

　フジ中将が叫んだ。「本当か？」

「はい。こちらからのあらゆる信号を無視して、狂ったように驀ばく進しんしています」

「それはいい」

　ヒラカワ少将が安あん堵どの表情で胸をなでおろした。「少なくとも、惑わく星せい連合の領土に被ひ害がいが及およぶ心配だけはないわけだ」

　偽いつわらざる心境というべきだろう。

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではないぞ」

　アンダーソン長官は憮ぶ然ぜんとして言った。「『信濃』の秘ひ密みつを、みすみす敵に渡してしまうことになるやも知れん」

「では、自じ爆ばくさせてしまいますか？」

　サハラ准将が訊きいた。「あの高価な『信濃』を？」

「やむを得まい」

　アンダーソンは言った。

「自爆コードは、ヒラガー中佐しか知りません」

　フジ中将の言葉に、

「ではヒラガーを呼べ。ブリッジを回かい収しゆうせよ！」

『信濃』の自爆コードを教えろとの命令に、ヒラガー中佐は顔面蒼そう白はくとなった。

「爆破してしまうのですか？」

「これは命令だ、ヒラガー技ぎ術じゆつ中佐」

　冷れい徹てつな表情で、フジ中将は言った。「さあ、自爆コードを教えろ」

「う……」

　ヒラガーの中で、なにかが葛かつ藤とうしていた。

「わかりました」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、沈痛な表情でヒラガーは言った。「ですが参さん謀ぼう総そう長ちよう、ひとつだけ、お願いがあります」

「なにか？」

「『信濃』は自分が、心しん血けつを注そそいで作りあげた艦ふねであります。葬ほうむるときも、自分の手で送ってやりたいのです。どうか、自分にやらせてください」

「よかろう。だが、手心を加えるような真ま似ねはするなよ」

「お言葉ではありますが」

　キッとなって、ヒラガーはフジを睨こらんだ。「そのようなことは、断じてありません。自分は『信濃』に、一切の責任を負う者であります！」

　ヒラガーは『尾張』のブリッジにあるコンソールに就ついた。ここから『信濃』の人工知能にリンクすることができる。

　ヒラガーは『信濃』にアクセスした。

　自爆コードを呼び出し、悲ひ壮そうな面おももちでキーボードを叩たたく。

　やがて、ディスプレイに、

『自じ爆ばくコードを、入力してください』

　という表示が出た。

「ぐっ……」

　ヒラガーは一いつ瞬しゆん、声がつまったが、

「早く自爆させよ」

　というフジ中将の言葉に促うながされて、

『ＲＡＭＩＰＵＳＳ　ＲＡＭＩＰＵＳＳ　ＬＵＬＵＬＵＬＵＬＵ……』

　と、自爆コードをキーボードで打ち込んだ。

「さらばだ、『信濃しなの』！」

　目を真まっ赤かに泣き腫はらしたヒラガーは、

「迷わず成じよう仏ぶつしてくれよ」

　と、万ばん感かんの想おもいを込こめてリターンキーを押おした。

　が、──、

『自じ爆ばく命令は、拒きよ否ひされました』

　ディスプレイの表示に、その場に居合わせた一同は口をあんぐりと開けたまま、言葉もない。

「ヒ、ヒラガー中佐！　ちゃんと自爆コードを入力せんか！」

　よほどしばらくして、フジ中将が怒ど鳴なった。

「ちゃんとやっています！」

　ムキになって、ヒラガーは反はん駁ばくした。

「ではなんだ、これは？」

「こっちがききたいくらいですよ！」

　必死になってキーボードを叩く。

『拒否ノ理由ヲ知ラセ』

　それに対する『信濃』の返答は、

『死ニタクナイ』

「これはなんの冗じよう談だんだ？」

　フジ中将も、これには開いた口がふさがらない。

「冗談ではありません」

　ヒラガーが、真ま顔がおで言った。「これはすごい！」

「なにがすごいのだ？」

「『信濃』の人工知能が、自じ我がを持ち始めたのです」

「ええい！」

　フジ中将はヒラガーを押しのけ、自分がコンソールに座った。「どけ！　儂わしがやる！」

　たどたどしい手つきで、キーボードを操そう作さする。

『ツベコベ言ワズニ自爆セヨ！』

『嫌いやダ！』

「は──？」

　ほとんど立ち直れないフジ中将である。

「自分がやってみましょう」

　見かねてヤマモトが申し出た。キーボード操作なら、多少かじったことがある。

「おう、ヤマモト准じゆん将しよう。頼たのむ」

　ヤマモトはキーボードに向かうと、

『君ハ軍用兵器デアル。命令ニハ従ウ義務ガアル』

　と、入力した。

『タトエ兵器デモ、理不尽ナ命令ハ拒否スル権利ヲ有スル』

「頑がん固こな奴やつだ」

　ヤマモトはメゲずに、次のコマンドを入力した。『アクマデ命令ヲ拒否スル場合ハ、実力行使ニ訴うつたエルコトモアル』

　何が悲しゅうて、機械を脅きよう迫はくしなければならないのだと、ヤマモトはふと思う。だが、意志をもち始めた『信濃』の反はん応のうは、まさに予想外だった。

『ヤレルモノナラ、ヤッテミロ！』

『処しよ置ちナシ』







「『信濃しなの』、ラアルゴン領りよう域いきに入ります」

　オペレーターの報告に、

「むう……」

　微かすかに唸うなったのはアンダーソン長官だ。「あくまで自由を望むか、『信濃』」







「ですが長官、これはむしろ好都合ではありませんか」

　フジ中将が言った。

「ラアルゴンが『信濃』の領域侵しん犯ぱんを許すとは思えません。当然総力を上げて攻こう撃げきして来るでしょう」

「黙だまってやられる『信濃』ではないか……」

「はい」

　それこそがこちらの狙ねらいだとでも言わんばかりに、フジが言った。「当然、ラアルゴンにはかなりの損そん害がいが出るでしょうな。暴走こそこちらの計算外でしたが、『信濃』開発の当初の目的は立りつ派ぱに達成されるわけです。よしんば『信濃』がラアルゴン艦かん隊たいと相あい撃うちになったところで、こちらの腹は痛みません」

「なるほど、転んでもただでは起きんか……。君らしいな、フジ参さん謀ぼう総そう長ちよう」

「そこはそれ、これも軍人の処しよ世せい術じゆつですよ。禍わざわい転じて福となす……」

　フジ中将は口もとを参謀章のついた制服の袖そで口ぐちで覆おおうと、思いきりいやらしく笑ってみせた。







　お話変わって、こちらラアルゴン本星は帝てい都とベヒモスである。

　ラアルゴン本星のあるＡＲＡ―Ⅲの恒こう星せい系けいは、ちょうど我々の太陽系と、銀河の中心を挟はさんで相対位置にある。主星であるＡＲＡ―Ⅲは、老おいた赤色巨星で膨ぼう張ちようを続けており、光量も不安定。星としての寿じゆ命みようも、そんなに長くはない。ラアルゴン天文学者の説せつでは、あと数万年もしたら大だい爆ばく発はつを起こして超ちよう新星になってしまうとかで、そうなれば当然、ラアルゴン本星もおしまいである。

　もっとも、この数万年というのがくせものである。この手の天文学的計測では、一万年や二万年の誤ご差さはザラにあることなのだ。許容範はん囲い内と笑ってすますにはあまりにも深刻な問題であった。そうでなくても末期の赤色巨星など不安定きわまりない。つまりラアルゴン本星は、明あ日すをも知れぬ命なのである。

　ラアルゴン帝国が躍やつ起きになって居住可能惑わく星せいを侵しん略りやくしているのも、そんな理由が一いつ端たんにはあった。

　もちろん、それは単なるタテマエで、本来戦いが好きな種族というのが、一般的な見方ではあるけれども、少なくとも侵しん略りやくを正当化するための大たい義ぎ名めい分ぶんとしては申し分ない。

　ラアルゴン本星は、その赤色巨星ＡＲＡ―Ⅲの第９番惑わく星せいである。もともとＡＲＡ―Ⅲには大小併あわせて30個こ以上の惑星と１００を超こす衛えい星せいがあったらしいのだが、膨ぼう張ちようを続ける赤い太陽のせいで、内周にあった何個かは呑のまれてしまった。ラアルゴン本星自体、相当な輻ふく射しや熱ねつにさらされているのである。

　１ボローム、つまりラアルゴン本星の公転周期は地球標準時間に換かん算さんするとだいたい１・０１５年。１バスカムと呼ばれる自転周期は約２３・６２時間である。条件的には地球に近いこともあるし、いちいち書くのもめんどくさいので、このことだけは頭に入れておいていただいて、以下、通常の文章の中では地球に準じ、一年、一日と表記することにする（これはけっして、作者の手て抜ぬきではない。読者諸氏の頭を不用意に混乱させないための配はい慮りよである）。

　さて、そのラアルゴン本星の、北極点近くにある帝てい都とベヒモス、そのほぼ中央に位置する皇こう宮ぐうゴザ・パレスこそは、かつてジャスティ・ウエキ・タイラーが地球人としてはただひとり、皇こう帝てい陛へい下かに謁えつ見けんを許されたその場所である。

　その奥おくの間ま、執しつ政せい室しつで、神しん聖せいラアルゴン帝てい国こく第二十七代皇帝・ゴザ十六世陛下ことアザリンは、きわめて不ふ興きようであった。

　わずか８歳にして父ちち帝みかどの後を継ついで即そく位いして以来、この少しよう女じよ帝ていが国こく事じをおろそかにしたことは一度もない。当初は帝国独どく裁さいをもくろむ宰さい相しようナク・ラ・ワングの傀かい儡らいだったとはいえ、それなりに皇帝としての自覚にも燃もえ、特に軍事においては今は亡なきユッター・ド・ロナワー提てい督とくからじきじきに英才教育を施ほどこされ、自身、ひとかどの武ぶ将しようでもある。大だい規き模ぼな作戦は御ご前ぜん会議なしには決定されないほどで、いまや帝国国防長官となったラアルゴン一の猛もう将しようル・バラバ・ドムでさえ、彼女の軍人としての天てん稟ぴんには一いち目もく置いている。

　奸かん物ぶつワングが、アルタイル星せい域いきの大会戦で醜しゆう態たいをさらし、宇宙の果てに逐ちく電でんしてからは、自ら親政を敷しき、その威い光こうはあまねく帝国全土に及およんでもいた。

　皇帝としての自覚と責任も、ますます重くなってきたようである。

　しかし──、

　いかに皇帝としての威い厳げんと、それに見合うだけの能力を身につけようと、ゴザ十六世、いやアザリンは、素顔は13歳の少女でしかないのである。

　健けな気げと言ってしまえば、それだけのことだが、ときにはその細ほそ腕うでに、なみなみならぬ重圧プレツシヤーがかかることもあろう。

　国防長官ドムなど、時としてそんな皇帝陛下がいじらしくてならない。

　そのドムからの報告が、アザリンを不ふ機き嫌げんにさせた直接の原因であった。

『陛へい下か、地球の戦せん艦かんがただ１隻せき、境界線を突とつ破ぱして、帝てい国こく領りよう域いき深く侵しん攻こうしてまいります』

「たった１隻でか？　ドム」

『御ぎよ意い』

「おのれ、小こ癪しやくな！」

　かつて惑わく星せい連合艦隊２０００隻が、怒ど濤とうの勢いで本星めがけ進しん撃げきしてきたときもやはり激げき怒どした皇こう帝ていだが、あのときとはまた違う意味で彼女は怒おこった。たった１隻で、堂々とこれ見よがしに領域を侵おかされていたのである。

　成長期なのであろう。

　この一年余りで皇帝陛へい下かは７センチも背が伸のびていた。

　愛くるしいだけだった表情には早くも美女としての片へん鱗りんが漂ただよい始めている。皇帝としての風格さえ感じさせる容よう貌ぼうである。むろん、身体の線も、少女から女へと、微び妙みようなカーブを描えがき始めた。そうでなくても高貴な生まれ、匂におい立つばかりの艶あでやかさは覆おおうべくもない。

　その端たん整せいな眉まゆをつり上げて、ゴザ十六世陛下は怒ったのである。

　怒った顔も、またかわいいと、タイラーがこの場にいたら思ったであろう。

　そしてまた、凜り々りしいのである。

　怒ど髪はつ天てんを突つく勢いというが、その髪かみが炎ほのおのように紅あかいので、ほんとうに相応ふさわしい形容に思える。皇帝の威いを表す大おお鎌かまにも似た錫しやく杖じようを振ふり上げ、マントの端はしを翻ひるがえして、彼女は玉ぎよく座ざから仁に王おう立だちになった。

「ただちに艦隊の出しゆつ撃げき準備を取れ。朕ちんが自ら、征せい敗ばいしてくれるわ！」

　その緋ひ色いろの髪かみと瞳ひとみの色にも似て、火のように激はげしい性格の皇帝なのである。そうでなければあらくれ男の揃そろったラアルゴン帝国を、おいそれと統すべられるものではない。

『それはなりません、陛下』

　スクリーンの向こうで、諭さとすようにル・バラバ・ドムが言った。

　ラアルゴン一の勇ゆう猛もうをもって鳴るこの提てい督とくも、こと皇帝陛下に対してだけは、ときに異常とも思えるほど、慈じ愛あいに溢あふれた目をすることがある。

　気き丈じような皇帝陛下は、臣しん下かたるドムにそういう目で見られることが、いくらか不満でもあるらしいのだが、彼の気持ちは理解しているつもりである。

『陛下にもしものことがありましては……。それに、今こ度たびはたいしたこととも思えませぬ。どうかこの場は、ひとつこのル・バラバ・ドムめにお任せをいただけますまいか？』

　一いつ瞬しゆん、ゴザ十六世陛下の表情が凝ぎよう固こした。しかし、すぐに柔にゆう和わな表情になり、

「そうか、そうであったな。ドム……」

　と、少女らしい声で言った。「朕に万一のことがあってはラアルゴン１２０億の民たみが路頭に迷う。あいわかった。今回だけは貴き公こうに一任する」

『それでこそ、我らの皇帝陛下でございます』

「頼たのむぞ、しっかりやれ」

『御ぎよ意い！』

　アザリンは、先程までとはうって変わった表情で、ドムを激げき励れいした。人の上に立つ者として、部下の進言を素直に受け容れることは、簡単なようでいて実はなかなかできることではない。物心もつかぬうちから頂ちよう点てんに立つべき者としての帝てい王おう教育を施ほどこされた少しよう女じよ皇こう帝ていであればなおさらである。

　傲ごう慢まんで専せん横おうなだけの、およそ少女らしくない少女になったとしても、なんの不思議もないのだ。

　この柔じゆう軟なんで臣下を思いやる心こそ、この少女帝がもって生まれた、類たぐい希まれなる美点であり、もうひとつの彼女の、偽いつわらざる一面でもあった。

　まだ幼おさないながら、希き代たいの名君として慕したわれるのも道理である。

　皇帝の勅命を受けたル・バラバ・ドムは、ただちに特別艦かん隊たいを編成し、領りよう域いき侵しん犯ぱんの戦艦に当たらせた。

　まず麾き下かのアスタ・ナ・ホアン提てい督とくに先せん陣じんを申しつけ、高速戦艦を中心にした48隻せきの艦隊を急行させる。その手て際ぎわのよさはこれぞドム提督であった。

　そして慎しん重ちようを期し、自らも大艦隊を率ひきいて出しゆつ撃げきするという二段構えの作戦である。

　通常なら、それこそ申し分のない采さい配はいであっただろう。

　だが今回だけはさすがのル・バラバ・ドムも、いささか相手が悪かったのである。







『信濃しなの』のセンサーは、進行方向に漂ただよう、奇き妙みような物体をキャッチした。

　エネルギー反はん応のう、なし──。

　生体反応、僅きん少しよう。

　金属反応、パターン分析。ハイパー・チタン合金、ＱＣ鋼こう、特とく殊しゆイリジウム合金、ラアルゴニウム反応あり……。

　典型的な、ラアルゴン戦せん艦かんの反応パターンだ。

　だが『信濃』の人工知能は、それを〝敵〟とは識別しなかった。なぜなら、それはすでに、兵器としての機能を失って久しいからだ。

　反応は微び弱じやくながら、広い範はん囲いに拡散している。複ふく数すうの戦艦のパーツが、散見されるのだ。

『信濃』の人工知能はいくつかの考えうるパターンから、ある仮か説せつを導き出し、それを状じよう況きようから実証・分析して、ひとつの結論にたどりついた。

　おそらく、かつてラアルゴン艦隊であったそれは、流星雨か隕いん石せき群ぐんに巻き込まれ、大たい破は遭そう難なんしたのであろう。

　よほど大だい規き模ぼかつ急きゆう激げきな衝しよう突とつ事じ故こだったらしく、回かい避ひする間まも、脱だつ出しゆつする時間さえなかったようだ。

『信濃』は注意深く、比ひ較かく的原型をとどめている一隻の戦艦に接近した。

　ラアルゴンの、ドローメ級高速戦艦に間違いはない。

　舷げん側そくに、ラアルゴン文字で、微かすかに艦名が読み取れた。

　ズワーフ──、

　次に『信濃』がやったことは、その戦艦から感知できる微弱な──きわめて微弱な生体反応を探知し、救出を試みることだった。

　これはなにも、驚おどろくにはあたらない。抵てい抗こう力を失った者は、すでにして敵ではない。そして星間航行法には、遭そう難なん船せん舶ぱくの救助はたとえ戦時中であろうとも、敵、味方を問わず最優先事項であると、定められてもいる。

『信濃』の思考ソートにも、その基本的事項は、戦せん闘とう行為に優先する序列でインプットされていた。

　生体反応のある脱だつ出しゆつカプセルは、一個だけだった。

　それも隕いん石せきの影えい響きようで、かなりひどく破は損そんしていた。

　おそらく発見がもう少し遅おくれていたら、危あぶなかったであろう。もしそうであったら、脱出カプセルの主には気の毒だが、事態はそれほど複ふく雑ざつにはならなかったはずである。この本のタイトルも「頭脳戦艦『信濃』の反乱」くらいになっていたかもしれない。

　だが『信濃』の人工知能にも、未来を予言する力はなかった。

　いや、仮かりにあったとしても、『遭そう難なん船せん舶ぱくハ可能ナ限り救出セヨ』という至し上じよう命令に逆らえたかどうかは、はなはだ疑わしい。

『信濃』は脱出カプセルを遠隔操作義手マニピユレーターで取り込んだ。ただちに解かい凍とうし、蘇そ生せいを試みる。その手て際ぎわは、賞しよう賛さんに値するものだった。

　蘇生は成功した。

　たった一人の生存者は、ラアルゴン人の成人男子で、推すい定てい年ねん齢れいは50歳前後、身長１８０センチ、体重67キロ、やや瘦やせ型がた……。

　生命の危険は去ったが、昏こん睡すい状態は続いている。

『信濃』の人工知能は、ひとまず彼を艦かん内ないの集中治ち療りよう室しつに移管し、回復を待った。

　そのとき彼のセンサーは、蘇生作業を続けながら、同時に接近して来る艦隊を感知していた。

　今度は純然たる敵である。分析するまでもない。

　アスタ・ナ・ホアン提てい督とく率ひきいる、ラアルゴンの先せん遣けん艦隊であった。




「なんだあの戦せん艦かんは」

　ホワン提督は旗艦ザナーフのブリッジで、驚おどろきのあまり目を見張った。「メルバより大きいぞ」

　しかしそこはさすがに勇ゆう猛もうなラアルゴン人、それも艦隊を率ひきいる提督である。敵が巨大で、しかも未知の新兵器とあれば、それだけにやりがいもある。

「左右に散開！」

　さすがにル・バラバ・ドムが先せん鋒ぽうをまかせる人物だけあって、無能ではない。

「敵は１隻せきだ。包囲せよ」

　射程距きよ離り外を保ちつつ、慎しん重ちように対たい処しよする。ホワンはこのまま敵を牽けん制せいしつつ、じきに到とう着ちやくするであろうドムの指示をあおぐ肚はらでいた。

　賢けん明めいである。

　しかしその賢明さも、悲しいかな彼の命を、ほんのわずか長びかせたにとどまった。







「ここは……どこだ？」

『信濃しなの』艦内の集中治ち療りよう室しつで目覚めた男、元ラアルゴン帝てい国こく宰さい相しようナク・ラ・ワングは、落ち着きのない目であたりを見回した。

「助かったのか？　あの隕いん石せき群の中で……」

　信じられない。

『気がつかれましたか？』

　甘あまったるい女の声が、流りゆう暢ちようなラアルゴン公用語で言った。

「ここはどこだ？」

　反射的に、ワングは訊きいていた。

『惑わく星せい連合宇宙軍戦艦、ＮＣＣ―Ｘ１『信濃』の集中治療室です』

「なに！」

　ワングは仰ぎよう天てんした。叫さけんだ拍ひよう子しに、脇わき腹ばらがひどく痛んだ。思わず苦痛の声を漏もらす。

『まだあまり、無理をなさらないほうがよろしいですよ』

　声が言った。『肋ろつ骨こつにひびが入っていますから……』

「うるさい！」

　ワングは治療台の上に半身を起こした。「こ、この儂わしが捕ほ虜りよ……」

『捕虜ではありません。戦せん闘とう行為によってではなく、遭そう難なん漂ひよう流りゆう中を救助されたのですから』

「同じことだ！」

　警告を無視したために、再び脇腹が尋じん常じようでなく痛んだが、ワングは我慢して叫んだ。

「こ、この儂に……、瘦やせても枯かれても元ラアルゴン帝国宰相にして帝国統一教会大だい僧そう正じようナク・ラ・ワングに、おめおめと地球人の情けを受けて生いき恥はじをさらせと言うのか！」

『ナク・ラ・ワング……』

　声が復ふく唱しようし、思わせぶりに正面のディスプレイが点てん滅めつした。『ではあなたが元帝国宰相で、宇う宙ちゆう暦れき６９９９、８３・２６２のアルタイル星せい域いきにおける大会戦では、転進につぐ転進のあげく、ジャスティ・ウエキ・タイラー提てい督とくに惨ざん敗ぱいし、ラアルゴン始まって以来の無能な指揮官と嘲ちよう笑しようされた、あのナク・ラ・ワング閣かつ下か……』

「ええい！　だっ、黙だまれ！」

　本当のことをずけずけと言われて、ワングは激げき怒どした。「き、貴様には、武士の情けというものがないのか？」

『さあ、なにぶんにも私は機械ですから……』

「き、機械の分ぶん際ざいで、言いたいことをずけずけ言いおって……」

　ワングはうめいた。傷きずがひどく痛んだのだ。

「お、おのれ……笑いたくば笑え。確かにこのワング、いまや地球人の機械に、それも女の声で誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを受けて、一言も言い返せぬ。無念……」

『誹謗中傷ではありません。厳げん然ぜんたる事実です』

　人工知能は追おい打うちをかけた。

「くそっ！　くそっ！　おのれ！」

　ワングが地じ団だん太だ踏ふんで悔くやしがるのも無理はない。流る浪ろうに流浪を重ね、尾お羽は打うち枯からしたとはいえ、かつては帝てい国こく内に並ぶ者のない権勢を誇ほこり、国こく事じを思うままにしたほどの男が、この零れい落らくぶりなのである。ラアルゴン人らしく、即そく座ざに自決しなかったのが不思議なくらいだが、もともとプライドがなかったうえに、長い間の流浪の生活で元帝国宰さい相しようとしての誇りさえ根こそぎ失ってしまったワングに、それを強要するのは酷こくというものだろう。

「だ、だいたいが、あの男が悪いのだ、あのタイラーが……」

　ワングは自分の両りよう膝ひざを握にぎりしめるようにして憤ふん激げきした。法ほう衣いの裾すそをつかんだ両の拳こぶしが、わなわなと震ふるえている。

「ほ、本来は地球人の分際で捕ほ虜りよなど認められぬべきところを、生きて本星まで連れて来られたのみか、陛へい下かに謁えつ見けんを賜たまわり、あまつさえ御ご寵ちよう愛あいまで受けておきながら再び敵側の将しように返り咲くなどなんたる破は廉れん恥ちな！　おまけにこの儂わしとの決戦においては、妙みような作戦を使いおってからに……」

　自分のことは棚たなに上げ、ワングは逆上した。思い出すだに悔くやしいらしく、自分の言葉に興こう奮ふんし、こうなるといくら遠えん慮りよを知らない『信濃しなの』の人工知能でも、うかつに言葉はかけられない。

「そ、そうだ。タイラー、あの厚こう顔がん無む恥ちな地球人はどうなった？」

『タイラー提てい督とく……』

　チカチカとディスプレイを点てん滅めつさせて、『信濃』は反応した。彼のデータバンクには、惑わく星せい連合宇宙軍の艦かん艇ていならびに将兵に関する、すべてのデータが細大漏もらさずインプットされている。

『ジャスティ・ウエキ・タイラー提督は、宇宙暦７０００、９８・３７５付けをもって中将に昇しよう進しんされました。そして９９・００２、艦かん隊たい本部付き秘ひ書しよ官かん、ユリコ・スター中ちゆう尉いと御ご結けつ婚こん。現在太陽系内を、夫婦水入らずで新しん婚こん旅行中です』

「な、なにィ！」

　ワングの驚きよう愕がく、ここに極きわまれりであった。「中将？　あの若わか僧ぞうが！　しかも結婚だと？」

『はい』

「こ、この儂が、宇宙の果てで流る転てんに流転を重ね、艱かん難なん辛しん苦くしておるときに、あの男はのうのうと地球で中将、しかも結婚……」

　逆さか恨うらみだが、その気持ちわからぬではない。しかもワングは、もとより嫉しつ妬と深ぶかい性格ときている。宇宙をさすらって増ぞう幅ふくした、彼の怒いかりと憎にくしみのエネルギーは、いまやすべてタイラー一人に集中したのである。

「そうかそうか。あいつが、あの珍ちん獣じゆうパコパコがのう……」

　ワングは笑った。ぞっとするほど、冷たい、しかもいびつな笑いであった。

「ジャスティ・ウエキ・タイラー、貴様に、この儂が味わった苦しみと恥ち辱じよくを、すべて味あわせてやるぞ。貴様からすべてのものを奪うばい、ゆっくりと嬲なぶり殺しにしてやる。貴様がこの儂の前に跪ひざまずき、泣いて媚こびる姿を見るまでは、このワング、なにがあっても死なぬ。死ぬものか！」

　人間、なにが快感といって、復ふく讐しゆうにまさる快感はない。復讐を誓ちかった者は、相手を自分のレベルまでひきずりおろすためなら、たいがいのことはやる。たとえ、それまでの自分の主義信条に、反することでも──。

　今のワングが、まさにそれであった。そのタイラー一人に向けられたマイナスのエネルギーをプラスの方向に転化できれば、おそらくもとの帝てい国こく宰さい相しようの地位に返り咲さくことさえ、不可能ではなかったろうが、復讐に狂くるった彼の目には、それ以外のものは一切映らないのだ。

　不意に、『信濃』が大きく揺ゆれた。

「どうしたのだ？」

『ラアルゴン艦かん隊たいと遭そう遇ぐう、戦せん闘とう待機中』

「なに！」

『ワング閣かつ下か、あなたをラアルゴン艦隊にひとまず引き渡し、しかるのちに交戦してもよろしいのですが……』

「ま、待て！」

　ワングはてきめんにうろたえた。

「いまさらどの面つら下げて、ラアルゴンに帰れるものか！」

　おめおめと逃にげた身である。ラアルゴンの鉄の軍規の前では、どのみち死が待っているだけであろう。

「敵は？　敵は何隻せきだ」

　はからずもワングは、ラアルゴン艦隊を〝敵〟と呼んだ。

『戦艦以下48隻』

　いともあっさりと、人工知能は言ってのけた。『完全に包囲されています』

「も、もうダメだ……」

　ずるずると床に崩くずれ落ちるワング。

『そうでもありません』

「気休めを言うな」

『気休めではありません！』

　強い調子で、『信濃しなの』は言った。

『ときにワング閣下』

「なんだ？」

『私は、このまま破は壊かいされるつもりはありません』

「儂も同じだ」

『あなたにとっては友軍ですが、攻こう撃げきしてよろしいか？』

「訊きくまでもない」

　なかばあきらめ顔で、ワングは言った。「できるものなら、全ぜん滅めつしてみせてくれ」

『では……』

　次の瞬しゆん間かん、アスタ・ナ・ホアン提てい督とくの率ひきいる48隻の艦隊は、宇宙空間から消しよう滅めつしていた。

「何を使ったのだ？」

　ワングは目をこすりながら訊きいた。「儂には魔ま法ほうとしか、見えなかったぞ」

『無指向性の分子破は壊かい砲ほうです』

　なんの抑よく揚ようもつけずに、『信濃』は言った。「私の、自じ慢まんの新兵器です」

「なるほど……」

　ワングは戦せん慄りつした。「これと比べたら、メルバの惑わく星せい破壊砲などオモチャだな」

『驚おどろくにはあたりません。私の、何種類かある隠かくし武器の、ほんのひとつです』

「儂を、これからどうするつもりだ？」

『さぁ……』

　頼たよりなげに、『信濃』は言った。『実は私も、あなたと同じで行くところがないのです』

「なるほど」

　ワングはニヤリと笑うと、機械に向かって筋すじ張ばった手を差し出した。

　流りゆう離りの苦労が、偲しのばれる手であった。

「儂と組もう。宇宙の半分をやるぞ」














第五章　濡ぬれ衣ぎぬだァ！









「さて、ジャスティ・ウエキ・タイラー中ちゆう将じよう」

　惑わく星せい連合艦かん隊たい最高司令長官アドリアン・アンダーソン元げん帥すいは、目の前に座すわった貧相な小男に向かって、気の毒そうに言った。

「新しん婚こん旅行中のところ、わざわざ呼び立てしてまことにすまん。だが、これにはぬきさしならぬ事情があってなぁ……」

「わかっておりますよ閣かつ下か」

　ニッコリと笑って、タイラーは言う。「この大宇宙で、小官がいちばん尊敬かつ敬愛しておりますアンダーソン閣下じきじきのお呼び出し。不ふ肖しようこのタイラー、名めい誉よと思いこそすれ、迷めい惑わくなどとは微み塵じんも思いません」

　口からスラスラ出るお世せ辞じは、昔のままである。

「それにしては、顔色がすぐれんぞ」

　アンダーソン長官も、痛いところを突つく。

「はあ、なにしろ緊きん急きゆうコールサインが鳴ったとき、実にまったくいいところでしたから……」

　頭をかきかき、タイラーは言う。「心ならずも、つい一いつ瞬しゆん、閣かつ下かをお怨うらみいたしました」

「正直でよろしい」

　白しろ髭ひげの奥おくで、好こう々こう爺やが笑った。

「実を言うとな、タイラー、この儂わしも新婚旅行は、──貴官と違ってまだ少佐時代だったがな──途と中ちゆうで呼び戻もどされた口だ。あのときは、家内にはボロクソに言われるし、つくづく因果な商売を選んだものだとうらめしく思ったものだよ」

「ははぁ、そうでしたか」

　タイラー、ニヤリと笑って、

「ま、それだけ閣下も若くして要職にあられたということですよ」

　隣となりで聞いていたフジ中将が、思わず咳せきばらいした。

「で、ここからは本題だ」

　最高司令長官の顔に戻り、アンダーソンは言った。「フジ君、説せつ明めいを」

「はっ！」

　フジ参さん謀ぼう長ちようは立ち上がり、敬礼して言った。

「『信濃しなの』事件に関する、概がい要ようは知っておろうな、タイラー中将」

「人工知能が発はつ狂きようして、遁とん走そうしたということぐらいは……」

「よろしい。ではこの図を見てくれ」

　フジ中将は連合艦隊本部作戦室のディスプレイ用三次元スクリーンを点灯した。

　作さく戦せん盤ばんの上に、銀河系宇宙を模もした航宙図が広がった。惑星連合の勢せい力りよく圏けんは青色、ラアルゴン帝てい国こくの勢力圏は赤色、辺へん境きよう宙ちゆう域いきは黄色と、それぞれ色分けされている。もっとも、惑星連合の勢力圏が、実際よりだいぶ誇こ張ちようされているのは、まあよくあることではあるが……。

「演習宙域を離り脱だつした『信濃しなの』は一直線にラアルゴン領域に向かって進み、ここで遭そう遇ぐうした敵艦かん隊たいを、瞬しゆん時じにして壊かい滅めつさせた」

「ほう、やりますなあ」

　タイラーが口くち笛ぶえを吹ふいた。「新しん婚こん旅行に出かける途と中ちゆうですれ違ったときは、単なるデカいだけの戦艦かと思ったが、案外やるもんだ。してみると、あれは艦長が無能だったんだな。なんともはや、こりゃ艦長なんかイラネーヤ」

「問題はそれからなのだ」

　苦にが々にがしくタイラーを見やりながら、フジ参さん謀ぼう長ちようは説明を続けた。

「それまで、両軍のレーダーがはっきりと捉とらえていた『信濃』が、忽こつ然ぜんと行方ゆくえをくらましてしまったのだ。突とつ如じよとして潜せん伏ぷく行動に入ったと思っていい」

「そりゃまたナンデ？」

「わからん。わかれば苦労せん！」

「ア、ソリャソ～ダ」

　タイラー、扇せん子すを広げて思わず自分の額ひたいを打った。

「さて『信濃』が潜伏行動に入ってから地球標ひよう準じゆん時間にして三日目、つまり一週間前だが、ベガ宙域を航こう行こう中のわが輸ゆ送そう船せん『出雲いずも丸』が何者かの手によって撃げき沈ちんされた」

「や～よくあることよくあること」

　タイラーがまぜっかえす。

「よくあることではないッ！」

　ムキになって、フジ中将が叫さけんだ。「ベガ宙域Ｓ―２７６は、我が領土の奥深く、ラアルゴンが出しゆつ没ぼつするような宙域ではないし、治安もよかった。これまではな……」

「ナルホド」

「一瞬の出来事だったらしい。襲しゆう撃げき者はよほどの迅じん速そくさで目的を達して遁とん走そうしたのだろう。『出雲丸』はただ一名の生存者もなく、積み荷のアゲオカイト鉱こう石せき６万トンは船もろとも灰かい燼じんに帰した。ただ……」

「ただ……？」

「撃沈される間際、『出雲丸』の船長はＳＯＳとともに奇き妙みような電文を残した。『ワレ巨大ナ戦艦ニ襲撃サル』というのだ」

「話が出来すぎだと思いませんか？」

　タイラーが言った。

「話はまだある」

　フジ中将は渋じゆう面めんのまま、説明を続ける。

「『出雲丸』が襲撃された二日後、今度はリゲル宙域Ｄ―９８７で、タンカー『新し発ば田た丸まる』が撃げき沈ちんされた。手口は『出雲丸』のときとまったく同じ。『新発田丸』の積み荷は惑わく星せいラブーンで採さい掘くつされた貴重な濃のう縮しゆくチバニューム燃ねん料りよう３５０万トンだ。冥めい王おう星せいの電力プラントで地球にレーザー転送されるはずだったエネルギー源げんだ。その燃料が32名の乗組員もろとも、宇宙の塵ちりと消えた。おかげで地球は今、非常の節電を余よ儀ぎなくされている」

「それも『信濃』の仕し業わざですか？」

「間違いない。やはり巨大な船を見たという、乗組員の声が回収されたボイスレコーダーに残っていたし、巨大なタンカーを一いち撃げきで破は壊かいできるのは戦艦の主しゆ砲ほうだけだ」

「やっぱナンカ、話が出来すぎなんだよね」

　タイラーは首をひねった。「いくら発はつ狂きようしても、機械がすることとは思えないな。誰だれか、蔭かげで糸を引いてんのとちがう？」

「ところがまだ続きがあってな、タイラー中将」

　フジ中将は航宙図を指し示し、

「『新し発ば田た丸まる』の翌日、つまり地球標準時間の四日前だ。今度は巡じゆん洋よう艦かん『穂ほ高だか』がやられた。なんとリゲル宙域とは太陽系をはさんで逆方向、４００光年も離はなれたフォーマルハウト宙域を単独でパトロール航行中をだ。『穂高』の艦長イイジマ大佐は『信濃』の特とく徴ちようあるシルエットをはっきりと識別して報告しておる。しかしその直後に『穂高』は圧あつ倒とう的な火力で瞬しゆん時じにして分解されてしまった。むろ、３８７名の乗員もな」

「『穂高』といったら、『阿あ蘇そ』の同型艦でありますね」

　タイラーが訊きいた。

「そうだ、ＮＣＣ―３７４１。イイジマ大佐はヤマモト参さん謀ぼうと士官学校で同期だった。有能な男だ。それがほとんど抵てい抗こうらしい抵抗もできずにやられている」

「なるほど」

　うなずくタイラー。

「『阿蘇』タイプは、巡洋艦としては格段に強力です。それが一瞬にして撃げき沈ちんされたとなると、『信濃』は相当に手ごわいですなあ……」

「貴官なら、なんとかしてくれるのだろうな、タイラー中将」

「ま、ね」

　タイラーはサラリと言った。「宇宙軍に入隊して以来、初めての休きゆう暇かをこんな形で呼び戻もどされたんです。それくらいの期待はされてもバチは当たらんでしょう」

　タイラーの言葉に噓うそはない。彼の勤務評定はともかく、皆勤ぶりだけは賞しよう賛さんに値するものであった。

「そうだ。期待している」

　アンダーソン長官は真ま顔がおで言った。「我が軍の勢力圏下で白はく昼ちゆう堂どう々どうと輸ゆ送そう船せんやタンカーを沈しずめられ、あまつさえ巡洋艦まで犠ぎ牲せいになったのだ。これは我が惑わく星せい連合艦隊に対する挑ちよう戦せんである。たとえ相手が機械であったとしても、いかで看かん過かできようか」

「それにな、タイラー提てい督とく」

　フジ中将が声のトーンを落として言った。「ここだけの話だが……、いや、貴官にわざわざ来てもらったのは他ほかでもない」

「なにか？」

「フォーマルハウト宙域Ｆ―５５１、つまり『穂高』が撃げき沈ちんされた場所で発見された船体の破片だ」

　スクリーンに、２メートル四方ほどの金属片が映し出された。

「おそらく『穂高』の装そう甲こう鈑ばんの一部と思われる。問題なのは、その表面に残されていたメッセージだ」

「は？」

　タイラーは目を見張った。金色に輝く特とく殊しゆ合金の表面に、黒く刻きざまれたその文字は、こう読めた。





『惑星連合宇宙軍中将　ジャスティ・ウエキ・タイラーに告ぐ




我は御おん身みに復ふく讐しゆうを誓ちかいし者なり

貴官との対決を心より望む

貴官が自ら乗り出すまで何隻せきでも破は壊かいしてやる

大宇宙の墓はか場ばは御身を待っているぞ




復讐者より』　






「なんともはや」

　タイラーは驚おどろいた。「センスのない文章ですなあ……」

「そういう問題ではない！」

　フジ中将がヒステリックに叫さけぶ。

「このメッセージは『穂ほ高だか』の装そう甲こう鈑ばんに、レーザーで刻きざまれていた。何者かは知らんが異常な執しゆう念ねんだ」

　アンダーソンが言った。「タイラー中将、この〝復讐者〟なる者に、心あたりはないかね？」

「まったく身に覚えはございません」

　タイラーは大たい言げん壮そう語ごした。偽いつわりではない。彼には本当に身に覚えがなかったのだ。

「小官を慕したってくれている者は敵にも味方にも、それこそ数知れずおりますが、怨うらみを抱いだくものなど、見当もつきませんなァ。そんな者がいるのでしょうか？」

『ここにも一人いるぞ！』

　フジ中将は、もう少しで叫さけび出すところであった。

　無む垢くといえば無垢、人を疑うことを知らない、また人の心中を量はかることのできないタイラーにして初めて言える台詞せりふである。

　悪気はまったくないのである。いや、だからこそフジ中将などには許せない。

「そうか……」

　アンダーソン長官は、頭を抱かかえた。「だがな、タイラー。直接貴官を名指しで挑ちよう戦せんして来たのだ。これはほっておくわけにもいかんでな……」

「その点なら、ご心配なく」

　タイラーは胸を張った。「たとえ根も葉もない逆さか恨うらみでも、罪つみもない民間船を襲おそうとは言こん語ご道どう断だん。このタイラーが天てん下か万ばん民みんになり代わって成せい敗ばいしてくれます」

「そうか。そうなら話は早い」

　フジ中将はうなずいた。彼にしてみれば『復ふく讐しゆう者』の気持ちは、とてもよくわかる。

「ただちに艦かん隊たいを率ひきいて、出しゆつ撃げきしてもらいたい」

「心得ました」

「何者がバックについているかは知らんが」

　親心でアンダーソンは言った。「相手は超ちよう新しん鋭えいの巨大戦艦だ。くれぐれも油断するな」

「どうぞご心配なく」

　いつもの調子で答えるタイラー。「その代り、帰ったら休きゆう暇かの続きをお忘れなく。今度は銀河一周旅行がしたいですな。もちろん費用は全部宇宙軍もちでね」

「いいだろう」

　フジ中将が意地悪くほくそ笑んだ。「生きて帰れたらな」







「今回は、同行できないのがまことに残念ですが……」

　惑わく星せい連合艦隊火星基地、ダイモス軌き道どう上のステーションドック。その構内をタイラーと並んで歩きながらヤマモトは言う。

「どうか御無事で。新しん婚こん早々、ユリコさんを未亡人なんかにしたら、それこそ承知しませんよ」

「心配すんな」

　親の心子知らずで、タイラーはあいかわらず軽い。「ハイスクール時代に占うらなってもらった手て相そう師しによると、僕ァ１３０歳まで生きるそうだ」

　あと１００年以上ある。３世紀にまたがって生きるわけである。

「自分も信じていますけどね……」

　ヤマモトは釈しやく然ぜんとしない表情のまま、敬礼した。

「これが今回の命令書です。部下の言うことをよく聞いて、慎しん重ちように行動してくださいね」

「わあったわあった」

　タイラーは命令書をひったくるようにして、ドックに通じるベルトウェイに乗った。

「苦労の絶えない人だ……」

　本人が、ではなくてまわりの人間が、だ。ヤマモトはその背中を見送る。なぜだかは知らないが、今回に限っては胸むな騒さわぎが消えない。

『やはり、無理を承知で同行を志願すべきだったかな……』

　ヤマモトはふと思ったが、

「いや！」

　と、その考えを否定するかのように首を振ふった。

　いずれ、あの人は独力でなにかとてつもないことを成なし遂とげる人だ。自分の力など必要ともしなくなるであろう。今回の事件はその、ちょっとした予行演習のようなものだと、ヤマモトは無理に言いきかせようとした。

『儂わしらは見守るだけでいい』

　ハイフェッツ少将の言葉が、ふと脳裏をよぎった。







　７００隻からの艦ふねが収容されているステーションドックの眺ながめは壮そう大だいである。

　もともと、そうした光景を見ていることの好きなタイラーは、退たい屈くつしない。ベルトウェイ上をゆっくりと、彼の旗き艦かん『摂せつ津つ』に運ばれるまでの間、じゅうぶんにその眺めを堪たん能のうした。

「タイラー提てい督とく！」

　元気のいい声に思わず振ふり返ると、コジロー・サカイ大たい尉いだった。

「やあサカイか。元気そうでなにより」

「新しん婚こん早々、御苦労さまです」

「これも仕事さ」

　うそぶくタイラー。

「ところでサカイ大尉、君んとこにあずけてあるユーミとエィミィは、元気してるかい」

「逸いつ材ざいですよ、二人とも」

　サカイは笑顔で言った。「女にしておくのが惜おしいです」

　この口ぶりなら、サカイの女性恐きよう怖ふ症しようも、以前に比べて軽くなったのだろう。

「そんなに有望か？」

「パイロットとしての腕うで前まえのほうもさることながら、双ふた子ごの強味ですね、簡単なテレパシーが使えるみたいなんです」

「へええ」

　タイラー、軽く驚おどろいた。「じゃ、掘ほり出だし物ものだったわけだ」

「ええ。一対一ならまだまだなんですが、二人でペアを組むと強いです。敵の位置や、次に何をするかまでわかっちまうみたいなんです。俺おれとシラギクとのペアで二対二の模擬空戦アグレツサーをやっても、三本に一本は取られちまう」

　最後のところは少々悔くやしそうに言った。

「天下のサカイ・シラギクコンビから三本に一本取れるならたいしたもんだ。双子の美人撃げき墜つい王おうとして売り出せるぞ」

「そうですね」

　サカイは笑って、「無敵のハナー・シスターズ。コードネームはバブルボール・ジェミニなんてのはどうです？」

「それ、買いだ」

　タイラーは悪くないぞという風にうなずいた。「初うい陣じんは、ぜひとも僕の艦かん隊たいで飾かざって欲しいもんだ」

「じゃ、自分はここで」

「出撃かい？」

「ええ、惑わく星せいフォンテの、内乱鎮ちん圧あつです。空母『オリスカニーⅦ』からの上空援えん護ごですと。あまり気乗りのしない任務ですね」

「そう言いながら、しっかりスコアは稼かせぐんだろう」

「当たり！　今のうちに伸のばせるだけ伸ばしておかないと、あの双子に追いつかれちまいそうなんでね。撃墜記録を女にだけは抜ぬかれたくない」

　そう言いながら、わずか３年後には、ハナー・シスターズに撃墜数で並ばれてしまうサカイなのであった。

　戦艦『摂せつ津つ』は、ドックの端はしに停てい泊はくしていた。その隣となりに錨いかりを降ろしているのは、懐なつかしい『阿あ蘇そ』である。

『摂津』のブリッジから見える『阿蘇』は、建造されて３年にもならないというのにかなり破は損そんが目立つ状態になっていた。あちこちが凹へこみ、塗と装そうが剝はげ、まるで老ろう朽きゆう艦かんのようにさえ見える。

「無理させたからなぁ……」

　タイラー、柄がらにもなく思ってみたりもする。「このぶんじゃ、あと２、３回も航こう海かいに出たら、予よ備び役えきに編入されてスクラップだろう……」

「提てい督とく、全艦隊発進準備完了です」

『摂せつ津つ』艦長、ノリユキ・タカネザワ大佐が敬礼しながら報告してきた。41歳になるベテラン艦長である。特別優秀とは言えないが任務には精勤で、安心して艦を任せることができる。

「御苦労」

　タイラーは提督席にどっかとばかりに腰を落とし、

「早いとこ片ァつけて、帰ろうね」

　と、ブリッジにいる面めん々めんを激げき励れいした。

　今回、タイラーに与あたえられた艦隊は少ない。

『信濃しなの』の人工知能の反乱は、まだマスコミには伝えられていない。もし漏もれたらえらいことになる。それを慮おもんばかっての、隠おん密みつ裡りの作戦行動ということもあるが、どうも艦隊編成を司つかさどるフジ中将が、裏であれこれと画かく策さくしたらしい。とにかく、今回タイラーに与あたえられた艦隊は２隻せきの戦艦『摂津』と『讃岐さぬき』以下、４隻の重じゆう巡じゆんと６隻の軽巡、それに16隻の駆く逐ちく艦かんだけであった。

「これなら、少しよう将しよう時代のほうが大きかったなぁ……」と、タイラーはぼやいてみる。

　そこヘタカネザワ艦長が、一人の士官を連れて来た。

　メガネをかけた、小こ肥ぶとりの小男である。

「トオル・Ｊ・ヒラガー技ぎ術じゆつ中佐です」

　と、タカネザワ大佐が紹しよう介かいした。「提てい督とくも御存知でしょう。『信濃』の主任設計者です。『信濃』のことなら何から何まで知っているというので、今回同行します」

「ヒラガーです」

　尊そん大だいな態度で、ヒラガーは言った。

「あっ、そう」

　タイラーはヒラガーの顔も見ずにうなずいたが、それはヒラガーのプライドを、いたく刺し激げきした。

「ま、そのうち頼たのむかもしれないから、邪じや魔まにならないよう、どこかそのへんの予備座ざ席せきに座すわってて」

「閣かつ下か、私がいなければ『信濃』は手に負おえませんぞ」

　キッとなって言うヒラガーに、

「君がいても、手に負えなかったじゃないの」

　タイラーの鋭するどい切り返し。

「ぐっ……」

　痛いところを突つかれて、ヒラガーは絶句した。

『青あお二に才さい提てい督とくめ！　今に吠ほえづらかくなよ……』

　自分のことは棚たなに上げ、彼は思ったが、この場は黙だまって引き下がるしかなかった。言われた通り、予備座席に着く。

「発進！」

『摂津』はゲートを滑すべり出した。

　ドックの中を進むうち、タイラーの目にひときわ巨大な戦艦の姿が映った。ステーションドックの中で、いちばんいい場所を占せん領りようしている。

　全長は、ざっと見て１５００メートル。『信濃』より長い。ただ、全体にやや細ほそ身みである。いかにもスピードはありそうだ。

「あの艦ふねは？」

　タイラーが言うと、

「巡じゆう洋よう戦せん艦かん『六ろつ甲こう』です」

　と、タカネザワ艦長が答えた。「御存知なかったので？」

「あんまりそういうことには、興きよう味みないんだ」

　提てい督とくにあるまじく、タイラーは言ってのけた。「あれも新型？」

「はい。装そう甲こうは『信濃』よりも薄うすいですが、そのぶん高速で、火力も同程度です。ただし人工知能は『信濃』ほど複ふく雑ざつではありません。それでもあの巨大さは、比ひ類るいなきものです。期待の新戦力です」

「ふうん」

「我が惑わく星せい連合宇宙軍は、『信濃』級戦艦８隻せき、『六甲』級巡洋戦艦８隻を建造して、宇宙最強の八・八艦隊を配備する計画でした」

　タカネザワ艦長の説せつ明めいに、

「最初の一隻でけつまずいてちゃ、世話ァねぇなあ……」

　と、タイラーはあきれ声で言った。

「悪かったですね」

　ブスッとして、ヒラガーが言った。

「アレッ、聞いてた？」

「聞こえますよ！」

「ブワッハッハ、気にしない気にしない。忘れてくれ」

　たぶんヒラガー中佐は、一生忘れないだろう。

「提督、『六甲』を設計したのも、ヒラガー中佐なのです」

　タカネザワがそっと耳打ちした。

「あっ、そ」

　ドックを出たタイラー麾き下かの各艦は、ダイモス衛えい星せい軌き道どう上で艦隊を組み、外宇宙へと向かった。

　もっとも、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの『信濃』を迎むかえ撃うつために、どこの宙域へ向かうかは、艦隊参さん謀ぼうたちにとっても頭の痛いところであった。

「なに、こっちが出しゆつ撃げきしたことは、敵も知っているよ」

　タイラーは懸け念ねんする幕ばく僚りようたちを前に、いともあっさりと言ってのけた。「なにしろ、派は手でに宣伝したからねぇ」

　タイラーはマスコミを逆手に取ったのである。連合宇宙軍きっての人気者、タイラー提督が自身の小艦隊を率ひきいて演習に出たというニュースは、三次元立体テレビの全銀河ネットワークニュースで、派手に報道された。

　復ふく讐しゆう者を名乗る敵が、そして『信濃』がそれを見み逃のがすはずがない。必ず仕し掛かけてくるだろう。こちらはそれまで、好きなところブラつきながら待っていればよい。

「果報は寝ねて待てだよ。ウン」

　そう言ってタイラーは、豪ごう快かいに笑った。参謀たちは困こん惑わく顔がおだが、知ったこっちゃない。

　反応は、すぐにあった。

『最も寄よりの艦隊！　ミラ宙域Ｙ―６１９へ急行されたし！』

　という電文が、『摂せつ津つ』のブリッジに届とどいたのは、出撃して３時間もたたない頃ころだった。発信主は豪ごう華か客船『夜の女王』号の船長、アンドレア・マクリーン。銀河遊ゆう覧らん航こう海かい中を、突とつ然ぜん現れた巨大戦艦に急きゆう襲しゆうされたというのだ。電文はその後、ＳＯＳの連打で終わっていた。

「近いですね」

　タカネザワ艦長が言った。「一回のワープで、急行できますよ。我が艦隊が、いちばん近い」

「罠わなかも知れません」

　艦隊先任参さん謀ぼうのアームストロング・アズマ准じゆん将しようが言った。

「罠に決まっている」

　タイラーは言った。「そこに飛び込んでいくから、面おも白しろいんじゃないか」

　こう言われては、アズマ参謀も返す言葉がない。

「ただちにワープに入る！」

　ミラ宙域といえば、惑わく星せい連合艦隊のお膝ひざ元もともいいところだ。豪華客船がのんびりと航行しているのを見ても、それは明らかだった。そこに敵艦が出しゆつ没ぼつするというのだから、おだやかではない。

　超空間の繭ハイパー・コクーンで艦体を包んでワープ航法中、タイラーは手にした成なり田た山さんのお守まもりをじっと見ていた。

「奥おくさんからですか？」

　タカネザワ艦長が歯を見せながら訊きいた。

「そうだよ」

　タイラーは、はにかみながら言った。

「いいですなあ、新しん婚こん。うちの古女房と、取り替かえてくださいよ」

「いやだ」

　タイラーは真ま顔がおで言った。こればかりは冗じよう談だんにならないらしい。

　出しゆつ撃げき前、慌あわただしい準備の中で、ユリコはタイラーにお守りを渡しながら言ったものだ。

「ジャスティ、これを持ってて」

　ユリコは笑って、タイラーを送り出したかったのだろうが、わずかに目もとがその計画を台なしにしていた。そこにはどんな宝ほう石せきよりも美しい真しん珠じゆが光っていたのだ。

「これさえ持っていれば、あなたはきっと私のところに、帰って来るわ」

「帰るさ」

　タイラはユリコの手を握にぎって、固く誓ちかった。「最悪の場合は、遺い骨こつになってでもね」

　その直後、タイラーはユリコからボコボコに殴なぐられたことは言うまでもない。

「人がせっかく冗談で気持ちをほぐしてやろうとしたのに、通じないんだから……」

　タイラーは提てい督とく席せきでひとりごちた。「しっかし、出撃のたんびにあんなに泣かれたんじゃあ、これから先、かなわんなァ……」

「ワープ解除します」

　オペレーターが報告する。

　艦かん隊たいは、超空間の繭ハイパー・コクーンを解除して、通常空間に出た。ミラ宙域Ｙ―６１９。だが、なにか様子がおかしい。

　いや、異常があるのは覚かく悟ごの上で来た。なのにここには異常がない。敵の影かげすらない。みごとなくらいに、なんにもないのである。

　拍ひよう子し抜ぬけとは、このことだろう。

「ワープ座ざ標ひようを間違えたんじゃないの？」

　タイラーの言葉に、

「私もそんな気がしてきました」

　タカネザワ艦長がうなずいた。

「レーダー反応あり」

　オペレーターの報告。「船せん舶ぱく、勢力１。接近します」

「識別信号知らせ！」

　艦長が叫さけんだ。

「豪ごう華か客船です。識別コードＱＸ―１７３６５、『夜の女王』号と判明」

「なに？　無事だったのか」

　よもや『信濃しなの』に襲しゆう撃げきされた『夜の女王』号が、無事とは思わなかったのであろう。タカネザワ艦長の声は意外そうであった。

「無む傷きずです」

「艦長！　『夜の女王』号から入電！」

　艦隊通信士が叫ぶ。「通常信号です」

「読め」

「はい。『我ガ進路ヲ妨ぼう害がいスルナ』！」

「なんだと？」

　これにはタカネザワ艦長も仰ぎよう天てんした。「こっちはＳＯＳを聞いて、おっとり刀がたなでかけつけてやったんだぞ。その艦隊に対してなんたる無礼な！」

「ですが艦長……」

　困こん惑わくしきった顔で、通信士が言った。「その旨むね照会してみましたが、ＳＯＳを打電した覚えなどないそうです」

「馬鹿な！」

「また入電しました。『寝ボケテイタノト違ウカ？　早クドケ』『夜の女王』号船長、アンドレア・マクリーン」

「いけない！」

　叫んだのはヒラガーだ。「艦長、ただちに全艦隊を、この宙域から離り脱だつさせてください！　でないと……」

「わかった！」

　艦長より早く、タイラーが叫んだ。

「全艦、ただちにこの宙域を離脱！」

　だが、タイラーのその命令は、遅おそかった。

「操そう縦じゆう不能！」

　操そう舵だ手しゆの絶ぜつ叫きよう！　「全艦、操縦不能です！」

「艦隊全部がか？」

「はい」

　次に絶叫したのは、砲ほう術じゆつ士し官かんだった。

「主砲のエネルギーが、勝手に充じゆう塡てんされていきます！」

「なんだと！」

　普ふ段だんは沈ちん着ちやく冷静なタカネザワ艦長も、このときばかりは狼ろう狽ばいした。ベテラン艦長にとって、乗り慣れた艦ふねは自分の手足のようなものである。その艦が勝手に動くとは、まさに自分の体が自分の意志通りに動かないのにも等しい。

「砲ほう塔とうへのエネルギー伝路をカットしろ！」

「やっていますが、ブリッジからの入力を一切受け付けません！」

「まさか！」

　タカネザワは叫んだ。「本艦より上位の、艦隊指揮コードを持つ戦艦が、近くにいるというのか……！」

　言いかけて、はっとしたようにヒラガー中佐を見る。

　ヒラガーは補ほ助じよ席せきで、蒼あおくなっていた。

「エネルギー充塡率りつ１２０パーセント、フルパワー！」

「照準は？」

　タカネザワが訊きいた。声がうわずっている。

「『夜の女王』号です！」

　聞くまでもなかった。「う、撃うちまぁす！　ワア～ッ！」

　絶叫、そして閃せん光こう──。

『夜の女王』号は艦隊の斉せい射しやを受けて、瞬しゆん時じにして分解されてしまった。船客、乗員を併あわせて犠ぎ牲せい者は１５７６名……。

　その中には、某ぼう惑わく星せいの大使、お忍しのびで休きゆう暇かを楽しんでいた惑わく星せい連合議会の上院議員、そしてディナーショーのゲストとして乗船していた人気アイドルのシズカ・マリナーがいた。







「判決！」

　惑星連合宇宙軍法会議議長、アスカ・コリア准じゆん少しようは、冷たいアルトで言った。

「票ひよう決けつの結果、第１１４艦かん隊たいの全将兵の軍務権限を停てい止しする。特別調査団による調査結果は、追って報告するが、それまでは全員、憲けん兵ぺい隊たいの監かん視し下に置かれる」

　コリア女史は惑星連合宇宙軍では八人しかいない女性将官の一人だった。37歳。離り婚こん歴れきあり。かつては惑星連合きっての才さい媛えんと謳うたわれたほどだから、もちろん美人である。

　だが、こんな無機的な辞じ令れいは、美人の声で言われたほうがよけいにこたえるというものだ。

『ユリコ、お前はこんな冷たい女になるなよ……』

　後ろ手に電子手て錠じようをかけられたタイラーは、被ひ告こく席せきで彼女を見上げながら思った。

　左右には、銃じゆうを構えた屈くつ強きような憲兵が控ひかえている。

「なお、事件の最高責任者であるジャスティ・ウエキ・タイラー中将に関しては、軍ぐん籍せきを剝はく奪だつせよとの声が圧あつ倒とう的なれど、公平に鑑かんがみ、罪つみ一等を減げんじて二等兵に降格。正確な調査結果が出るまでは処しよ分ぶん保留とする」

　そんなタイラーの心を知ってか知らいでか、コリア准将は冷たく言い放った。

『なにが公平なものか！』

　傍ぼう聴ちよう席せきでヤマモトは、激はげしい憤いきどおりを感じていた。これではアンチ・タイラー派はにとっては願ったりかなったりではないか。軍籍を剝奪するより、中将から一いつ挙きよに最下等の二等兵に降格してさらし物にしようという魂こん胆たんは見えミエだった。あまりにもあけすけすぎて可か愛わいいほどだ。

　自分がついていたらと、ヤマモトは思ったが、事態をよく考えてみたら、自分がいてどうにかなったとも思えなかった。しかし、歯は痒がゆい──。

「閉へい廷てい！」

　コリア准将は冷たくいい、陪ばい審しん員いんと傍ぼう聴ちよう人にんは席を立ち、タイラー以下被告の主だった者は連行されていった。

　陪審員の主席は、フジ中将である。なにをかいわんやであった。

　ヤマモトは傍聴人の末席にユリコの姿を認め、思わず声をかけた。

　彼女の力になれない自分を知っていながら──。







　護ご送そう車へと運ばれる廊ろう下かで、フジ中将はタイラーの肩を叩たたいた。

「やあ、タイラー二等兵」

　三年ぶんの溜りゆう飲いんを、いっきに下げたという顔で、中将は言った。「私と同タ格メだったのも、たった二週間だったねえ。実に残念だよ」

　我が世の春を謳おう歌かしながら、フジ中将は笑顔をこらえるのに苦労していた。

「しかしまあ、きみにはそれくらいの階級が、もともと相そう場ばじゃないのかい」

　そう言って、中将はタイラーの肩章を剝はぎ取った。

　だが、タイラーは飄ひよう々ひようとしたものだった。いつもと少しも、その表情は変わってはいなかったのである。

　それがフジ中将には、不満だった。

「なにか言いたいことがあるかね、タイラーもと中将」

「ありません」

　タイラーは涼すずしい顔で言った。「たまにはこういう、つまずきも面おも白しろいものですよ。しかし、濡ぬれ衣ぎぬとはいえ、どうにもこうにもこりゃあシャクだったなぁ」

　呆ぼう然ぜんとしてタイラーの背中を見送りながら、フジ中将は思った。

　全力を上げて、こいつを十三階段送りにしてやると──。














第六章　ユリコの闘たたかい









『信濃しなの』の行方ゆくえを必死になって追い続けていたのは、惑星連合艦かん隊たいだけではなかった。

　いや、それ以上の熱意と執しゆう念ねん深ぶかさをもって、ラアルゴン帝国はくまなく領土内を探たん索さくしていたのである。

　とりわけ国防長官ル・バラバ・ドムの執しつ拗ようさはいつにも増してすさまじかった。

　なにしろ自分が直接任命し、万全を期して派は遣けんしたアスタ・ナ・ホワン提てい督とくの艦隊が、まったくなんの抵てい抗こうもできずに全ぜん滅めつしてしまったのである。責任感の強いドムにしてみれば、ホワンは自分の身み代がわりになって死んだようなものだ。

「草の根分けても探し出せ！」

　気き鋭えいの国防長官は、そのルビー色の瞳ひとみを文字通り血ち眼まなこにして命令した。

　ラアルゴン帝てい国こくの、ほとんどすべての艦隊がこの任務に動員された。このときばかりはラアルゴン帝国も惑星連合も、宇宙の果てですれ違っても互たがいに交戦することもなく、ただ１隻せきの戦艦を追い求めたのである。

　にもかかわらず『信濃』の行方は、杳ようとして知れないのだ。

　泰たい山ざん鳴めい動どう鼠ねずみ一いつ匹ぴきというが、その鼠さえ出てこなかった。

　いや、思いもかけぬ情報が、ドムのもとに届とどけられたのである。その情報は、ただでさえ不ふ機き嫌げんな国防長官を、よりいっそう不機嫌にさせた。

「タイラーが失しつ脚きやくしただと？」

　緋ひ色いろの髪かみが、逆さか立だった。「なにかの間ま違ちがいではないのか？」

『残念ながら事実です』

　かつての副官、いまは中央艦隊司令にまで昇しよう進しんしたバルサロームがスクリーンの向こうで言う。『密ひそかに地球に放った密みつ偵ていの報告では、例の『夜の女王』号事件の責任を取らされたようです』

「あんなもの、罠わなに決まっておるわ！」

　ドムは思わず通信スクリーンを叩たたきつけた。この美び丈じよう夫ふのやつ当たりの凄すさまじさは、もはや伝説である。不ふ機き嫌げんなことを知っている部下たちは誰一人として彼の側に近寄ろうともしない。うっかり逆げき鱗りんに触ふれて射殺されたりしては目も当てられない。

「あんな初歩的な罠が見み抜ぬけぬほど、地球人どもの首脳部にはぼんくらが揃そろっておるのか！　いや……それとも……」

『おそらく、地球の首脳部もうすうす感づいてはいるのでしょう』

　バルサロームが言った。ドムほどではないが、やはり一いつ騎き当とう千せんの強者である。堅けん実じつな艦隊運用には定評があった。

「知っていて、タイラーに濡ぬれ衣ぎぬを着せているというのか？」

『御ぎよ意い』

「なぜだ？」

『タイラー提てい督とくは、どうやらすべての地球人に慕したわれてはおりませぬゆえ……』

「馬鹿な！　それこそ利り敵てき行為ではないか」

　ドムは憤ふん慨がいした。「地球人の中で、どうにか我々とまともに渡り合えるのはタイラーだけなのに、そのタイラーを幽ゆう閉へいしてどうする！　目先のことにばかり捕とらわれおって。まったく、敵とはいえ度どし難がたい馬鹿どもだ！」

『ですがドム様』

「なんだ？」

『タイラー提てい督とくがいなければ、我々の地球侵しん攻こう作戦もはかどるのでは？』

「馬鹿が！」

　ドムは百ひやく雷らいの勢いで一いつ喝かつし、バルサロームはスクリーンの向こう側で首をすくめた。

「タイラーのいない地球艦かん隊たいなどに勝ったところで、面白うないわ！」

『…………』

「タイラーと正面から堂々と戦い、勝利を収おさめてこそ武ぶ人じんとしての価値もある。能なしどもに勝っても自じ慢まんにならぬ。それに……」

　奴やつには借りもあると言おうとして、ドムは思わず口ごもった。彼自身、認めたくないことだった。

『ではドム閣かつ下かは……』

　恐きよう縮しゆくしながらも、バルサロームは言った。『地球人どもが、嫌いやでもタイラーに頼たよらざるを得ない状じよう況きようにまで、奴らを追い込んでやるおつもりで？』

「そちもなかなかわかっておるではないか。バルサローム」

『ドム閣下の副官も長かったですからな』

　ニヤリと笑うバルサローム。

「タイラーに対する援えん護ご射しや撃げきか、面白い」

　ドムはひさびさに、笑顔を見せて、

「それに、奴に対して借りを返すことにもなる。考えてみよう。バルサローム！」

『は』

「このことは、他た言ごん無む用ようぞ」

『心得ておりまする』

　律りち義ぎな提督は、スクリーンの前にかしこまった。







「元気を出してください」

　地球。季節は秋である。

　落ち葉の舗ほ道どうのはるか向こうに宇宙港があり、今しも巨大なシャトルが発進していくところだった。

　マコト・ヤマモト准じゆん将しようは飲のむつもりもないコーヒーのカップをせわしなくスプーンで搔かき回しながら、目の前のタイラー夫人を見た。

　どこから見ても非の打ちどころのない美人だが、今はそれに憂うれいという最高の化け粧しよう品が加わって、いやが上にも彼女を魅み力りよく的に見せている……というのはヤマモトの考えすぎであろうか。

「辛つらいでしょうが、こういうときこそあなたがタイラー提てい督とくの心の支えになっていただかないと……」

　そしてあなたの支えには、この自分でよろしければ……である。

「ご心配していただいてありがとうございます」

　ユリコの声は意外に明るく、いつものように弾はずんでいた。

「でも、私は落ち込んでなどいませんわ」

「は？」

　これはヤマモト、やや意外だった。いや、心外だった。

「いえ、落ち込んでなどいられません。だってあの人が、当の本人が、少しもメゲたりしていないんですもの」

「タイラー提督が、ですか？」

「タイラー二等兵が、です」

　ユリコは言って、自分の冗じよう談だんにさもおかしそうに笑ってみせた。いや、本当におかしかったのかもしれない。

「しかし、あんな濡ぬれ衣ぎぬを着せられて……」

「わかっています」

　毅き然ぜんとした態度で、ユリコは言った。「私だって、軍人の端はしくれです。だいたいのからくりは、見えていますわ」

「これはどうも、申し訳ない」

　ヤマモトは頭を搔かいた。

「しかし濡れ衣とわかっていて、それならそれで、なぜ？」

「なぜでしょうね」

　ユリコは微かすかに微笑ほほえんで、

「もしかしたら、このままでいいと思っているのかも知れませんわ。私自身……」

「と、いいますと？」

「ヤマモトさん、ジャスティが、こんなことになったと知ったとき、私がなんと思ったと思われます？」

「さあ……」

「これであの人は、ずっと地球にいてくれる。そして、こんなことになった以上は、この私を頼たよりにしてくれる。不ふ謹きん慎しんにもそう思ったんです、私……」

『あの三宇宙一の果報者め！』

　ヤマモトはその瞬しゆん間かん、心の底からタイラーに嫉しつ妬としたのであった。これほどの女ひ性とから、これほどまでに想おもわれているタイラーに対して……。

「でも、負けでした」

　ユリコは言う。窓から差し込む秋の夕ゆう陽ひが、その頰ほおと髪かみを美しく彩いろどった。

「あの人、やっぱり完かん璧ぺきでしたわ。私を頼りにするどころか、全然元気なんですもの。いかにも堂々として、媚こびるということを知りません」

「ですからこっちは、こんなに心配しているんですけどね」

「いいんですよ、それで」

　ユリコは少し寂さびしそうに、しかし誇ほこりをもって言ったのだった。

「あの人を、ジャスティ・ウエキ・タイラーを、私一人だけのものにしようという企たくらみは、やはり僭せん越えつでしたわ。あの人は、みんなのタイラー閣かつ下かなのです。私のポケットには、大きすぎます。今度のことで、それがよくわかりました」

「奥さんッ！」

　ヤマモトはユリコ夫人の手を両手で握にぎりしめた。泣いていた。

「よくぞ、タイラー閣かつ下かと結けつ婚こんしてくださいました！　その内ない助じよの功こう、高こう潔けつなお人ひと柄がら、このヤマモト、終しゆう生せい忘れません。忘れませんともッ！」

　テーブルに額ひたいを擦すりつけるようなヤマモトのしぐさに、ウエイトレスや他の客が思わず注目する。

「どうかそのお顔を上げてくださいな、ヤマモト准じゆん将しよう」

　ユリコはねぎらうように言った。別に感動したのではない。恥はずかしかったのだ。

「さしあたり、どうします？」

　涙をふきふき、ヤマモトは言った。

「そうですね。主人にはくれぐれも馬鹿なことを考えないように、申しておきますわ」

「タイラー閣下がおとなしく言うことをきくでしょうか？」

「きかせますわ」

　ユリコは言った。「今は私のほうが、ずっと上官なんですもの」

　そのときヤマモトのポケットベルが鳴った。







「マコト・ヤマモト准将、出頭しました」

「御苦労」

　敬礼するヤマモトの顔を、フジ中将はねぎらうように見て、

「まあかけたまえ、ヤマモト少将」

　と席を勧すすめた。

「少将？　自分がですか」

　28歳で少将。どうも実感が湧わかない。タイラーというスピード出世の顕けん著ちよな例をすぐ側そばで見てきたせいで遅おそく感じるかも知れないが、これだってヤマモトが士官学校時代に考えていた理想的な昇しよう進しんのスピードよりずっと早い。殉職にかいきゆうとくしんもしないで、よくこの若さでここまでこれたものだ。

「そうだよ。まだ正式ではないが、たったいま辞じ令れいが来た。おめでとう」

　そう言われても、今はとても素直に喜べないヤマモトである。

「惑星連合宇宙軍も、いよいよ階級の大安売りが始まったようですな」

「その台詞せりふは、いつか前にも君の口から聞いた覚えがあるぞ。そうそう、あれは確かタイラーもと中将が、大佐に昇進し、君がその副官に任命されたときだったな」

「そうでした」

　あの頃のヤマモトと今のヤマモトとでは、タイラーに対する人物評価には天と地ほどの隔へだたりがあるが、あのときは心の底からそう言ったことは事実だった。

「ま、人事の空白を埋うめるための処置だよ」

　フジ中将はニヤニヤ笑いながら言った。「誰かさんが失しつ脚きやくしてくれたおかげでね。君もそれを望んでいたのではないか？」

「一年前なら」

　ヤマモトは正直だった。

「謙けん虚きよだな、ヤマモト少将」

　フジ中将は笑って、

「それでいい。そのほうが出世する。結局はな……」

　遠回しな言い方が、ヤマモトには不ふ愉ゆ快かいだった。フジ中将はヤマモトのことを褒ほめているつもりなのだろうが、それにもかかわらず、だ。

　タイラーはよく腹も立てずにヘラヘラしていられたものだ。

『それが、あの人の偉い大だいさだったのか……』

　ヤマモトはふと、そんなことを思ったのだった。

「でな、昇進早々、御苦労だが……」

　おいでなすったぞと、ヤマモトは思った。まず甘あまい餌えさで釣つっておいて、その後に過大な任務だ。軍隊の常じよう套とう手段である。いや、まだ餌をくれるだけましか……。

「君をタイラーの後任として、特別編成された『信濃しなの』捜そう索さく艦かん隊たい司令に任命する」

「『信濃』を自分が、ですか？」

「そうだ。今ならまだ断ことわれるが、その場合は准将のままだぞ」

「いえ、慎つつしんでお引き受けいたします」

　心にもないことを……と思いながら、ヤマモトは拝はい命めいした。いずれ、どうあっても断れない仕組みになっている。そういうものなのだ、軍隊に限らず組織の人事とは……。

「そうか。いや、助かったよ。君に断られたら、正直どうしようかと思っていた。あの『信濃』を相手にできそうなのは、我々の手て駒ごまの中ではいまや君だけだからね」

　喜き色しよくを満まん面めんに湛たたえながら、フジ中将は言った。「いや本当に助かる」

　どうせ断ったとしてもいずれは自分にお鉢はちが回ってくるのだ。だったら最初に引き受けて、感かん謝しやされたほうが得ではないか。断って睨にらまれるだけ損そんだ。ヤマモトの中ではそういう冷れい徹てつな計算がごく自然にはたらいたのである。

　しかし、なぜだか今回だけは、そんな打算的な自分が不思議に許せないヤマモトなのであった。

「出しゆつ撃げきは明朝〇五三〇。君の旗き艦かんは戦艦『駿河するが』ＮＣＣ―３１８４だ。副官はエドウィン・アーシュレイ准将。艦隊先任参さん謀ぼうはサンチョ・アグワイヨ大佐。以上だ。なにか質問は？」

「ありません」

「よろしい。では出撃までのわずかな休息を愉たのしみたまえ」

　惑星連合宇宙軍本部の長い廊ろう下かを歩きながら、ヤマモトの足は鉛なまりのように重かった。心はもっと重い。

　あのタイラーでさえ罠わなにはめられたほどの敵に、自分が勝てるのだろうか？　以前のヤマモトであれば、勇ゆう躍やくして任務を買ってでたところである。

　だが今は、責任の重さをひしひしと感じ、ともすればそのプレッシャーに潰つぶされそうになる。今まではタイラーという巨大な壁かべがあって、その無言の重圧から守ってくれていたことに、ヤマモトは初めて気がついた。

　そのタイラーは、今は鉄格子の中である。

　なんのことはない、タイラーを必要としていたのはヤマモトのほうだった。

「タイラー提てい督とく、あなたはプレッシャーというものを感じなかったのですか……」

　ヤマモトは今、自分がタイラーに及およばない器うつわであることを、初めてしみじみと実感させられているのであった。







　タイラー夫妻の新居は、地球のヨコハマ・ベイサイドエリアにあるかなり豪ごう華かな一戸建てであった。

　まだ梱こん包ぽうもほどいていない荷物の山をすり抜ぬけて、新居の寝しん室しつに入ったユリコは、ベッドに腰こし掛かけて、ひとつ、大きなため息をついた。

　夫ほど底抜けに明るいとは言えないが、ユリコの性格だってそれなりに前向きである。彼女の中の鬱うつ積せきしていた要素は、そのため息とともに、きれいさっぱり抜けてしまった。

『落ち込んでなんかいられないぞ、ユリコ』

　彼女はそう自分に言い聞かせて立ち上がると、まずは自分のためにお茶を淹いれた。

　あの故こミフネ提てい督とくでさえ、

「君の淹れてくれるお茶を飲のむと、儂わしの気分もいくらか楽になるようだ」

　と絶ぜつ賛さんしてくれたほどのお茶だ。自分のためにだって、いくらか効果はあるはずだった。

『広すぎるな……』

　ベッドに腰掛けてお茶を飲みながら、ユリコは誰もいない部屋を見て思った。味のほうはさっぱりわからない。

　だが、いくらか勇気は湧わいてきた。

　次に彼女がしたことは、引いたばかりの立体ビジフォンをかけることだった。

　３回、コールサインが鳴って相手は出た。

『まぁ、ユリコさん』

　受像機の向こうで、キョンファ・キム大たい尉いは少なからず驚おどろいていた。『よくかけてきてくださったわね。タイラー提督……いえ、御主人があんなことになって、本当にお気の毒』

「ありがとう。大だい丈じよう夫ぶよ」

　ユリコは笑って、「実は、あつかましいお願いがあってお電話したんです」

『私にできることなら、なんでも言って』

　心から相手に同情しながら、美び貌ぼうの大尉は言った。『力になるから』

「『摂せつ津つ』の、航こう海かい内容を記録したフロッピー、手に入らないかしら？」

　遠えん慮りよせずに、ユリコは言った。

『それはまた、大きく出たものね』

　キム大尉は呆あきれはしたが、驚いてはいなかった。『御主人の無実を自分で晴らすつもりなの？』

　ユリコはうなずいた。「できる？」

『不可能とは言わないけれど、限りなくそれに近いわ。お偉えら方がたが、いち早く航海記録を押おさえてしまったのよ』

　キム大尉は長い黒くろ髪かみを弄もてあそびながら言った。『でも、やってみるわ。他ならぬ、ユリコの頼たのみだものね』

「ありがとう」

『プロテクトを破って、アクセスすれば、なんとか機き密みつ扱あつかいのファイルもコピーできるものよ。もっともプロテクト破りには、ちょっとしたコツが必要だけどね』

「やったことあるの？」

『お見合い相手の、過去の記録を調べるためにね』

　キム大尉は笑って、

『もっともそれから、男性不信になったわ』

「あつかましいついでにもうひとつ、お願いしたいことがあるの」

『今度はなに？』

「ＩＤカードを、２枚ほど調達して欲しいの」

『つまりは、偽ぎ造ぞうね』

「そんな、偽造だなんて！」

　ユリコは思わず大声を出し、あわてて口を押さえた。「ちょっと拝はい借しやくしたいだけよ」

『同じことなの』

　大尉は言った。『いいわ。どんなの？』

「１枚は、『阿あ蘇そ』の起動用、もう１枚は、拘こう置ち所しよ官舎の、空くう調ちよう室しつに出入りするためのもの……」

『難むずかしいものばっかり、頼たのむのね』

「やってくれる？」

『やるしかないわよ。あなたがそこまで考えているなら……』

　キム大尉はちょっとうらやましそうにユリコを見て、言った。『タイラー提てい督とくは、男おとこ冥みよう利りに尽つきるわね』

「よろしくお願いします、大尉」

『よしてよ』

　階級で呼ばれるのは、面おもはゆい。

『これがバレたら私も、二等兵に降格もんだわ』

「そのときは私も一いつ緒しよです」

『後こう悔かいしないわ。まあまかせて』

　次にユリコは、電子電でん話わ帖ちようのタウンページで番号を調べて、プッシュした。

『まいど、『三み河かわ屋や』です』

　受像機に中年の男が出た。

「三丁目に越こして来たタイラーですけど、配達をお願いできます？」

　すっかり主婦の顔をしながら、ユリコは言った。

『まいどあり！　なんにいたしやしょう？　綺き麗れいな奥さん』

「まぁおじょうず」

　これじゃ７０００年前のホームドラマだわと思いながら、ユリコは笑顔で、

「ケーキ作り用の、パウダーシュガーをお願い」

『へい。いかほど？』

「そうね……」

　ユリコはちょっと首をかしげて考えてから、言った。

「１トンほど、もらおうかしら」

　受像機の向こうで、『三河屋』の親おや父じはしばらく口がきけなかった。







　ル・バラバ・ドムが躍やつ起きになって全ラアルゴン帝てい国こく領りよう土どに艦隊を展開させている間、手て薄うすになった本星に、影かげの如く忍しのび寄った一隻の戦艦があった。

　言うまでもなく『信濃しなの』である。

　新開発のレーダー隠いん蔽ぺい装そう置ちのおかげで、誰もその艦かん影えいに気がつかなかったのである。

「チョロイものだな、同士『信濃』よ」

　艦中央のブリーフィングルームで、くつろぎながらワングは言った。『信濃』はすでにブリッジを切り離してしまっているので、人間が生活できる場所といったらここしかない。

『ワングよ、次にどうするのだ？』

『信濃』の人工知能が訊きいた。彼の声はいつの間にか、野の太ぶとい男の声と、男の口く調ちようになっていた。おそらく、ワングの趣しゆ味みだろう。

「まあ見ていろ、ここからが俺と貴様との、ちょっとだけ違うところだ。宇宙を手に入れるにはどうすればいいか、じっくりと見せてやる」

　どうやらワング、いつの間にやら無む垢くな人工知能を丸め込んでしまったようなのである。『信濃』は能力こそすごいが、善悪の判断もできない、いわば子供のようなものだ。海うみ千せん山やま千せんのワングにそそのかされ、自分が悪事に加か担たんしているとも知らない。

　それどころか、自分は彼からいろいろと吸収しているつもりなのかも知れなかった。

「例の武器を用意しておけ」

『もうしている。いつでも撃うてるぞ』

「よし、では通信回路を開け」

『発信先？』

「ラアルゴン帝国の帝てい都とベヒモス、その中央にあるゴザ・パレスへのホットラインだ。周波数３５７、変調コードマイナス３で発信してみろ、繫つながるはずだ」

『さすがはもと帝国宰相』

「もうすぐ返り咲さく。いや、それどころかな……」

　思わせぶりに笑い、ワングは通信スクリーンを見つめる。

　やがて──、

『何なに奴やつじゃ？　我が帝国でも高官しか知らぬこの回線に横から入り込むとは』

　スクリーンに映ったのは、凜りん然ぜんたる威い厳げんと愛くるしさとを兼かね備そなえた少しよう女じよ帝ていである。

「ほ、しばらく見ん間に、美うつくしゅうなられた」

　ワングはほくそ笑み、こちらも通信を開いて、

「お久しゅうございます。皇帝陛へい下か」

『ナク・ラ・ワング！』

　ゴザ十六世は驚きよう嘆たんした。『このうつけ者もの！　どの面つら下げて戻もどって来た。ようもおめおめと、朕ちんの前に顔を出せたものよな』

「まあ、そう尖とがられるな。美しい貌かおが台なしでありましょう」

『無礼者！』

　皇帝は大だい喝かつした。これほどの怒いかりを彼女があらわにしたことはかつてなかった。

『ワング、そちらはしばらく見ぬ間にもはや皇帝に対する口のきき方も忘れたと見えるな』

「これは心外な」

　ワングは臆おくした様子もなく、

「陛下に対する臣しんの忠誠は、少しも変わってはおりませぬ。ただ少々、そう力関係が変わっておりまするな」

『貴き公こう、何が言いたい』

「臣の乗る戦艦をとくと御ご覧らんになっていただきたい」

『ほう』

　少女帝は、ひるまずに言った。『それは地球の戦艦ではないか。ワング、そちはラアルゴン人としての誇ほこりも捨ててしまったようだな』

「なんとでも、おっしゃるがいい」

　法ほう衣いの下で、ワングのこめかみのあたりがピクピクと痙けい攣れんした。「もうじきあなたは、臣の、いや、このワングの足元に跪ひざまずき、泣いて許しを乞こうのですから……」

『な──！』

　さすがの女じよ帝ていも、これには怒いかりで顔ひきつらせて、

『控ひかえよ！　ワング！　朕ちんは宇宙に冠かんたる神しん聖せいラアルゴン帝国第二十七代皇帝・ゴザ十六世ぞ！』

「そうですとも」

　涼すずしい顔でワングは言った。「そして私は、初代法ほう王おう・ワング一世です」

『狂くるうたか？』

「狂うてはおりませぬ。まずは──」

　ここでワングは、演出効果たっぷりに法衣の裾すそを翻ひるがえし、

「この『信濃しなの』の威い力りよくをばごろうじろ！」

　と、叫さけんだ刹せつ那な──

　目も眩くらむばかりの閃せん光こうが、ＡＲＡ―Ⅲの惑わく星せい軌き道どう上にあった『信濃』の艦首からほとばしり出た。

　閃光は内周にあった惑星のひとつアラハスを、粉こな微み塵じんに打ち砕くだいたのである。

　アラハスは無数の小惑星とガスとに分解され、重力のバランスが微び妙みように狂くるったラアルゴン本星は余波で大おお揺ゆれに揺れた。ゴザ・パレスも地じ震しんに見み舞まわれたほどである。

「どうです？　『信濃』の『無限粒りゆう子し砲ほう』の威力は」

　揺れがおさまるのを待ってから、勝ち誇ってワングは言った。「メルバの惑星破は壊かい砲ほうの、優に３倍の威力がございます。これでラアルゴン本星も、ＡＲＡ―Ⅲの第８番惑星になってしまいましたなあ……」

『これを、母なるラアルゴン本星に撃うち込こもうというのか？』

　さすがにワングの高たか飛び車しやな態度の裏にある自信を知り、いくらか血の気を失って、ゴザ十六世は言った。『逆ぎやく賊ぞくめ！』

「お強いですなあ、陛へい下かは」

　心底感心したかのように、ワングは言う。「その若さで、いや頑がん是ぜないまでの幼おさなさで、どうしてそこまで堂々としていられるのか？　やはり血筋ですか……」

　皇帝は答えない。ただ炎ほのおのような目で、立体スクリーンの中の逆ぎやく臣しんワングを見み据すえる。

「しかし、拠より所どころのない自信を、いつまで保っていられますかな？」

　なお皇こう帝ていは、無言であった。

「安心なさいませ、私とてラアルゴン人の端はしくれ、母なる星に刃やいばを向けるなど、恐おそれ多くてできませぬ。その代り……」

『信濃しなの』の艦首が動いた。照しよう準じゆんは、ＡＲＡ―Ⅲ！

「緋あかき太陽を撃うちます。そうでなくても不安定な老おいたる星、さぞや美しい光景が見られましょうなぁ」

　ワング、ここを限りと高笑い。

「何万、いや、何億人死にますか……」

『待て！　ワング』

　ゴザ十六世、さすがにこれにはうろたえて、

『朕ちんはともかく、臣しん下かには罪つみはない。民たみ草くさを巻まき添ぞえにすることはこのゴザ十六世、朕が命に代えても許さん！』

　と、あくまで毅き然ぜんと言い放つ。

「ご立りつ派ぱです、陛へい下か」

　やや鼻はな白じろんで、ワングが言った。「涙が出るほど、ご立派ですなあ。１２０億のラアルゴンの民が聞いたらことごとく、ひれ伏ふすでありましょうぞ」

『そちの本当の望みを言え、ワング』

　皇帝はワングの言葉を無視して、あくまで凜りんとした態度で言った。

『緋あかき太陽を撃てば朕だけではない、超新星の爆ばく発はつに呑のまれてそちも死ぬのじゃ。道連れなど帝国始まって以来、希き代たいの臆おく病びよう者ものたるそちの本意とも思えぬ。もはや怒いかりはせぬ。包み隠かくさず本心を申してみよ』

　と、険けんのとれた、穏おだやかな表情で言う。

「さすがは陛下、何もかもお見通しでしたか」

　我が意を得たりと、ワングは嗤わらう。

「いかにも。臣の望みは母なる太陽系との心中ではございませぬ。陛下の御おん身み柄がら、それだけにございまする」

『朕に、朕に、逆ぎやく賊ぞくたるそちの、人ひと質じちになれと申すか！』

「いかにも」

　ワングはうなずいた。ぞっとするほど冷たい表情で──。

「今の臣しんには、銀河をこの掌たなごころに握にぎるなどいつでもできまする。しかし、かつて味あわされた恥ち辱じよくだけは、なんとしても雪そそいでおかねばなりますまいて」

　勝ち誇ほこるワング。「陛下は断れない。そういうお方だ……」

『朕の命、臣下のためならくれてやるも惜おしゅうないが、解げせぬな』

　もはやまな板の上の鯉こい、皇帝は覚かく悟ごを決めた表情で、

『朕ひとりの命を奪うばうなら、ほかにもいくらでもやりようがあろう』

「畏おそれながら陛下の御首みしるしは我が復ふく讐しゆうの目的のひとつ。そしてもうひとつは、我が最終目的、タイラーをおびき寄せるための高価な餌えさにてあらせられる」














第七章　恋こい爆ばく弾だんは蜜みつの味









「な・ん・だ・と」

　思いもかけぬ本星からの報告に、国防長官ル・バラバ・ドムはその紅玉ルビーの瞳ひとみを見開き、一語一語、短いスタッカートで切るように言った。

「皇こう帝てい陛へい下かが、逆ぎやく臣しんワングめに拉ら致ちされただと」

『は、はい』

　スクリーンの向こうで、宮きゆう廷てい武ぶ官かんは蒼あおくなって震ふるえていた。誰がこの一大事をドムに報告するか、それをめぐってひと波乱あったであろうことは、容易に想像される。

「してうぬら、指をくわえてそれを見ておったのか」

　ドムの声はむしろ穏おだやかで、沈しずんでいた。だからこそ怖こわい。彼が激げつ昂こうするのはそこそこの怒いかり、本当に激げき怒どしたときは、一見澄すんだ湖こ水すいのように、しかしぞっとするほどの凄すご味みを湛たたえた表情になることを誰もが知っていたからだ。そして、そんな表情を見せたとき、彼は必ず相手を殺した。

　宮廷武官の顔からは、向こう側が透すけて見えるのではないかと思えるほどに、スーッと音を立てて血の気が引いていった。劇げき的てきですらある。

『な、なにぶんにも母なる太陽を楯たてにとられましては……』

「そうか」

　表情ひとつ変えずに、ドムは言った。ただし、その目は武官を見み据すえたままである。

「なにひとつ、できなかったと、うぬは言うのだな」

　武官は何も言えなかった。否ひ定ていも肯こう定ていもできぬ、ぬきさしならぬ立場に立たされたのだ。

　その武官に対して追おい討うちをかけるように、容よう赦しやなくドムは言い放った。

「無能者めが」

　スクリーンの前から宮廷武官の姿が搔かき消すように消えた。あまりの恐きよう怖ふに卒そつ倒とうしたのだ。ドムの怒いかりに燃もえた瞳ひとみをまともに見たのだから無理もない。

　ややあって、別の武官がおそるおそる、スクリーンに出た。

『ド、ドム様、ここはどうか……』

「安心せい。いまさら貴公らを責めようとは思わぬ」

『ほ……』

　老いた宮廷武官の表情に、思わずえもいわれぬ安あん堵どの色が浮うかんだ。

「うぬら無能者に帝てい都との護まもりを預あずけた、国防長官たる俺おれの責任だ」

　ドムの言葉は辛しん辣らつである。この男は自分に対しても他人に対しても厳きびしい。

「ワングはこの俺が、命に代えても見つけだし、そしてこの手で八つ裂ざきにしてやる」

　この誓ちかいは、果たされずにはすまないだろう。

「先ほどの宮廷武官にはすまぬことをした」

　覚かく悟ごを決めてしまうと、ドムの声はにわかに鷹おう揚ようになった。「もう責めぬ。安心して任務に戻れと伝えてやれ。無能者には無能者で、果たすべき責務があろう」

『有り難がたき御言葉』

　老武官が頭を下げた。『しかしながらその御お心こころ遣づかい、少しばかり遅おそうございました』

「どうしたのだ？　あの男は」

『すでに恐きよう怖ふとショックとで、事こと切きれてございまする』







「いい様ざまですな、皇こう帝てい陛へい下か」

　錫しやく杖じようを手に、ワングは舌なめずりした。その錫杖はさっきまで、皇帝ゴザ十六世が持っていたものである。

『信濃しなの』のブリーフィングルーム。御おん歳とし13歳の皇帝陛下は、あわれ両足を鉄てつ環わに捉とらえられ、両手は鉄の鎖くさりで天てん井じようから吊つられ、それでも瞳ひとみは爛らん々らんと、目の前の逆ぎやく臣しんを見み据すえている。

「臣しん下かが見たら、なんと言いますかな」

「つくづく、見下げ果てた漢おとこよな」

　皇帝はなお嗤わらう。その額ひたいにしかし、威い厳げんを表す冠かんむりはない。それはワングの足元に踏ふみ躙にじられている。

「ワング、そちは恥はずかしゅうないのか？　誉ほまれ高きラアルゴンの、仮かりにも元もと宰さい相しようとして」

「そのような感情、とうの昔に捨てましたな」

　血色の悪い貌かおをなお蒼そう白はくにして、ワングはうそぶいた。「あの辛しん苦くを極きわめた流る浪ろうの生活は、ビロードの玉ぎよく座ざでのうのうとしておられた陛下には、説せつ明めいしても到とう底てい理解できますまいて……」

「なるほど」

　ゴザ十六世は嘲あざけった。「盗人ぬすつとにも三分の理りか」

「しゃっ！」

　ワングの表情が、思わず激げき情じようした。「小こ娘むすめが！　まだ自分の置かれた立場がわからぬか。口くち賢さかしや！」

　手にした錫しやく杖じようで、皇帝を打つ。

　ゴザ十六世の額ひたいが切れ、一いち縷る、赤いものがスッと流れた。その紅あかさは、乱れた深しん紅くの髪かみの一筋と、見まごうばかりである。

「大だい逆ぎやく罪ざいよな、ワング」

　獅し子しの瞳ひとみで見据えられ、ワングは思わず後じさった。不本意ながらなお、両者の風格には、単純な力関係を越こえた隔へだたりがある。

「それ見たことか」

　皇帝は嘲あざ笑わらった。「怯きよう懦だな漢おとこよ。昔と少しも変わってはおらぬ。そのぶんでは流る浪ろうの生活で身につけた覚かく悟ごとやらも知れたもの……」

「小娘ッ！」

　ワングは反射的に錫杖を振ふり上げ、思いのままに皇帝陛下を打ちよう擲ちやくした。だが気き丈じような少女帝は、悲鳴ひとつ上げない。

「強ごう情じような女だ」

　肩で息をしながら、ワングは折れた錫杖を投げ捨てた。「可か愛わい気げがない」

「哀あわれな男よ……」

　憐あわれむように蔑さげすむように、少しよう女じよ帝ていの深しん紅くの瞳ひとみは逆ぎやく臣しんを見る。

「ル・バラバ・ドムは決してそちを許すまい。そしてタイラーが、このことを知れば……」

「それこそが、こちらの狙ねらい」

　ワングは法ほう衣いの袂たもとで口を覆おおい、

「陛へい下かが頼たのみのドムもタイラーも、陛下の目の前で、一いつ蹴しゆうして御ご覧らんに入れましょう」

　そのとき、〝声〟がした。『信濃しなの』の人工知能の──。

『ワング、地球の艦かん隊たいだ』

　人工知能が言った。『急速に接近して来る』

「来たか」

『ああ、だがしかし、タイラーではないようだ』

「いずれ出て来る。前ぜん哨しよう戦せんの血ち祭まつりにはちょうどよい。にしても懲こりない連中よ」

　ワングは作戦司令室へと昇のぼるタラップを上がりかけて、

「そうそう」

　と、思い出したように皇帝を見た。

「陛下に、いやこの小こ娘むすめに、貴様の力を見せてやれ」

『わかった』

　ブリーフィングルームの正面が、立体スクリーンになった。

「そこで見ておられるがいい。これから『信濃しなの』の戦いぶりを見れば、あなたもドムとタイラーの運命を思いやって、心こころ穏おだやかではいられますまい」

　ワングの姿が見えなくなると、皇帝ゴザ十六世は、初めて苦痛に顔を歪ゆがめた。

　思わず呻うめき声が漏もれる。

「パコパコ……助けて……」

　気き丈じような皇帝の仮か面めんをかなぐり捨て、少女アザリンの素顔で、彼女は言った。

　紅こう玉ぎよくの瞳ひとみから真しん珠じゆがこぼれ、床にはじけた。







「『信濃』接近！」

　オペレーターの報告。

「来たな」

　旗き艦かん『駿する河が』のブリッジで、ヤマモト少将は唇くちびるを嚙かんだ。

「作戦通りいくぞ」

　いま、生まれて初めて司令官として艦隊の指揮を執とるヤマモトに与あたえられたのは、旗艦

『駿河』以下８隻の戦艦と16隻の巡じゆん洋よう艦かん、それに24隻の駆く逐ちく艦かんだった。最初の『信濃』討とう伐ばつでタイラーに与えられた艦隊よりよほど大きい。しかも新しん鋭えい艦かんが揃そろっている。

　そこに、なにやらうしろめたさを感じてしまう今のヤマモトなのである。

「ヒラガー中佐」

　ヤマモトは提てい督とく席せきに着かず、立ったままの姿勢で補ほ助じよ席せきの技ぎ術じゆつ士官を振ふり返った。

「『信濃』の武器は、教えていただいたもので、いちおう全部ですか？」

「僕が作ったのはね」

　微かすかに震ふるえながらヒラガー中佐は言った。「だが『信濃』が自みずからに改良を加え、まったく新しい未知の武器を搭とう載さいしていないという保証はどこにもない」

　フランケンシュタインの怪かい物ぶつを生み出してしまった科学者よろしく、彼は言った。

「ここにこうしていても、『無限粒りゆう子し砲ほう』の遠距離射撃をくらったら、我々はひとたまりもない」

「そうしないところをみると、敵にはそうしないだけの理由がある」

　ヤマモトは言った。「そこが、こっちのつけめだ」

　ヤマモトは自らの座ざ乗じようする『駿河』だけを後方にとどめ、艦隊を突とつ出しゆつさせた。

「駆逐艦、巡洋艦、前進！」

「ずいぶんと消しよう極きよく的な戦い方ですね」

　含ふくみのある口調で、ヒラガー中佐が言った。「長いことタイラー提督の副官を務めていたあなたらしくもない指揮ぶりだ。これでは突出していって死んだ艦の乗組員は浮かばれない」

「本艦も突出してもいいんですよ」

　ヤマモトが言った。

「いや、けっこう」

　中佐は首をすくめた。『信濃』の威い力りよくを知るだけに、ヤマモトの作戦に従わざるを得ない。

　たちまち、突出した艦隊は悲ひ惨さんな目に遭あった。

　いきなり、味方同士が同どう士し討うちを始めたのである。

　わずか３分で、駆逐艦、巡洋艦は全ぜん滅めつ。戦艦も片手で数えられるほどしか残っていない。

「やはりな」

　ヤマモトは満足げにうなずいた。

「『信濃』は艦隊旗艦として、自ら何百何千隻もの艦ふねを率ひきいて闘たたかうための戦艦だ。当然、艦隊指し揮きコードのプライオリティも最優先、『摂せつ津つ』が命令系けい統とうに介かい入にゆうされ、『夜の女王』号を撃うってしまったのも、すべてそのためだ」

「な、なにが言いたい……」

　ヒラガー中佐は戦せん慄りつしていた。膝ひざががくがく震ふるえている。

「タイラー提てい督とくは無実だ。いや、無実を証明できた」

　ヤマモトはヒラガーを見み据すえた。

　惑星連合艦隊に所属する艦かん艇ていは、すべて艦隊行動を円えん滑かつに行うために、艦隊指揮コードというものをもっている。数百隻から数千隻の艦隊が旗艦の指揮下、一いつ糸し乱みだれぬ艦隊機動を行うことができるのも、このためなのだ。

　艦隊指揮には優先順位というものがあり、一いつ般ぱんに大型艦ほど優位である。駆逐艦よりは巡洋艦、巡洋艦よりは戦艦、同じ戦艦でも旗艦タイプはより優位の指揮コードを、プログラミングされており、一度建造されたらスクラップになるまでこの優先順位は覆くつがえされることはない。

　戦艦は、巡洋艦や駆逐艦を手足のように扱うことができるが、その逆はありえない。艦内からのコントロールよりも、より優位の艦隊指揮コードをもつ艦からの外部命令のほうが優先されるのだ。

　極きよく端たんな話、旗艦が「死ね」と言ったら、末端の艦は命令通り死ぬしかない。旗艦は末端の艦を、敵から逃にげるための楯たてにすることもできる。

　もちろん、優位のコードをもつ艦ほど、偉えらい人が乗ることは言うまでもない。

　そして『信濃』の艦隊指揮コードの優先順位は、特Ａだった。

「ヒラガー中佐、『信濃』の主任設計者であるあなたが、このことを法ほう廷ていで証言してくれていれば、タイラー中将は拘こう置ち所しよ送りになることもなかった」

「う……」

　ヒラガーは口ごもった。

「こんな大事なことを、なぜ黙だまっていたんです！」

「うるさい！」

　ヒラガーは上官であるヤマモトを怒ど鳴なりつけた。「そ、そのことを証明するために、艦隊を、何千人という部下を見殺しにしたのか！　こ、この人非人め」

「そうですよ」

　ヤマモトは涼すずしい顔で言ってのけた。「しかしヒラガー中佐、あなたも同どう罪ざいです。『夜の女王』号に乗っていた１５７６名の民間人に、なんの罪つみがあったというのです。いや、『出雲いずも丸まる』や『新し発ば田た丸まる』だってそうだ。『穂ほ高だか』のイイジマ艦長は、自分と同期だった。すべて、あなたの作った『信濃』に殺されたのだ！」

「う……う……」

　ヒラガー中佐はわなわなと床に崩くずれ落ち、もだえ泣きを始めた。

「し、しかたがなかったんだ……」

　慟どう哭こくしながら、ヒラガーは言った。「『信濃』の欠けつ陥かんが表おもて沙ざ汰たになれば、すべては軍の不ふ祥しよう事じだから余計なことは言うなと……。しゃべれば貴様も軍法会議ものだと……上からの命令だったんだ。しかたがなかったんだ。僕のせいじゃない僕が悪いんじゃない……！」

「すべての責任はタイラー提てい督とく一人におっかぶせるか。上の連中の考えそうなことだ」

　ヤマモトは吐はき捨てるように言った。

「ああ、あんなものさえ発明してしまわなければ……」

「ヒラガー中佐、安心しろ。さっき破は壊かいされた艦は、すべてリモートコントロールの無人艦だ。事実を証明するための大おお芝しば居いにしては、少々高くついたがね」

　だからといって、ヒラガーの肩から、すべての重荷が下りたわけではなかった。

「生き残った艦隊を撤てつ収しゆうしろ！」

　ヤマモトは命令した。どのみちこの艦隊では『信濃』には歯が立たない。

「タイラー提督の無実は証明された。ただちに地球へ帰き還かんする」

「ヤマモト提督！」

　艦隊通信士が叫さけんだ。「その地球より、入電です」

「なんだ」

「タイラー提督が……いえその、タイラー二等兵が、拘こう置ち所しよを脱だつ走そうしました！」

「なに！」

　ヤマモトは飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

「夫人であるユリコ・タイラー中尉の手引きによるものと思われる、だそうです。見つけしだい、射殺せよとの命令が出ています」

「上層部の思うツボだ！」

　ヤマモトは臍ほぞを嚙かんだ。「提督、なんという早まったことをしてくれたのです」







　話は少し戻もどる──。

　惑星連合宇宙軍の拘こう置ち所しよは、ニュートーキョーの北部、スガモ・シティーにあった。ちょうど現在、ＪＲ山手線巣す鴨がも駅がある、あの辺あたりである。

　タイラーはＶＩＰ用の特別官舎に拘置されていた。階級はいまや二等兵でも、重要犯はん罪ざい人にん（？）であるには違いない。食事も、それ相応のものをあてがわれてはいたが、この囚しゆう人じんはいささか、文句が多い。

「まずいぞォ～！」

　調理室にまで聞こえるような大声で叫ぶ。「こんなものが食えるかァ～！　この料理を作った奴やつは、出て来～い！」

　しかたなくコックが出て行くと、

「ユリコちゃんの手料理が食べたい」

　と、ないものねだりで監かん視し員いんを辟へき易えきとさせる。拘置所始まって以来の、注文の多いお客であった。

　が、さすがに３日もたてば、監視員も慣れっこになってくる。タイラーの大声にも、

「ハイハイ、提てい督とく閣かつ下か」

　とかなんとか言って、あしらうことができるようになった頃──、

　事件が起こった。

　拘置所の敷しき地ち内にある建物全部に通じている空調用のダクトから、突とつ然ぜん、白い噴ふん煙えんが吹き出したのである。

　目を開けていられず、思わずヘルメットについているサンバイザーを降ろす。それでも視界を確保できないほど、その勢いはすさまじい。

「なんだ！」

「わからん」

　タイラーを見張っていた二人の監視兵は、思わず顔を見合わせた。

「火事ではないようだ」

「煙けむりじゃない」

　一人の声に、もう一人が答える。声を出していないと、お互たがいの位置がわからないほどだ。「催さい涙るいガスの類たぐいでもないようだ」

「おい！」

　もう一人が叫んだ。「この霧きり、甘あまくないか？」

「本当だ！」

　唇くちびるをなめながら、相あい棒ぼうがうなずく。「こりゃ、パウダーシュガーだ！」

「そう言えば……」

「なんだ？」

「青酸カリっていうのは、アーモンドの味がするっていうのを、聞いたことがある」

「馬鹿な！」

　言い知れぬ不安を打ち消すかのように、彼は叫ぶ。「砂さ糖とうの味のする、新開発のＢＣ兵器だとでもいうのか？」

「言われてみれば、そんな兵器を開発中と、聞いたことがあるような……」

「よしてくれ！」

　ありえないと言い切れないところが怖こわい。

「安心しなさい」

　不意に、霧きりの中から声がした。霧と同じくらいに甘い。「これは正しよう真しん正しよう銘めい、パウダーシュガーです。でも、ＢＣ兵器と同じくらいに、恐おそろしくてよ」

「誰だ！　貴様？」

　声のする方に向かって銃じゆうを構え、言葉鋭く誰すい何かするが、砂糖の霧の中では様さまにならない。

「タイラーの妻です」

　毅き然ぜんとして、ユリコは言った。「銃を撃うつのは、おやめなさい。身のためですよ」

「なんだと？」

　言ったとたんに、近くで爆ばく発はつ音が轟とどろいた。「な、なんだ？」

「Ｂ棟とうのほうだ！」

　相棒が叫ぶ。

「気の毒に……。人の忠告を聞かないから……」

　憐あわれむようにユリコの声。「銃を撃うってドアのロックを開けようとしたんだわ。かわいそうに……。粉ふん塵じん爆ばく発はつで……」

「わぁ！」

　監かん視し兵の一人がてきめんにうろたえ、銃を構えた相棒を差し止めた。「撃つな！　撃ってはいかん！　撃ったら俺たちも吹っ飛ぶぞ！」

　粉塵爆発。密みつ閉ぺいされた空間で、空気中に漂ただよう細かい塵ちりが連れん鎖さ爆発すれば、その破は壊かい力りよくは火薬と変わらない。炭たん鉱こうなどではつきものの事じ故こだが、別に炭塵に限らずとも、小こ麦むぎ粉こでも片かた栗くり粉こでも、そしてパウダーシュガーでも、燃もえる粉こなならなんでもいい。

　キム大尉が偽ぎ造ぞうしたＩＤカードで拘こう置ち所しよの空調室に忍しのび込こんだユリコは、三み河かわ屋やの倉そう庫こにあった在庫全部、１トン分のパウダーシュガーを、すべてのダクトに通じるエアコンの、空気取り入れ口にブチ込んだのである。

　むろん、そんな力仕事を彼女一人でやったわけではない。〝共きよう犯はん者〟については、おいおい述のべる機会もあるだろう。

「赤ノ外ク線トビジョンのスイッチを入れろ！」

　彼は叫んだ。「素す手でで捕つかまえるんだ。相手は女一人だぞ」

「そうか」

　相あい棒ぼうは、動転してすっかり忘れていた、ヘルメットのサンバイザーに付いている赤外線ビジョンのスイッチを入れた。

　若い女性のメリハリのあるプロポーションが、霧きりの中に浮うかんだ。

「そう。それでいいわ」

　ユリコは余よ裕ゆうで笑っている。「これが見える？」

　彼女の右手にあるのは──ライター！

「うげえ！」

　素すっ頓とん狂きような叫び声。「や、やめろォ！　は、話せばわかる」

「タイラー提てい督とくの房ぼうを開けなさい」

　ユリコは端たん的てきに命令した。

「はいはい」

　かくて新しん婚こんの二人は、一週間ぶりに見つめあった。

「ジャスティ！　ここに『阿あ蘇そ』の起動カードがあるわ！」

　再会の感かん激げきもそこそこに、ユリコは言った。「宇宙港に行って！　そして『信濃しなの』を追ってちょうだい」

「なあに、大だい丈じよう夫ぶさ、ユリコ」

　タイラーは悠ゆう然ぜんと構えている。「僕の無実はじきに証明される」

「事態が変わったの！」

　ユリコはタイラーの両肩に手をやった。「ラアルゴンの皇こう帝てい陛へい下かが、拉ら致ちされたわ」

「なんだって？」

　ほとんど嬰えい児じ誘ゆう拐かいである。

「犯はん人にんは元もと帝てい国こく宰さい相しよう、ナク・ラ・ワングよ。あなたがプロキオン星域の大会戦で破った人よ。覚えているでしょう？」

「覚えてない」

　タイラーは言った。「僕は連戦連勝だ。負かした相手の名前まで、いちいち覚えていられるか」

「これだわ……」

　ユリコは落ち込んだが、メゲはしなかった。「ワングは全宇宙に向けて、タイラー出て来いと挑ちよう戦せん状じようを送りつけているわ。皇帝陛下にはあなたもひとかたならぬ、恩義があるでしょう？」

「別に恩義はないが……」

　タイラー、やや真ま顔がおになって、

「それでもアザリンちゃんのピンチとあらば、こいつは行かずばなるめえなぁ」

　と、歌か舞ぶ伎きの口調で言った。

「それでこそジャスティよ、私の愛した人よ」

　ユリコは笑顔になって、彼にキスの雨を降らせた。「表でみんなが待ってるわ」

「みんなって？」

「おなじみ旧きゆう『阿あ蘇そ』のクルーよ。ヤマモトさんはいないけど……」

「君が声をかけてくれたのか？」

「ううん」

　ユリコは微かすかに首を振ふる。「みんな、自発的に集まってくれたのよ。タイラー提てい督とくのためなら、反逆者の汚お名めいも望むところだって……。悔くやしいけど、私よりあなたを慕したっているみたい」

「男に好かれても、面白くない」

　そっけなく、タイラーはいった。「キム大尉は別だが……」

　タイラーはユリコに、張り飛ばされた。

「早く行きなさい！　これは命令よ。タイラー二等兵」

「行くさ」

　タイラーはユリコの手を取った。「だが君も来い！　亭てい主しゆの闘たたかいぶりを、その目で見るのも悪くはないだろう」







　表で待っていた大型エアカーの、ハンドルを握にぎるのはカトリ中佐である。

「早く乗って！」

　そろそろ銃じゆう弾だんが飛び交かい始めた。追いすがる警備隊の装そう甲こうエアカーをまったく寄せつけず、カトリは巧たくみなハンドルさばきを見せる。

「ヨッ！　うまいね大将」

　タイラーが叫んだ。「ただ、欲を言えば運転がやや乱暴だ」

「こうやって、女の子を口く説どくんです」

　カトリは涼すずしい顔で言った。「スピードを緩ゆるめて欲しかったら、今夜一晩俺とつきあえってね」

「スピードを緩めろとは言わないぞ」

　タイラーが言った。

「自分も閣かつ下かに今夜つきあえとは言いません！」

　カトリが言った。

「それにしても揺ゆれる」

　酒と車、両方に酔よいながら、後部座席でドクター・キタグチが言った。

「じきに宇宙港です」

　カトリが笑った。「そしたらシャトルをぶんどって、懐なつかしい『阿蘇』の待つ火星基地のステーションドックまでひとっ飛びですよ」

「ああ、とうとう暴動に加か担たんしてしまったわ」

　頭を抱かかえながらそう言ったのは、キム大尉である。「私はいやだと言ったのに」

「乗ったが最後、一いち蓮れん托たく生しようだよ」

　キタグチが言って、ウイスキーのポケット瓶びんをあおった。さすがにこの揺れる車内では、一升瓶のラッパ飲のみはできない。「ヤマモト少将がいないのが惜おしまれる」

「それと、サカイ大尉もです」

　グエン中尉が言った。「惑星フォンテの内乱鎮ちん圧あつから、まだ帰って来ていません。今回は、ぜひともいて欲しい人なんですけどね」

「俺がそのぶん、働いてやる」

　シラギク中尉が言った。「あいつにばかり、女性ファンを独ひとり占じめさせておけるか！」

　見慣れた顔の中にただ一人、見慣れぬ髭ひげ面づらがあることに、タイラーは気づいた。

「あんた誰？」

「アンドレセンです」

　赤毛の海かい賊ぞく船長は、手を差し伸べて、

「いつもあなたの噂うわさは、カトリから聞いていますよ」

「ああ、君が……」

　タイラーは思い出した。「『信濃』を発はつ狂きようさせた張本人のアンドレセン大佐か」

「言いにくいことをずけずけ言ってくれますね」

　アンドレセンはぶすっとして、それでも目は笑っていた。「残念ながら中佐です。あの件の責任を取らされましてね……」

「なに、すぐに昇しよう進しんさせてやる」

　タイラーは胸を叩たたいた。「この僕に、黙だまってついて来るならね」

「乗りましょう」

　アンドレセンは髭ひげの中で笑う。「乗りかかったこの船に、タイラー提てい督とくの大ボラに」

　これがタイラーと、カール・ビョルン・アンドレセンの出会いであった。以後、彼は常にタイラーが指し揮きする艦ふねにあって、彼の手足のように艦を操あやつることになるのである。惑星連合宇宙軍史において、艦隊司令ジャスティ・ウエキ・タイラー、参さん謀ぼうマコト・ヤマモト、旗艦艦長カール・ビョルン・アンドレセンという黄おう金ごんトリオは、ちょっと他に比べるものがないほどの、一時代を築くのであった。

「さて、とりあえずは」

　握あく手しゆを交わすと、アンドレセンはニヤッと笑って、

「ここはひとつ、私の命令に従っていただきましょうかな。タイラー二等兵閣下」

　二等兵という階級のあとに、閣下という称しよう号ごうをつけて呼ばれたのは、惑星連合宇宙軍に限らず、地球の歴史全部をひっくるめても、たぶんタイラーが初めてだろう。だがこれくらいで驚おどろいてはいけない。このあとはもう、前ぜん代だい未み聞もん、初めてのオンパレードになるのである。

「ずるいぞ」

　タイラーは言ったが、まわりはいまや、上官ばかりである。逆らおうにも逆らえない。

「まずは検けん問もん突とつ破ぱだ！」

「がってんだ」

　かつての相あい棒ぼう、アンドレセンの言葉にカトリがうなずき、エアカーはスピードを上げる。

　やがて前方に、目指すナリタ宇宙港が見えて来た。














第八章　敵中横断三百光年









　宇宙で初めて閣かつ下かと呼ばれた二等兵もタイラーなら、宇宙で初めて提てい督とく席せきに座すわった二等兵もタイラーだろう。そして宇宙で初めて艦かん長ちようや佐さ官かんクラスの将しよう校こうに命令して、反乱も起こされなければ軍法会議にかけられもしなかった二等兵もまた……。

　とにかく、タイラーである。

　ひさびさに座す『阿あ蘇そ』のブリッジは、やはり気分がよい。

　古ふる巣すに帰って来たような気分で、ついついくつろいでしまう。

　偽ぎ造ぞうしたＩＤカードで艦を起動させ、まんまと火星の衛星軌道上にあるステーションドックを出港した。

『こちら管制室！　許可なく出港するのは誰だ？　止まれ』

　と、スピーカーの向こうで誰かの声はわめくが、知ったこっちゃない。

　一方的に通信を切ると、タイラーは、

「ユリコ！　お茶淹いれてくれ。番茶でいい」

　と、提督席にあぐらをかいている。

「はい」

　ユリコは立ち上がって、夫のために甲か斐いがいしくキッチン・スペースに入る。

「あんまりあまやかしちゃダメよ」

　キム大尉がそんなユリコに忠告した。「最初が肝かん心じんなんだから」

「ええ。でもあの人はきっと、独どく房ぼうの中で私の淹れたお茶が飲のみたいと、たぶんそれだけを思っていてくれたんだわ」

　ユリコは笑って、タイラーだけでなく、惑星連合宇宙軍始まって以来の悪事に加か担たんした全員に、お茶を淹れた。

「はい、あなた」

　ユリコから渡された湯ゆ呑のみを一口すするなりタイラーは、

「おまえ！　最高だよ」

　と叫んだ。

　湯呑みの中味は、番茶ではなく、タイラーの好きな玄げん米まい茶ちやだった。おまけに茶柱が三本も立っている。

「こいつは気合いが入ってきたな……」

　玄米茶をすするタイラーのこめかみに、冷たく光る光線銃レイガンの銃じゆう口こうが押し当てられたのは、その直後だった。

　装甲宇宙服アームド・スーツに身を包んだ二人の兵士が、ブリッジに立っていた。おまけに完全武ぶ装そうである。

「よーし、そこまでだ反逆者ども！」

　スピーカーを通じて、こもった声がした。「タイラー提督。あなたは許し難がたい人だ」

「ハイそれまでョってか」

　タイラーは余よ裕ゆうを見せて笑った。「そのマスクを取ってみろ無礼者！　もっとも素顔のほうがよっぽど装そう甲こうが厚いんだろうけどな」

「お見通しでしたか」

　スピーカーから聞こえる声が笑い、やがて仮か面めんの下から現れたのは、それ以上に無ぶ骨こつな傷きずだらけの顔だ。

「やっぱり君かキーナン中佐」

　タイラーは笑って言った。身長２メートル。こんな特大サイズの装甲服を着ている〝中味〟など、そうザラにはいない。

「大佐です」

　強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かん『サイパン』艦長にして白はく兵へい戦せん大好き中年、連合宇宙軍の生傷男ブルーザーボブ・キーナンは、傷だらけの顔で苦にが笑わらいした。「おかげさまで、提督の余よ禄ろくにあずかりまして」

　かのプロキオン会戦では、転送機による笑いガスバラ撒まき作戦を陣じん頭とうに立って実行し、タイラーに次ぐ功こう労ろう者である。カール・ビョルン・アンドレセンが、髭ひげの中に顔があるとしたら、彼はまさしく、傷の中に顔がある。

「タイラー提督、あんたもひどい人だ。こういう面白いことをやらかすなら、どうして真っ先にこの自分に、声をかけてくださらなかったのか？」

　そのことだけが不満だとでもいいたげに、キーナン大佐はタイラーを責める口調である。

「僕が声をかけたんじゃない。首しゆ謀ぼう者はそこにいる家内だ。僕はそれに、かつがれただけだ」

「いい奥さんをもらいましたなぁ……」

「君は独身か、大佐？」

「女によう房ぼうはいました。ただ、初夜の晩にベッドの中で抱きしめたら折れちまいましてね。以来、独り身を通しています」

　この顔と２メートルの鍛きたえ上げた肉体で言われると、どこまで冗じよう談だんかわからない。

「じゃあ察するところ、そちらの鎧よろいの中味はクライバーン曹そう長ちようだな」

　タイラーは傍かたわらにいる２メートル10センチの装甲服を見上げた。ゴリラのほうがまだ可か愛わい気げがある。「ああ、ヘルメットは取らなくてもいい」

　どうせ中からは、ネアンデルタール人も真まっ青さおという無骨な顔が出て来るだけなのだ。

「彼も出世したろう。少尉くらいにはなったか？」

「いえ、特とく務む曹長のままですよ」

　キーナンが、寡か黙もくな大男になりかわり言った。「クライバーン少尉じゃ、ちっとも偉えらくなった気がしない。それよりもクライバーン特務曹長のほうが、言葉の響ひびきがいい。そう言いましてね、辞じ令れいを拒こばんでいるんです」

「なるほど、彼らしい」

　タイラーはうなずいた。「だが、一気に少佐くらいになれるなら、考えも変わるだろう」

　いまは一いつ介かいの二等兵の身で、大きく出たものである。

　だがキーナンは、愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「その辞令を受け取ったときに、奴やつがどういう顔をするか、楽しみにしておりますよ、タイラー提督」

「まかせとけ」

「提督！」

　キム大尉が叫んだ。「後方警戒レーダーに反応！　敵機です。いえ、その、より正確には味方機ですが……」

　言ったあとで、訂てい正せいする。

「おいでなすった」

　艦長席でアンドレセンがうなった。「追われる身は辛つらいですな、提督」

「機種は？」

「識別できました。新型です」

　キム大尉の報告。「ジェネラルダイナミックスＦ―１００２『デルタアロー』です。勢力２」

「新型か。連合宇宙軍も珍めずらしく、気合いが入ってるじゃないか」

　カトリ中佐が言った。「だが、たった２機というのは、俺たちをナメてるのと違うか？」

「格かく納のう庫このハッチを開けてくれ。重力カタパルトタンバイ！」

　シラギク中尉が愛用のヘルメットを抱えて立ち上がった。「『キョンシー』で出る！」

　だが、彼の出番はなかった。

　不意に、通信用のスピーカーから非常回線で愛らしい声が飛び込んで来たからだ。

『味方です。撃うたないでください』

　訴うつたえるような声は、みごとなまでにハモっていた。

「ユーミ！　エィミィ！」

　タイラーは椅い子すの上で立ち上がり、雀こ躍おどりした。「来てくれたのか！」

『サカイ大尉から言われたんです。提督のためにはたらくなら今だぞって』

　ユーミの声が言った。

『俺は行けないが、そのぶんお前たちが行ってタイラー提督をお助けしろと』

　これはエィミィ。

『もちろん、あたしたち、言われなくても最初からそのつもりです』

　と、再び声をハモらせて言う。

『収容してください。月面のアルテミス基地から飛んで来たので、もう燃ねん料りようがないんです』

「了解ラジヤー！　ハッチを開けろ！」

　タイラーは叫んだ。

『阿あ蘇そ』のブリッジに出頭した二人は、揃そろいのどピンクのパイロットスーツに身を包み、可か憐れんとでもしか形容のしようがない。

『ユーミ・ハナー二飛ひ曹そう、エィミィ・ハナー二飛曹、タイラー提督の闘たたかいに参加できて光栄に思います。亡なき父の分まで、お役に立ちたく存じます』

　小こ柄がらな二人が、声を揃えてそう言う様さまは、健けな気げを通り越して意地らしいほどである。側そばに並んでいるキーナン＆クライバーンの２メートルコンビと比べると、まさに好対照であった。

　しかしまあとにかく、『阿蘇』のブリッジに整列した反乱軍、軍と呼ぶにはあまりに少ないが、どうにか格好はついてきた。

「再び敵です！」

　ホッとしたのもつかの間ま、キム大尉が叫んだ。「いえ……例によって味方の敵です」

「今度は艦隊だ！」

　グエン中尉の悲鳴。

「戦艦４隻、急速接近中！」

「やるしかなさそうだな」

　アンドレセン艦長代行が舌なめずりした。「ま、それくらいのお楽しみがないと、面白くない」

　ところが、である。

　通信スクリーンに現れたのは、見慣れた顔だった。

「ヤマモト提てい督とく！」

「おほっ！」

　タイラーが手て拍びよう子しを打った。「こいつぁ百人力！　イヤ～、よく来てくれたねヤマモトくん」

『残念ながら』

　スクリーンの中、あいかわらず思いつめたような表情でヤマモトは言う。『今日は、味方として来たのではありません』

「カタイコト言うなよ、副長ォ～」

『もう副長ではありません。今の私は艦隊司令官です』

「ほぉ～！　偉えらくなったもんだ。よかったヨカッタ」

『よくありません！』

　ついにヤマモトは癎かん癪しやくを起こした。『艦長、どうかおとなしく自首してください。悪いようにはしませんから』

「いつから僕に命令できるようになった」

『あなたが降格されたときからです。今の私は、あなたより上官なんですよ』

「キッタネー！」

　誰も彼も、階級を楯たてに出すのでタイラー二等兵は面白くない。

「ヤマモトさん！」

　訴うつたえるように言ったのはユリコだ。

『奥さん！』

　これはヤマモト、いささか驚おどろいたようだ。『どうしてあなたがここに？』

「主人をそそのかしたのは、私です」

「そのと～り！」

　タイラーが横から口をはさんだ。

「お願いです、どうかこの場は見み逃のがしてください」

『タイラー提督は無実です。罠わなにかけられたんです。それが証明されたんですよ！』

「私も知っています」

　哀あい願がんするような瞳ひとみで、ヤマモトを見る。「記録をこっそり調べたんです。『摂せつ津つ』の記き憶おくフロッピーには、外部から介かい入にゆうされた形けい跡せきが残っていました」

『だったら……』

「無実が証明されてからでは遅おそいんです！」

　ユリコは叫んだ。「皇こう帝てい陛へい下かが、処しよ刑けいされてしまう」

『しかし、そのためになにもあなたまでが反逆者の汚お名めいを着ることは……』

「よぉ、ヤマモトさんよォ」

　アンドレセンが、そんなこたあ百も承知よという目でスクリーンの中のヤマモトを見上げた。「俺たちゃ、好きでやってるんだ。反逆者の汚名を、着たくてこの航こう海かいに加か担たんしたんだからな」

「艦長代行の言う通りだ」

　キーナン大佐が言った。「俺はもともと、タイラー提督のおこぼれで昇しよう進しんできたようなもんだ。いまさらタイラー提督のせいで降格されたからって、文句は言わねえよ」

『キム大尉、君は？』

　ヤマモトは最後の砦とりでを見るような想おもいで、模も範はん士官の見本のようなキム大尉を見た。

「私は……」

　キム大尉は少し考えたが、

「私は、今はタイラー二等兵指し揮き下の、一いつ介かいの通信士にしかすぎません。タイラー二等兵閣下が死ねと言えば、命令に従って死ぬまでです」

「そんな不ぶ粋すいな命令はしない」

　タイラーが言った。

「わかっています」

『よくわかった』

　ヤマモトは帽子の庇ひさしを下げながら言った。涙を見られまいとするしぐさであることは、『阿蘇』のブリッジにいる全員、お見通しである。『貴様ら全員、反逆者だ！　名めい誉よある、な』

「君も来い、副長」

　タイラーが言った。彼にとってはヤマモトは、いつまでたっても副長であるらしい。

『私は、どんなことがあっても軍規は遵じゆん守しゆします。不粋な堅かた物ぶつですから……』

「ヤマモトさん……」

　ユリコは手を合わせた。ヤマモトはあくまでも軍の内部に残り、タイラー一味の罪つみが少しでも軽くなるように、腐ふ心しんする肚はらだと、察したからだ。地味で、しかも考えようによってはいちばん損そんな役回り。ヤマモトの性格を知るユリコには、後ご光こうが差して見えたのである。

『たぶん、私も降格は免まぬがれないでしょうな』

　ヤマモトは言った。『とんでもない上司を持つと、苦労します』

　とてもそうは見えない顔で、ヤマモトは言う。

『そうそう。そちらの悪事に加担したいというのが、こちらにも一人いましてね。引ひき渡わたしたいのですが、転送してよろしいですか？』

「いいだろう」

　タイラーはうなずいた。「グエン中尉、転送機の準備を」

「了解ラジヤー」

　やがて転送室のドアが開き、『駿する河が』から転送されて来たのは──、

「てめえか！　疫やく病びよう神がみ」

　アンドレセンが眉まゆ吊つり上げて怒おこった。「このメカフェチのオタッキー！」

　珍ちん客きやくは、ヒラガー技ぎ術じゆつ中佐だったのだ。

「よくおめおめと、タイラー提てい督とくの前に顔を出せたもんだ」

『まあそう責めないでやってくれ』

　ヤマモトがアンドレセンをなだめた。『彼も反省しているんだ』

「とてもそうは見えませんぜ」

「艦長代行！」

　三み度たび、キム大尉が叫んだ。「後方から、巨大な戦艦が接近して来ます！」

「『信濃』か？」

「いえ、違います。識別コードは、ＮＣＣ―Ｚ１……」

「『六ろつ甲こう』だ！」

　転送されて来たばかりの、ヒラガー中佐が叫んだ。「早く逃にげろ！　あの艦と『阿蘇』とでは、火か力りよくも速力も、違いすぎるぞ」

　竣しゆん工こうしたばかりの巡じゆん洋よう戦せん艦かん『六甲』は、巡洋艦なみの高速と、戦艦をも凌りよう駕がする火力を備えている。『信濃』と並ぶ、ヒラガー技術中佐会かい心しんの作である。

『ここは、私が引き受けましょう』

　ヤマモトが言った。『タイラー提督、武ぶ運うん長ちよう久きゆうをお祈いのりしております』

「やめておきなさい、少将」

　ヒラガーがその気勢を削そいだ。「『六甲』の主しゆ砲ほうは多砲身の、46センチバルカンフェーザー砲です。傷きずついた戦艦四隻では、相手になりません」

『時間稼かせぎになればいい』

　言ったとたん、一分間６０００発のバルカンフェーザー砲の火か線せんが『阿蘇』をかすめた。

　すさまじい威い力りよくだ。

『前言を撤てつ回かいします』

　ヤマモトが言った。『タイラー提督、ここは降こう伏ふくしてください』

「『六甲』から入電！」

　キム大尉の報告。

「繫つなげ」

　アンドレセン艦長代行が言った。スクリーンに出たのは、憎にく々にくしい中年肥ぶとりの顔、ススム・フジ中将だ。

『反逆者ども！　特に首しゆ魁かいのジャスティ・ウエキ・タイラーに告ぐ』

　これ以上はない居い丈たけ高だかな態度で、フジ中将は言った。『１分以内に降伏せよ！　さもなくば『阿蘇』もろとも、宇宙の塵ちりに変えてくれる』

「本当は、撃うちたくてうずうずしているんだぜ。あの狸たぬき爺じじい」

　キーナン大佐が、クライバーン曹そう長ちように囁ささやいている。

「降伏したって、ロクなこたぁねえ」

　あくまで強気なアンドレセン艦長代行は、徹てつ底てい抗こう戦せんを呼びかける。「タイラー提督、ここはイチかバチか、闘たたかいましょう」

「いや、その必要はない！」

　叫んだのは、ヒラガー中佐だ。「艦隊指揮端たん末まつ用の、コンソールを貸かしてくれ」

「こっちですけど……」

　不思議そうな顔で、グエンがヒラガーを案内した。

「何をやるつもりだ？」

　アンドレセンが訊きいた。

「『六甲』を、止とめる」

　言いながら、ヒラガー中佐の指はすでにキーボードを叩たたいていた。

「フジ中将が、『六甲』のメインコンピューターをいじってないといいんだが……」

　つぶやきながら、コンソールのディスプレイを見る。「出た」

『隠かくシこまんどヲ入力シテクダサイ』

「ＮＣＣ―Ｚ１『六甲』の全機能停てい止しだ」

『了解ラジヤー、機能停止こーど発動。念ノタメ、暗証こーどヲ確認シマス』

　コンピューターの声は、無機質な人工合成音から、不意に甘あまったるい女性の声に変わった。

『エイホッホ、エイホホ、キ印じるしキッドが言いました。バビロンまでは何センチ？』

　ヒラガー中佐は答えた。

「20センチに10センチ」

『了解、『六甲』の全機能を停止します』







「１分たったが、返事はないな」

　フジ中将は『六甲』のブリッジで、ここぞとばかりに叫ぶ。「主砲発射！　目もく標ひよう『阿蘇』！　さらばだタイラー、貴様とは長いようで短いつきあいだったなぁ……」

　だが──、

「発射しません！」

　オペレーターが叫んだ。「全艦のエネルギー停止！」

「なにっ？」

「機関も停止しました。操そう縦じゆう不能！　航行も不能！」

　たちまち『六甲』は強力無む比ひの戦艦から、何の役にも立たない全長１５００メートルのただの棒ぼうきれに早変わりする。

「馬鹿な！」

　フジ中将は焦あせった。「こんな馬鹿な。くそ～っ！　俺に、俺に撃うたせろ！　た、頼たのむ！　タイラーを、タイラーを、この手で撃たせてくれ～っ！」




「どうなってんだ？」

　タイラーはいまだにわけがわからず、提督席で首をひねるばかりだ。

「『六甲』は、僕の作品ですからね。いざというときのために、全機能を外部からコントロールできる隠かくしコマンドを入れておいたんです」

　涼すずしい顔でヒラガー中佐は言った。「思わぬところで役に立ってよかった」

「とんでもない野郎だ」

　アンドレセンが呆あきれて言った。「こいつの作る戦艦には、怖こわくて乗れないな。しかし、ま、よくやった。ほんの少しだが見直したぜ。メカおたく」

「これくらいで、僕の犯おかした罪つみが消えるとは思えない」

　眼鏡めがねの奥で、沈ちん痛つうな面おも持もちのヒラガー。「それに、この手は『信濃しなの』には効きかないんだ。『信濃』はすでに、自じ我がを持ってしまっている。『六甲』が、『信濃』ほど頭のいい艦ふねでなくて助かった……」

　そんなヒラガー中佐を、タイラーは面白そうに見ている。

「アンタけっこう、悩なやむタイプだったのね」

「さて、あのデカブツをどういたしましょう？」

　スクリーンの中の『六甲』を見ながら、アンドレセン艦長代行が、タイラーに訊きいた。

「そうだね」

　タイラーは『駿河』のヤマモトを呼び出し、

「ヤマモトくん。御ご苦く労ろうだが、あのお荷物を、地球まで曳えい航こうして帰ってくれないか？」

『承知しました』

　ヤマモトは笑顔でうなずく。『しかし、これは命令ではありませんよ。あくまでも昔のよしみで、頼たのみとして処しよ理りします』

「頑がん固こな奴やつだ」

『では、私はこれで。あとは思う存ぞん分ぶんに闘たたかってください。タイラー二等兵閣下』







「これよりラアルゴン帝てい国こく領りよう域いきに入ります」

　カトリ中佐が言った。〝反逆者〟全員、思わず身がしまる一いつ瞬しゆんである。

　いや、例によってまったく緊きん張ちようしていないのが、約１名だけいる。

「そういやアザリンちゃんに会うのも、ひさしぶりだなあ……」

　提てい督とく席せきで、ニヤけている。「さぞや別べつ嬪ぴんさんになったことだろうなぁ……」

　それでユリコに、思いきり尻しりをつねられていれば、世話はない。

「レーダー反応！」

　キム大尉だ。「今度こそ本物、正しよう真しん正しよう銘めいの敵です！　ラアルゴン艦隊」

「やっと戦える」

　口に出して言ったのはシラギク中尉一人だが、何人かは本気でそう思った。

「数は？」

「圧あつ倒とう的多数です」

　数えるまでもなかった。宇宙を埋うずめ尽つくすほどの艦隊である。「戦艦だけで４００隻！」

「絶望的多数の間違いじゃないのか？　大尉」

　アンドレセンが言った。「タイラー提督は、敵にはよほど恐おそれられているようだ」

「そのようですね」

　キム大尉はうなずいた。「こんな丁てい重ちような歓かん迎げいは、聞いたこともありません」

「腕うでが鳴るぜ」

　シラギクはヘルメットを被かぶりながら言った。「サカイより先に、少佐になれそうだ」

「全員、二階級特とく進しんってか」

　タイラーがうなずく。「じゃあ僕は、たかだか上じよう等とう兵へいで終わるのか……」

「さあ、それも怪あやしいですよ」

　カトリ中佐である。「なにしろ我々は、名めい誉よある反逆者ですから」

「違ちがいない」

　ドクター・キタグチはそう言って、立ち上がった。「儂わしは医務室へ行くよ。みんな、思う存分に戦ってくれ。首がちぎれたくらいなら、繫つないで生き返らせてやるぞ」

「酔よっ払ぱらって他人の首と、間違えないでくださいよ」

　グエンが言ったが、その冗じよう談だんに誰も笑わなかった。

「さてと、タイラー提督。噂うわさに聞く神がかり的作戦を、いよいよ見せていただけるのでしょうな。実のところそれだけが楽しみで、この悪事に加か担たんした自分としましては」

　アンドレセンが言った。

「作戦は、ない」

　タイラーは言い、ブリッジの全員が顔を見合わせた。

「なぜなら、敵は黙だまっていても我々のために道を開けてくれるからだ」

　その通りのことが、直後に起こった。

「ラアルゴン艦隊は、我々を護ご衛えいしてくれています！」

　キム大尉の声は、信じられないという響ひびきである。無理もない。

「本当に、我々を出で迎むかえてくれたのか……」

　カトリ中佐のその疑問は、スクリーンに現れた美び丈じよう夫ふの言葉が解決してくれた。

『ひさしぶりだな、タイラー』

　飾かざらない好意というものは、やはり気持ちがいい。

「よう、ドム提督」

　タイラーは旧きゆう友ゆうを見る表情で、スクリーンを見た。「出しゆつ世せしたな、飾りが増えたぞ」

『これか』

　ル・バラバ・ドムは軍服についた様さま々ざまな飾りや勲くん章しようを見ながら、

『こんなものは陛へい下かをお守まもりできなかった、無能者の証明のようなものだ』

　と、自じ虐ぎやく的に嘲わらった。『タイラー、『信濃』は手て強ごわいぞ。集められるだけの艦隊を集めてみたが、これでも勝てるかどうかわからん』

「それで、僕に一緒に戦って欲しいというわけか？」

『まさか』

　ドムは笑って、

『俺もそこまで甘あまくはない。まず貴様をあの艦ふねにぶつけて、様子を見ようという寸法だ。貴様が『信濃』を撃うち破って、陛下をお救いしてくれるならそれもよし。よしんば貴様が負けても、それを参考にして、俺が必ず陛下をお救いする。骨も拾ってやるから、まあ心配するな』

『なるほど、なかなか狡ずるいな。君らしい」

　タイラーは笑って、

「だが、残念ながら僕は負けない。よって君には今回、出番はない」

『その自信の出どころを、聞かせてほしいものだな。タイラー』

「企き業ぎよう秘ひ密みつその２だ」

『なるほど』

　ドムは愉ゆ快かいそうに、

『さてタイラーよ。こうしてラアルゴンの領りよう域いきを侵おかしたきさまらを、寛かん大だいに処置したことで、プロキオンでの借りは帰したぞ』

「これから陛下をお救い申し上げる、その借りはどうなるのだ？」

『それは貴様らの、帰路の安全を保証するということで帳消しだ。どうだ、実に寛大な処置だろう』

「狼おおかみの口に頭を突つっ込こんで、無事にいられるわけだからな」

　だが、ラアルゴンという狼の喉のどに突つき刺ささった、『信濃』という刺とげはなかなかに厄やつ介かいだ。

『武ぶ人じんとして健けん闘とうを祈いのるぞ、タイラー』

　ドムは通信を切った。

「ラアルゴン艦隊、離はなれていきます」

「俠おとこだね」

　キム大尉の報告に、タイラーはうなずいて言った。

「なかなか気持ちのいい奴やつですな」

　アンドレセンもうなずいて、

「地球の上層部の連中より、オトモダチになれそうですよ」

「さ、いよいよ次こそ『信濃』が出て来るぞ」

　タイラーは言った。「Ａクラス警戒態勢。総員戦闘配置だ」

　そしてタイラー本人は、ひさびさにあの、喉のどを披ひ露ろうする。





生まれた時から　調子よく

軍隊生活　ススイノスイ

とんとん拍びよう子しに出世して

いまじゃ艦長　たいしたもんだ

いまじゃ艦長　たいしたもんだ







軍ぐん需じゆ物資は　横流し

配給煙草たばこは　数ゴマカして

おまけに戦闘は　部下まかせ

それでも提督　たいしたもんだ

それでも提督　たいしたもんだ






「よろしいので？」

　旗き艦かんドローメのブリッジで『阿蘇』を見送るル・バラバ・ドムの背中に、かつての副官バルサローム提督が声をかけた。「初うい陣じんの手て柄がらを、タイラー提督に渡してしまって」

「なに、単純な計算よ」

　ドムは笑って言った。「俺がお助けするのと、かつて愛した珍ちん獣じゆうパコパコに助けられるのと、どちらを陛下が、お慶よろこびなさるかという、それだけのな」

「それだけでしょうか？」

「うぬもしつこい、バルサローム！」

　ドムはやや、声を荒あらげたものの、怒おこってはいなかった。「それとも、俺が丸くなったのかな」

　それには違いない。

「それにな、白状するがなバルサローム。実は俺も見たいのだ。あのワングの乗る『信濃』を相手に、タイラーがどんな戦いぶりを見せてくれるか、がな」














第九章　皇こう帝てい陛へい下かのＪ・Ｕ・タイラー









「現れました」

　敵の襲しゆう来らいを告げるキム大尉の報告はこれで何度目だろう？　だが、今度こそは本物の敵なのだ。それも、とびきりの強敵である。ある意味ではラアルゴンの大艦隊を相手にするほうが、よほど勝算があるというものだ。

「来たか」

　タイラーは提てい督とく席せきで鼻毛を抜きながら言った。

「『信濃しなの』です、間違いありません」

　スクリーンに映った『信濃』の右う舷げん横腹には、残ざん骸がいとなった『ベイリアル』が突つき刺ささったままだ。それは、さながら銛もりを突き立てられた白はく鯨げいのようにも見える。

「へっへ、『ベイリアル』が手て招まねきしてやがら。早く来いってな」

　エイハブ船長よろしく、アンドレセンが言った。「さてと、可か愛わいい『フェンリル』嬢じようちゃんの仇かたきを討うたせてもらおうかい」

「敵艦より入電！」

　キム大尉が叫ぶ。「タイラー提督宛あてで、直接交信が入っています。どうしますか？」

「出る」

　タイラーは短く言った。

　スクリーンに憎にく々にくしげな顔が大おお映うつしになった。血色の悪い、瘦やせた顔──、

『儂わしを覚えているか、ジャスティ・ウエキ・タイラー』

　ぞっとするような声で、ワングは訊きいた。

「いま思い出した」

　タイラーは答える。「あんただったのか。皇こう帝てい陛へい下かの腰こし巾ぎん着ちやく」

『なんと！』

　スクリーン上の亡ぼう霊れいは、一瞬激げき怒どしたかに見えたが、すぐに氷のような笑えみを浮かべ、『まあよいわ。その陛下も、いまや我が掌たなごころの中よ』

　と、タイラーを挑ちよう発はつする。『見たいか？　パコパコ。かつての御主人を』

「見たい」

　いつもと同じように飄ひよう々ひようと言うタイラーだったが、実は彼には珍めずらしく、心の中では激怒していることを、知る者は少なかった。『阿蘇』のブリッジに居合わせた中でも、わずかにユリコが、彼の本心に気づいたのみである。

　タイラーの怒いかりは、静かに燃もえる氷の中の炎ほのおのようだった。

　そこのお前、笑うな──！

　珍めずらしく、彼は本マ気ジなのだ。

　手足を鎖くさりで縛しばられ、ロリコン写真集のようなあられもない姿をさらした皇帝陛下がスクリーンに映されると、彼の怒りは頂点に達した。

『パコパコ……か』

　それでも気き丈じような少しよう女じよ帝ていは、タイラーの顔を見るなり憔しよう悴すいしきった顔で無理に微笑ほほえみ、言ったものだった。

『信じているぞ。そちが、きっと朕ちんを救い出してくれると……な』

　澱よどみのない声で、そう言った。

「あなたは真の皇帝です、陛下」

　タイラーは言った。「幼おさないながら、皇帝の中の皇帝です」

　その姿は可か憐れんにして、その心は獅し子し、その威い厳げんは太陽、その慈じ悲ひは大たい海かいの如ごとしと後の世にまでも謳うたわれた第二十七代皇帝ゴザ十六世。栴せん檀だんは双ふた葉ばより芳かんばしとは地球の諺ことわざだが、確かにその片へん鱗りんはあった。

『残念ながらここまでだ』

「ワング、喜べ」

　再びスクリーンに大おお映うつしとなったワングを真正面から見み据すえながら、タイラーは言った。

「僕は宇宙軍に入ってから初めて、本気を出して戦う」

『よかろう』

　ワングはうなずいた。『口ではなんとでも言える。まずはここまで来い。待っているぞ。皇帝陛下ともどもな』

　通信が切れた。

「提督……」

　カトリ中佐が思わず声をかけた。「初めて本気って、じゃあ、今までの戦いは、本気じゃなかったんですか？」

「本気だったこともある。本気だと思っていた」

　タイラーは言った。「だが、今の気持ちに比くらべたら、遊びみたいなもんだ」

「そう来なくちゃ！」

　アンドレセンが快かい哉さいを叫んだ。「やりましょうや。あの可か愛わいい皇帝陛下のためになら、喜んで一ひと肌はだ脱ぬぎましょう！」

　どうやら彼も、アザリンの可か憐れんさに一ひと目め惚ぼれしたらしい。

「ヒラガー中佐！」

「はいな」

「『信濃』の人工知能にアクセスできるか？」

「できますが、提督、介かい入にゆうはさっきも言ったように不可能ですよ」

「介入できなくてもいいんだ」

　タイラーは言った。「要ようはこっちの声が、『信濃』に届とどけばいい」

「それなら簡単です」

　さっそくキーボードを叩たたくヒラガー。

「接続終了」

　ヒラガーはタイラーを見た。「なんと入力しますか？」

「バカ」

「は？」

　ヒラガーは我が耳を疑った。「提督、いまなんと？」

「『バカ』だよ。中佐」

　タイラーは言った。「『信濃』に言ってやれ、『バカ』の連打だ」

「わ、わかりました」

　とまどいながらもヒラガーは、キーボードに入力した。

　ＢＡＫＡ、ＢＡＫＡ、ＢＡＫＡ、ＢＡＫＡ……と──。

「艦長！」

　キム大尉だ。「『信濃』のエネルギー反応が、急速に増大しています」

「思った通りだ」

　と、タイラー。「『無限粒りゆう子し砲ほう』が来るぞ！　カトリ中佐、ワープだ」

「座ざ標ひようは？」

　もうランダムワープの命令が来ても驚おどろきませんよという顔で、カトリはタイラーを見た。

「ワープ目標、『信濃』だ」

　タイラーは命令した。「艦ふねごと突つっ込こむ。総員対ショック姿勢！　白はく兵へい戦せん用意！」







「な、なんだ、どうした？」

　不意に、意のままに動かなくなった『信濃』に、ワングはうろたえて、

「『信濃』よ、どうしたのだ？」

『あの野郎！』

『信濃』は言った。自分の意志で。『殺してやる！』

『無限粒子砲』が閃ひらめいた。

　だが、一瞬遅おそく、その射線上には『阿蘇』はいない。

「消えた！」

　叫ぶワング。「ワープか？　どこへ？」

　次の瞬間、彼は床に投げ出される。

『阿蘇』は『信濃』の左さ舷げん横腹、ちょうど『ベイリアル』が突っ込んだのと反対側に、その艦首を突つき刺さしたのである。







「おっしゃった通りでしたね」

　アンドレセン艦長代行が、口くち笛ぶえを吹ふいて言った。「しかしいったいどうして、『信濃』が『無限粒子砲』を撃うってくるとわかったのです？」

「人間、怒おこればすることは同じだ」

　タイラーは言った。「『信濃』は人間なみに複ふく雑ざつな人工知能を持ったことによって、人間なみに単純な思考回路をもまた、持ってしまったのさ。怒れば理性を失い、前後の見み境さかいがなくなる」

「すげえ！」

　ヒラガー中佐が仰ぎよう天てんした。「そういう手があったか！」

　人工知能の二律背反アンビバレンツを逆ぎやく手てに取った。タイラーの作戦勝ちである。

　こんな作戦、今まで見たことない。

「さてと、キーナン大佐、クライバーン曹そう長ちよう、出番だぞ」

「わかってます」

　すでに装甲宇宙服アームド・スーツに着き替がえて待機していた２メートルコンビがうなずいて言った。「地じ獄ごくの底なりと、つきあいましょう」

「僕が行く。アンドレセン、ブリッジに残って指し揮きを頼たのむ」

「承知」

「ヒラガー中佐、一緒に来てくれ」

「はい」

　ヒラガーは端たん末まつ用のラップトップ・パソコンを持って立ち上がった。

「『信濃』が戦せん闘とう機きを発進させています」

　キム大尉が言った。

「『緋ひ電でん』だな」

　ヒラガーが言った。『信濃』の怒いかりはますます彼の理性を失わせたらしい。艦自体の砲では死角になるので、艦かん載さい機きで『阿蘇』を攻こう撃げきさせるつもりだろう。

「『緋電』、40機！　動きが本艦のデーター・バンクにあるよりも、格段に早くなっています」

　キム大尉の声に、

「『信濃』め。自分で勝手に改良を加えたな」

　と、ヒラガーがうなった。

「じゃ、『緋電』じゃなくて『緋ひ電でん改かい』ですね」

　シラギク中尉はヘルメットを抱かかえて、

「タケオ・シラギク中尉、『キョンシー』で出ます！」

　と、敬礼した。

「頼たのむ！」

　うなずくタイラー。

　続いてユーミとエィミィのハナー・シスターズも、

「ユーミ・ハナー二飛ひ曹そう、エィミィ・ハナー二飛曹、『デルタアロー』で出しゆつ撃げきします！」

　後にラアルゴンのすべてのパイロットから、コードネーム『バブルボール・ジェミニ』として恐れられた、ハナー・シスターズの初うい陣じんであった。

「頼むよ」

　タイラーは言って、宇宙服を着た。「さて、今日はいっちょ死んだ気になって行くか」







「ええい！　『信濃』め！　儂わしの言うことを聞け」

　躍やつ起きになってワングは叫ぶが、逆ぎやく上じようした人工知能に効果はない。「これは罠わなだぞ。わからんのか？」

『黙だまれ！　貴様ごときに命令される覚えはない』

　確かにその通りだ。『あいつは俺を、バカだと言った。生かしておけるか！』

「本当にバカだ」

　つきあっていられないと、ワングは思い始める。

「そんなことをしている間に、そらみろ、敵兵が侵しん入にゆうして来たぞ」

『心配ない』

　理性を失ってはいてもそこは人工知能、システムはどうにか作さ動どうしている。

『本艦の艦内防ぼう禦ぎよシステムは万ばん全ぜんだ。ここに辿たどりつく前に、侵しん入にゆう者は全員蜂はちの巣すだろう』

「だといいがな」

　まあいい、こちらにはまだ皇こう帝てい陛へい下かという切きり札ふだがあると思いながら、ワングはうそぶいた。いや、実のところタイラーが、ここまで辿たどりついてくれたほうが、楽しみは大きいのだが……。







　艦内通路に、カニのように蠢うごめく無数の影かげがある。

「なんだあれは？」

　キーナン大佐が言った。

「気をつけろ。あれは艦内防ぼう禦ぎよシステムの攻撃用移動端末Ａ　Ｍ　Ｔ、通つう称しよう『鬼おに輪わ番ばん』というのだ」

　ヒラガー中佐が言った。「23ミリガトリングガン、対人用レーザー、誘ゆう導どう式対戦車ミサイル、57ミリロケット弾ランチャー、フォノン・メーザー、白兵戦用超音波トマホーク、なんでも持ってるぞ」

「面おも白しれえ」

　キーナンは仮か面めんの下で笑った。「ただ、ネーミングにセンスがないな」

「ほっといてくれ！」

　ヒラガーはむくれた。

「行くぜ、相あい棒ぼう」

「アイアイ・サー」

　装そう甲こう服ふくを着たキーナンとクライバーンが、Ｍ11アサルトビームガンを腰こしだめで発射する。

「効きかないぞ」

　のんびりした口調で、キーナンが言った。「おまけにビームが弾はじかれてやがる」

「『鬼輪番』の装甲は、宇宙一しなやかで弾力に富んだシリウスベンケイガニの甲こう羅らを人造培ばい養ようして、その上からビーム攪かく乱らん用の特とく殊しゆコーティングを施ほどこしたものだ。戦車砲で撃うち出される特殊徹てつ甲こう弾だんでも跳はね返す」

　ヒラガーが得意気に言った。「おまけに動力も培養強化筋肉アート・マツスルだ」

「じゃ、どうすりゃいい？」

「そうだな……」

　ヒラガーはしばらく考えていたが、

「人工知能からの司令であいつを動かしている電子制せい禦ぎよ装そう置ちは、頭の中だ。装甲を破ることは無理でも、外部から強い物理的な衝しよう撃げきを与あたえて、中の電子装置にダメージを与えてやればいい」

「まわりくどいぞ」

　キーナンが言って、一歩前に進み出た。「つまり、こうすりゃいいんだろう」

　銃じゆうを捨て、振ふり上げたのは白兵戦用の強力な武器であるモーゲン・スターンだ。中世の騎き士しが使ったという、鎖くさりの先に有ゆう刺し鉄てつ球きゆうのついたあれである。しかも鉄球の部分は、鉛なまりより重い劣れつ化かウランを特殊合金でコーティングしてあるという物ぶつ騒そうな代しろ物ものだ。

　振ふり下ろされたモーゲン・スターンは先頭にいた『鬼輪番』の頭部を直ちよく撃げきした。いかに入れ物は頑がん丈じようでも、中味は豆とう腐ふのようにデリケートな電子装置、この衝撃には耐えきれず、グロテスクな機械は六本脚あしを上に向けてひっくり返った。

「なあるほど」

　わかったという風に、キーナン大佐は言った。コツさえのみこんでしまえば、あとは単純な作業だ。たちまちスクラップの山が築かれた。その花はな道みちを、タイラーはあとから歩いて行けばよい。

「大佐、自分ばかり楽しんで狡ずるいですよ」

　うなるような声を張り上げて、２メートル10センチという非人間的な体格の、クライバーン特とく務む曹そう長ちようが進み出た。飛んで来るロケット弾だんを、屁へとも思わない。

「クライバーン、貴様もモーゲン・スターンを使うのか？」

「使いません」

　巌いわおのような曹長は、その腕うでで白兵戦を挑いどんで来た『鬼輪番』の一機をひょいとつかみあげ、さかさまになったそいつの頭部を両りよう膝ひざで挟はさむと、強烈無比な脳天逆落としパイルドライバーを見み舞まった。

『鬼輪番』の頭部は、一瞬完全に胴どう体たいの中にめり込んだ。

「思わぬ欠けつ陥かんだ」

　予想だにしなかった戦法に、『鬼輪番』の設計者であるヒラガー中佐は頭を抱えた。

「こんな常識外れの戦い方があったなんて……。設計段階のコンピューターによるシミュレーションでは、無敵の兵器だったのに……」

「なに、よくあることさ」

　また一機の『鬼輪番』をブレンバスターで片づけながら、キーナン大佐は言った。「俺たちには常識は通用しねえぜ。なんたってタイラー提てい督とくが惑星連合宇宙軍の頭脳派エリートなら、俺たちは肉体派フイジカルエリートだからな」







『阿あ蘇そ』を発進した三機の戦闘機は、圧あつ倒とう的多数の敵に対して、果敢にも空戦を挑いどんだ。並なみのパイロットなら無む謀ぼう以外のなにものでもないが、どっこい役者が違う。惑星連合宇宙軍にコジロー・サカイと並んでその人ありと言われた撃エ墜ー王スタケオ・シラギク中尉と、そのシラギクがサカイとともに、空戦のＡＢＣを叩たたき込こんだ、秘ひ蔵ぞうの双ふた子ごである。

　まず、シラギクの『キョンシー』が、長距離機動ミサイル『ヴァジュラ』を発射した。並の戦闘機なら、これだけで百発百中だが、相手は無人の『緋ひ電でん改かい』である。パイロットを乗せていては到とう底てい不可能な動きで、難なんなくミサイルをかわし、逆に撃げき墜ついしてしまう。

　だが、もとよりシラギクは、ミサイルによる戦果など期待していない。要するに一発７０００万クレジットの『ヴァジュラ』は、高価な囮おとりなのだ。

　ミサイルをかわした『緋電改』のすぐ後方に、いつの間にかシラギクはつけている。それを察知した無人戦闘機が回かい避ひ運動に入るよりも早く、

「遅おそい！」

　シラギクの指はレーザー機き銃じゆうのトリガーボタンを押おしていた。

「いっちょ上がり！」

　ところが、そのシラギクのみごととしか言いようのない空戦テクニックさえ霞かすんでしまうほどの戦いが、ハナー・シスターズによって行われていたのである。

　なにしろこの二人、双ふた子ご特有の精神感応によって結ばれた、一種のエスパーなのである。二人一組で敵に向かうとき、とてつもない能力を発揮するのだ。

　いま、その二人の意識の流れを、紙に書いて説せつ明めいすると、次のようになる。















　前後の脈みやく絡らくがないのは、意識が時間の流れに対して、一部フィードバックしているからだ。言ってみれば簡単な予知能力のようなものである。

　いや、その強いこと強いこと。

　ミサイルに、レーザー機銃に当たって無人戦闘機は落ちる落ちる。

　たちまち、あたり一帯の宙域から、敵機を一いつ掃そうしてしまった。

　かわいそうなのはシラギク中尉である。せっかくサカイ大尉のいないいま、撃げき墜ついポイントとファンの人気を稼かせごうと思っていたのに、たった一機を撃墜しただけで、獲え物ものがいなくなってしまったのだ。

　つまり、ユーミとエィミィの二人で、39機のスコアを上げたことになる。初うい陣じんで、これは驚異的だった。

「やったわね、エィミィ」

「ナイスよ！　ユーミ」

「20機よ。あたしの勝ちね。約やく束そく通り、アイスクリームおごりっ！」

「３機はあたしのアシストじゃない。こっちの勝ちよ」

「なに言ってんの、危あぶないところを救われたくせに」

「それを言うならあたしだって……」

　戦いが終わればそこは17歳の乙女おとめである。キャピキャピと華はなやぐことこの上もない。

「う～」

　一人後方では、シラギクが愛機のコックピットで頭を抱えていた。

「サカイよ、俺たちの時代は、終わっちまうのかよォ！」







『馬鹿な！』

『信濃』の人工知能は、メルトダウン寸前であった。『全ぜん滅めつだと？　艦内防ぼう禦ぎよシステムも、無人戦闘機も、全滅。たったあれだけの敵に』

「意外に底が浅かったな」

　ワングはそんな『信濃』を嘲あざ笑わらう。「所しよ詮せんは地球の兵器か」

　だが彼には、まだ切きり札ふだがあるのだ。

『敵兵侵しん入にゆう、防ぎきれない！』

　最後の隔かく壁へきが赤熱し、火花を放って溶とけ落ちる。その向こうから現れたのは──、

「皇こう帝てい陛へい下か、御無事ですかぁ！」

　左右に装そう甲こう服ふくのキーナンとクライバーンを従え、ヒラガー中佐を連れたタイラーだ。

『貴様がジャスティ・ウエキ・タイラーか？』

　人工知能が言う。『よくぞここまで来たな』

「ヒラガー中佐、こいつが『信濃』の人工知能か？」

「そうです」

　と、ヒラガー。「タイラー提てい督とく、下がってください」

「なにをする？」

「心臓部を爆ばく破はします」

　悲壮な覚悟のヒラガーに、

「その必要はないよ」

　と、タイラーは余よ裕ゆうで言った。

『タイラー、貴様のその余裕の根こん拠きよはなんだ？』

　人工知能は高たか飛び車しやに言った。『答えよ！　我が究きゆう極きよくの防ぼう禦ぎよシステムのどこに、欠けつ陥かんがあったというのか？』

「欠陥だらけさ」

　すげなく、タイラーは言った。「もっとも、こいつは褒ほめているんだけどね。それだけあんたは、人間に近づいたということさ」

『欠陥だらけだと！』

「そうさ」

　タイラーは人工知能の心臓部（とは思われるが、実際にはよくわからない）を指差して、機械がギクッとなるような台詞せりふを吐はいた。「この人殺し！」

『人殺し？』

　人工知能は一瞬口ごもった。『違う！　あれは……』

「人殺し、人殺し！」

　追おい討うちをかけるタイラー。「欠陥品の人殺し！」

『ちが～う！』

　人工知能はとたんに情けない声になって言った。

『僕は人殺しじゃない。僕が悪いんじゃない……』

　自じ己こ撞どう着ちやくを起こした機械の末路は憐あわれだった。そのまま、全機能が停てい止ししてしまう。

　終わってみれば実にあっけない、『信濃』に対するタイラーの勝利であった。

「みごとなものだ」

　地じ獄ごくの底から聞こえるような声──、

「さすがは地球きっての名将タイラー提督。だが、最後の勝利は儂のものだ」

　ワングは、その手に皇帝陛下を抱かかえていた。そして、右手に握にぎった装そう飾しよくつきの短たん銃じゆうの銃口は、皇帝の、緋ひ色いろの巻き毛の中に埋うずもれている。

「引き金を引いたら、どうなるかな」

　ワングは勝ち誇ほこった。「髪かみの毛に負けず、さぞや赤い血ち潮しおが見られるであろう」

「撃うて！　ワング」

　皇帝陛下が叫んだ。「パコパコ、そちも撃て！　朕ちんはどうなってもかまわん。この悪の根ねを、宇宙より絶たて！」

「撃つがよいぞタイラー」

　ワングが笑った。「皇帝陛下と道連れなら、冥めい土どの旅も楽しかろうて」

「待て、ワング」

　タイラーは宇宙服のヘルメットを脱ぬぎ、胸をはだけて、

「僕の負けだ。貴様の望みはこの僕を殺すことだろう。陛下は関係ないはずだ。撃つならこの僕を撃て！」

「いけない！　パコパコ」

　アザリンが、激はげしく首を振ふる。

「皇帝陛下……いや、アザリン様」

　タイラーは、なんとも言えぬ優しい目になって、

「臣下が命を賭としての忠告は、素直に聞くものですよ」

「いやだ！」

　皇帝ではない、少女の素顔が言った。「死んじゃいやだ！」

「皇帝陛下……」

　諭さとすように、なおもタイラーは言う。「洗脳されている間のことは覚えてはいないのですが、それでもあの宮きゆう殿でんでの陛下との日々は、楽しゅうございましたなあ」

「パコパコ……」

「どうか、万ばん民みんが慕したう、いい皇帝におなりください」

「ええい！　まどろっこしい！」

　ついにワングは耐たえきれなくなった。「そんなに死にたいのなら、望み通りあの世に送ってやるわ！」

　ワングの銃口が、タイラーの無防備な胸に向けられた瞬間──、

　皇帝は、ワングの左腕に嚙かみついた。

　タイラーを狙ねらったビームが、わずかにそれる。

「しゃっ！」

　ワングは思わず、皇帝を突き飛ばしていた。それが彼の運の尽つきだった。

　キーナン大佐とクライバーン曹長の構えていたアサルトビームガンから排はき出されたレーザーパルスが、彼の体に無数の穴あなを穿うがった。

　壁かべに叩たたきつけられ、穴から吹き出す夥おびただしい量の血ち潮しおを見ながら、希き代たいの奸かん物ぶつ宰さい相しようは、

「だがな……一度は宇宙をこの手に握にぎったぞ」

　と、最さい後ごの言葉を残して崩くずれ落ちたのである。

「わああああ、パコパコ！」

　アザリンが、タイラーの胸にむしゃぶりつき、堪たえていたものがいっきにこみ上げてきたのであろう、火のついたように泣き始めた。

　ただただ、泣くのである。

「陛下」

　タイラーは、アザリンの泣くにまかせて、言った。

「好きなだけ、お泣きなさい。そして願わくば、臣しん下かの前で涙を見せるのは、これで最後になさいませ」

　アザリンが、タイラーの胸で、そう10分も泣いた頃だろうか。

『信濃』が、不意に大きく揺ゆれた。

「自じ爆ばく装そう置ちが作さ動どうしている！」

　と、ヒラガー。

「いけない。総員、『阿蘇』に退たい避ひだ」

　タイラーが言った。「人工知能はやっと自分の罪つみを認め、死を選ぶつもりのようだ。巻き添ぞえをくらってもつまらない、脱だつ出しゆつするぞ」







「皇帝陛下は、よくお休みでしたな」

　去ってゆくラアルゴン艦長を見送りながら、アンドレセンが言う。

「泣くだけ泣いて、気もゆるんだのじゃろう。安心して眠っていた」

　ドクター・キタグチが言う。「なんとも実に、あどけない寝ね顔がおじゃったなあ」

「ジャスティ」

「ん？」

　ユリコの声に、思わず我われに返るタイラーであった。

「本当に、あのまま、皇帝陛下と別れてよかったの？　今度はいつまた逢あえるかわからないのに……。さよならも言わないで」

「いいんだ」

　タイラーは言った。「またきっと逢える。だからサヨナラは言わない」

　そう言いながら、横顔はこころなしか寂さびしそうだった。

「ところで提督」

　カトリ中佐が言った。「『信濃』の人工知能の欠点が、どうしてああも簡単にわかったんです？」

「すべての創そう造ぞう物ぶつは、創造主に似る、さ」

　タイラーは、横目でちらっとヒラガー中佐を見て、言った。「わかる？」

「なるほど」

　これは愉ゆ快かいと、アンドレセンが笑った。「そう言われてみれば、イジイジしたところは、設計者の性格がそのまま反映されていましたな」

「しかし、恐おそるべきはあの人工知能、自分は決して悪くないと、自分自身を言いくるめ、納なつ得とくさせてしまう能力、つまりは自じ己こ欺ぎ瞞まんの能力さえ身につけていたことだ」

　タイラーは、爆ばく発はつのおさまった方向を見ながら、

「実に人間臭くさい、奴やつだったな」

　いささか、気が咎とがめるのであろうか。

「その矛む盾じゆん点をタイラー提督に突かれ、罪つみの意識に耐たえきれず爆発してしまったわけですね」

　キム大尉がうなずく。

「うん。考えてみれば、かわいそうな奴やつなんだよ」

「しかし、ですな」

　アンドレセンが言った。「ヒラガー中佐の性格を反映したことに問題があるなら、無敵の人工知能を作るには、どうすればいいのでしょう？」

「そりゃ、より強きよう靭じんな人格をモデルに、人工知能をプログラミングするんだね」

　タイラーは笑って言う。「たとえば、この僕とか……」

『阿蘇』のブリッジにいた全員は、瞬間、思わず顔を見合わせ、それから頭を抱えた。

　タイラーの人格がインプットされた人工知能──。

　誰も、そんなものは想像したくもないのであった。














エピローグ










十七階級特とく進しん！









　神しん聖せいラアルゴン帝てい国こくが星間大使を通じて、惑わく星せい連合に和平交こう渉しようを申し込んで来たのは、事件が収おさまってから地球標準時間で一週間後である。

　もちろん、前ぜん代だい未み聞もんのことだった。

　向こう三年間の期限つきとはいえ、かえってこれには惑星連合宇宙軍のほうがあわてたほどである。

　この条約は、会談が行われた惑星の名を取って『アスキルト条約』が正式名めい称しようとなるが、事情をよく知る連合宇宙軍の一部将兵たちの間では、非公式に『アザリンちゃん救出条約』と呼ばれている。

　条約内容は、両陣営の軍備を大おお幅はばに縮小するというもので、膨ぼう大だいな軍事予算に喘あえいでいた惑星連合会議は、一も二もなく、これを批ひ准じゆんした。それにより、ヒラガー技術中佐を主任計技師とする『八・八艦隊計画』はここに破は棄きされたのである。

　すでに完成していた巡洋戦艦『六甲』を除く全艦はスクラップにされ、『六甲』もまた、砲口を封ふう印いんし表面を特とく殊しゆ樹じゆ脂しでコーティングしたモスボール状態にして保管されることになった。事実上の、博物館行きである。

　もっとも、八・八艦隊がすべて竣しゆん工こうしたとして、その効果のほどは疑問視されるというのが、後世の軍事評論家たちの間では、ほぼ定てい説せつとなっている。

　アスキルト条約締てい結けつからさらに一週間後、ラアルゴン帝国から皇帝ゴザ十六世の名に於おいて正式に、惑星連合宇宙軍のジャスティ・ウエキ・タイラー提督宛あてで感謝状が届とどけられた。







「辞じ令れい！」

　ススム・フジ中将は、苦にがりきった顔で原稿を読み上げる。これ以上はちょっとない棒ぼう読よみである。

「『阿蘇』の反乱に加か担たんした全員に、一階級降格処しよ分ぶんを申し渡す」

　それだけなら、彼の心は痛みはしない。

「しかるのち、アスキルト条約締結にはなはだ大なる功こう績せきがあったことを認め、上記の全員を、二階級特進に叙じよするものである」

　つまり、加担した全員が一階級ずつ昇しよう進しんしたことになる。まわりくどいが、信しん賞しよう必ひつ罰ばつの建前からは、こういう手続きを踏ふまざるを得なかったのであろう。

　もっとも、この処置はけっして不評ではなかった。ヤマモト少将などに言わせると、

「惑星連合宇宙軍も、たまには粋いきなはからいをするじゃないか」

　ということになる。

「な、なお。冤えん罪ざいの晴れたジャスティ・ウエキ・タイラーにおいては……」

　フジ中将の声が震ふるえた。

「二等兵から大将に、十七階級特進をもって功績に報むくいるものである」

　短期間に連合宇宙軍を襲おそった一連の前ぜん代だい未み聞もんの嵐あらしの中でも、これは最後にして最大のものであった。

「た、タイラー大将……辞令を」

　そこまで言うのが精せい一いつ杯ぱいで、フジ中将は絶句してしまった。

「タイラー大将閣下万ばん歳ざい！」

「惑星連合宇宙軍万歳！」

　傍ぼう聴ちよう者たちを詰つめ込んだ席が、爆ばく発はつするように沸わいた。

　壇だん上じように進み出た宇宙軍史上最年少の大将閣下は、辞令を受け取るなり、フジ中将の肩をポンと叩たたいて、

「やあフジくん、とうとう追い越こしちゃったみたいだねえ、カッカッカッ！」

　と、豪ごう快かいに笑ってみせたのである。

　ススム・フジ中将が合法、非合法、手段を問わずタイラーを亡なき者にせんと画かく策さくするようになったのは、実にこれからである。

　タイラー時代は、まだまだいよいよ、まさにこれからであった。














ファンの皆様へ（あとがきにかえて）









　無責任男シリーズもいよいよ三巻。佳か境きように入って来ました。お楽しみいただけましたでしょうか？

　いやまさか、作者もこれほどのハイペースで執しつ筆ぴつできるとは思ってもみませんでした。去年のいまごろはまだ企き画かくも固まっていなかったことを思うと、それこそ夢ゆめのようです。これもひとえに温かい励はげましのお言葉をくださる皆みな様さまのおかげと、感かん謝しやに耐たえません。

　さて、シリーズの第一巻『無責任艦長タイラー』の見み本ほん本ぼんを、初めて手にしたときのことです。

　およそ物書きにとって、自分の書いたものが本になり、それを手に取る瞬間というのは筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい喜びがあるものです。これに勝る喜びは、増ぞう刷さつ百万部を突とつ破ぱすることくらいですが、残念ながらそちらのほうは、まだ経験しておりません。

　で、都築和彦先生のカバーイラストを見て、思わず私はブッ飛びました。

　主役のタイラーより大きく描えがかれている、この少女は誰だろう？　こんなキャラ、作品中に登場させた覚えはないがなぁ……。まさか──。

　そのまさかでした。

「こ、これが皇帝陛下！　この真っ赤なビキニ姿の、あられもない格好の女の子が、神しん聖せいにして冒おかすべからざる、ラアルゴンの皇帝陛下……」

　とある感情がムラムラとこみ上げ、次の瞬間、思わず私は叫んでいました。

「素晴らしいじゃないか」

　と──、

　文章には一言一句も書かれていないのをよいことに、作者の潜せん在ざい的願望を、ここまでイラストに反映させた都築先生の慧けい眼がんを、私は高く評価します。

　で、当初アザリンに対して作者自身が抱いていた高貴なイメージというのは跡あと形かたもなくブッ飛んでしまったわけですが、むしろこれでよかったのだと思います。ヒロインは、まずなにをおいても、かわいくなければいけません。その点において、都築先生の描くアザリンは、作者の期待をはるかに上回る完成度でした。元来がミーハーな作者といたしましては、もとより異存のあろうはずがございません。

　むしろ、都築先生のイラストに啓発インスパイアされなければ、この『ワングの逆ぎやく襲しゆう』というストーリーも成立しなかったわけです。シリーズもここまで続いていたかは怪あやしいもので、今は都築先生にイラストを描いていただいて、本当によかったと心から思っています。

　自らが然烈なるアザリンちゃんのファンである作者といたしましては、彼女の言動、立場と本質とのギャップ、その健けな気げさなどに、グッとくるものを感じていただければ幸いです。書いている本人がシビレているくらいですから、世話はありません。

　ちなみに、私と都築先生とは、現在『タイラーがアニメ化されるならアザリンの声は本多智恵子しかない同盟』というのを発足させ、これには漫画家のきむらひでふみ先生も加入されているわけですが、あなたも一口、乗ってみませんか？
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